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　あの子は、自分が孤こ独どくだということに気がつかないほどに、孤独だった。

　だからいつも、にこにこ笑ってた。




「あんたとわたしは姉し妹まいなの。生まれてすぐに引き離はなされた、双ふた子ごの姉妹よ。わたしのことは誰だれにも言っちゃ駄だ目め。だってまた、引き離されてしまうもの」

「うん。誰にも言わない。約束する。誓ちかう」

　黒くろ髪かみで黒い瞳ひとみをした小さな女の子と、金の髪をした天使のような容よう貌ぼうの小さな女の子。二人は、バラの生け垣がきに囲まれた芝しば生ふの上に隠かくれるように座りこみ、互たがいの目を見つめていた。

　金の髪をした女の子───フレデリカは真しん剣けんだった。黒髪の女の子の言葉を受けて生き真面目まじめに頷うなずき、厳おごそかに誓った。すると黒髪の女の子は、

「じゃあ、仲良しの印にこれをあげる」

　と、あるものをぬっと突つき出した。

「ひぃっ!?」

　フレデリカはのけぞった。目の前に突き出されたのは、えらく不気味な人形だったのだ。

　異様に大きな頭に、しなびた赤い木の実の目玉。目玉の周囲にはギザギザの睫まつげが刺し繡しゆうされているが、あまりにも不ふ揃ぞろいなので、しなびた目玉が爛らん々らんと輝かがやいているように見える。

　剛ごう毛もうと呼ぶべき、植物の繊せん維いをほぐして作った髪の毛。首と手足は奇き妙みように細く、関節がぶらぶらで、あらぬ方向へ、くたくたと曲がる。

「可愛かわいいでしょう？　抱だっこして」

　笑え顔がおで要求され、フレデリカは恐おそる恐る手を伸のばし、女の子から人形を受け取った。

　その瞬しゆん間かん、首がかくりっ！　と、背中側に折れた。

「ひゃああああ！」

　その突とつ拍ぴよう子しもない動きに人形を放ほうり出す。人形は芝生の上に落ちた。首が背中側に折れ、手足は、人体にはありえない方向にねじれているという奇きっ怪かいな有様。

「こんなに可愛いのに。放り出すなんて可哀かわい相そうよ。フレデリカはこの子、嫌きらい？」

　黒髪の女の子は放り出された人形を抱き上げ、折れた首を元の位置に戻もどす。哀かなしげに、愛いとしげに、彼女は人形を撫なでる。よしよしと撫で続ける。

　その様子を前にして、ふとフレデリカは冷静になった。彼女が抱いていると、その不気味な人形が、さほど不気味ではない気がしてくる。

　いや、不気味なことは不気味なのだが、その不気味さが愛あい嬌きように思えてくる。

「……もう一度、抱っこさせて」

　フレデリカがおずおずと申し出ると、黒髪の女の子は驚おどろいたように目を丸くした。そして自分が抱っこしろと要求していたにもかかわらず、すこし戸と惑まどった表情で人形を差し出す。

「いいよ。どうぞ」

　そろりと受け取り、抱いてみる。赤くしなびた目玉が、ぴくぴく振しん動どうする。

（気味が悪い、……かもしれない。けれどなんとなく愛嬌がある、……かもしれない）

　いや、

（愛嬌がある[image: !!!]）

　と、この時フレデリカは、うっかり思いこんでしまった。

「可愛い！」

　瞳を輝かせて黒髪の女の子を見やると、彼女は、大切なものをみつけたように微笑ほほえんでいた。

「それ、そら豆人形っていうの。可愛がって」

「うん！」

　フレデリカは、そら豆人形を力ちから一いつ杯ぱい抱きしめた。

　その日からそら豆人形は、フレデリカの一番大切な友だちになった。










　あれから十一年。

　フレデリカは輝くばかりに美しい十六歳の少女になった。

　彼女はエーデルクライン王国国王の唯ゆい一いつの嫡ちやく子し。王位継けい承しよう権第一位の王女で、将来女王となり国を統治することを運命づけられていた。

　フレデリカ王女殿でん下かは、優ゆう雅がで可か憐れんで、賢かしこく、美しい。エーデルクラインの宝石と称しようされる美少女。

　しかしフレデリカ王女は十六歳のある日、落馬事故であえなく死ぬ──。───────。

　そして────────彼女の、王女としての本当の人生は、そこから始まることとなる。
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　初夏。花の盛りのこの季節、バラ園をそぞろ歩く人は多い。その人々の視線は今、一人の少女に引き寄せられていた。

「なんて、美しい。まさにエーデルクライン王国の宝石だ」

「天使が舞まい降りたようだ」

　誰もが、ため息のような賛辞をもらす。

　ミルクにお日様の光を溶とかしたような艶つややかな金きん髪ぱつに、春の晴れた空に似た澄すんだ瞳。白磁を思わせる肌はだと、野バラのように慎つつましやかな薄うす紅べにの唇くちびる。天使と評されるその容姿には、瞳の色と合わせた、薄うす青あお色の絹のドレスがよく似合っていた。パニエでふんわり広げられたドレスの裾すそには、彼女の繊せん細さいな印象そのままの、精せい緻ちなレースが幾いく重えにも重ねられている。

　咲さき誇ほこるバラの花にも劣おとらない、十六歳。

　彼女こそエーデルクライン国王の唯一の子供で、王位継承権第一位の王女、フレデリカだ。

　広大な敷しき地ちを誇るリリエンシルト宮きゆう殿でんは、三百年王国と呼ばれるエーデルクライン王国国王が住む宮殿だ。王の居住宮殿である「王宮」を中心に、「太陽宮」「月宮」「守護宮」など、建国の伝説に基もとづいて名づけられた七つの宮殿で構成されている。

　敷地の最も北側に位置するのは「天使宮」だった。天使宮は、フレデリカ王女が主あるじをつとめる宮殿。その裏手には、貴族たちの交流の場として整えられたバラ園が広がる。

　胸が甘く騒さわぐような、かぐわしい香かおりが満ちるそのバラ園を、フレデリカ王女は教育係の公こう爵しやく夫人と侍じ女じよを数人従え、白大理石の四阿あずまやに向かっていた。

　四阿の下では、柔にゆう和わな笑顔のエーデルクライン国王ハインツとその王おう妃ひヘレネが、貴族たちの挨あい拶さつを受けている。普ふ段だんなら王宮内で行われるはずの朝の謁えつ見けんだった。しかし今日は侍じ従じゆうたちが趣しゆ向こうを変え、バラ園での謁見という気のきいた演出をしてみせたようだった。

「国王陛下。お母様。朝のご挨拶に伺うかがいました。ご機き嫌げん麗うるわしいご様子、お喜び申し上げます」

　フレデリカ王女は四阿の手前で立ち止まり、ドレスを摘つまんでお辞じ儀ぎした。

　国王は満足げに微笑む。

「フレデリカ。ちゃんと勉強はしているかい？　いい子にしているかい？」

「はい」

　顔をあげたフレデリカ王女が微笑むと、国王もつられるように笑みを深くする。隣となりに立つ王妃も、柔やわらかな優やさしい表情だ。

「いい子ね、フレデリカ。しっかり励はげむのよ」

　フレデリカ王女の頰ほおが、嬉うれしさでほんのりと染まる。その従順な様子に満足げに頷いた国王だったが、何か思い出したらしい表情になる。

「そうだ、ついでに言っておこう。フレデリカ。今夜、晩ばん餐さんを共にする予定だったが、急な公務が入った。晩餐はまたの機会になる」

　フレデリカ王女の顔に、さっと哀しげな色が走る。

「けれど陛下。晩餐は二ヶ月前からの……」

「殿下」

　背後から教育係の公爵夫人が、ひそめた声で鋭するどく叱しつ責せきした。フレデリカ王女は慌あわてて、

「わかりました。つつがなく、陛下がお務めを果たされることを祈いのっております」

　と笑顔を作り、今一度深くお辞儀をする。

　国王の傍かたわらにいた侍従が、「もう、あなた様の時間は終わりです」というようにフレデリカ王女に目め配くばせした。それを察したらしい王女は、名残なごり惜おしそうな素そ振ぶりは見せたものの、「では、また明日あしたお目にかかりたく存じます」と告げ、国王と王妃の前を辞した。

　バラ園を天使宮の方へ戻る途と中ちゆう、幾いく人にんかが「お茶でもご一いつ緒しよしませんか」「お散歩に行きませんか」と、フレデリカ王女に誘さそいかけた。だが王女は、「ごめんなさい。経済学の教授が来ていますから」と断って、天使宮へ向かう足を止めない。

　しかしそんな王女にするすると近づき、まるで近親者のように、砕くだけた笑顔で声をかけた中年の伯はく爵しやくがいた。

「殿下。オレリアンのお菓か子しが手に入りましたので、またお届けいたしましょうか？」

「あなたは確か……？」

　妙みように親しげな伯爵の様子に、王女は小首を傾かしげつつ足を止めた。

「ケルナーでございます、殿下。ヘレネ王妃様のご出身、ザイツ侯こう爵しやく家の縁えん戚せきでございます」

「あっ、あのケルナー伯爵ですね。時折、国外の珍めずらしいお菓子など届けてくださる。ありがとうございます、いつも」

　フレデリカ王女への贈おくり物は、日々途と切ぎれることはない。いちいち覚えきれるものではない。

　しかしそれが王女の興味を引く珍しいお菓子であれば、記憶に残るらしい。王女の顔に、素す直なおな笑えみがあふれる。

「殿下。もしよろしければ、これからお茶を」

　慇いん懃ぎんに腰こしを折ると、伯爵は王女の手を取ろうとする。しかし教育係の公爵夫人がさっと間に割り込み、それを阻そ止しした。教育係が目配せすると、王女は申し訳なさそうに首を振ふる。

「経済学の教授が来ております。ごめんなさい。またいずれ。ごきげんよう、ケルナー伯爵」

　そう言うと王女は、天使宮の中に消えた。ケルナー伯爵は残念そうに肩かたをすくめた。

　王女は立場上、特定の者と親しくすることを良しとされないのだ。王女に近づこうとする者たちは、ことごとく教育係に追い散らされる。

　しばらくすると、謁見を終えた国王と王妃がバラ園を去った。しかしその後も、かなりの人数がバラ園を散策していた。彼らの目当てはフレデリカ王女だった。

　フレデリカ王女の姿は普段、国王主しゆ催さいの舞ぶ踏とう会くらいでしか目にすることができない。その他の機会となると、宮殿の公式行事を待つか、こうやって彼女が主を務める天使宮のバラ園をうろつき、彼女が気まぐれにバルコニーに出てくるのを待つしかない。

　太陽が高くなり木の影かげが短くなる頃ころに、フレデリカ王女が二階のバルコニーに現れた。

　待ちわびていた者たちの視線は、天使のような美少女に釘くぎ付づけになる。

　未練がましくバラ園に残っていたケルナー伯爵も、バルコニーを見あげていた。

「あら、殿下は何をされていらっしゃるのかしら」

　ケルナー伯爵の近くにいた貴婦人が、小首を傾げて問う。

　フレデリカ王女は華きや奢しやなオペラグラスで、バラ園の向こう側を熱心に見つめていた。

「あれは小鳥の観察をなさっておいでなのだ。殿下は、花や小鳥など、美しく愛らしいものを、ことにお好みなのだ。まさに天使のごときお心こころ延ばえでね」

「よく御ご存ぞんじですこと。ケルナー伯爵」

「わたしは殿下を、心からお可愛かわいらしいと思っているからね。愛していると言ってもよい」

　冗じよう談だんめかして声をひそめたケルナー伯爵に、貴婦人は声を出して笑った。

「まあ、めったに会話すらできない殿下をそこまで熱ねつ烈れつに？　でもお気持ちもわかりますわよ。わたくしも、あのお美しい殿下と、せめてお茶をご一緒してみたいですもの」
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「あれは！」

　オペラグラスでバラ園の外周通路を観察し、エーデルクライン王国王女フレデリカは、息を吞のむ。むさぼるようにオペラグラス越ごしに見えるものを凝ぎよう視しし、視線で追いかける。

「あれは地じ獄ごくの番犬！　初めて目にする。なんて怖こわいの。ああ、……嬉しい。どきどきする！」

　オペラグラス越しに見えているのは、小鳥ではなかった。

　彼女が追つい跡せきしていたのは、バラ園の外周通路をずかずか歩く、なんとなく不ふ吉きつなオーラを纏まとった、黒い騎き士し団の軍服を身につけた青年だった。彼の軍服が金モールで飾かざられているのは、騎士団長の証あかしだ。腰にはサーベルと一緒に、騎士団には珍しく拳けん銃じゆうを下げている。

　黒い軍服は第三騎士団のものだ。

　第三騎士団は、貴族専用の監かん獄ごく、ロートタール監獄を警備するために存在する騎士団。

　ロートタール監獄は、反逆や横領、殺人など、重犯罪をおかした貴族が収しゆう監かんされる。ここに収監されて、再び外へ出た者はいない。ロートタール監獄に収監されることは、死を意味した。

　勢い、そこを警備する最高責任者たる第三騎士団長の姿を五歩圏けん内ないで見る事があれば、それは死し刑けい宣告を受けたのと同じと、貴族たちは恐おそれた。

[image: ]

　第三騎士団長は地獄の番犬と呼ばれ、黒くろ猫ねこ以上の不吉の象しよう徴ちよう扱あつかいされている。

　しかし現在第三騎士団長を務める青年は、不気味な存在感とは裏腹に、冷たく整った容姿をしている。剣つるぎの輝かがやきのような銀の髪かみに、夜明けの空のような、薄うす紫むらさきの瞳ひとみが印象的だ。

（不吉感満点なのに美しいなんて、素す敵てき。あの容姿から察するに、慇懃に冷れい淡たんにしゃべるんだろうな。彼の名前は確か、イザーク・シュルツよね）

　地獄の番犬の名前は、ずっと前に、しっかりひっそりと調査済みだった。

　不吉で美しい、不気味で可愛い、怖いのにふざけている。そんな相反する性質をあわせもつものは、フレデリカの最も好みの存在だった。

「殿でん下か。課題は終えられたようですね」

　経済学の老教授が部屋に入ってきた。そして机の上に置かれた課題を手に取り、眼鏡越しに確かく認にんしはじめたので、フレデリカはオペラグラスから目を離はなし、慌てて室内へ戻もどった。

「よろしいでしょう。良く、出来ておられる。今日はここまでに致いたしましょう」

　老教授が本をまとめるのを待っていると、ふと、先ほどバラ園で出会ったケルナー伯爵のことを思い出した。

　時折、国外の珍しいお菓子がフレデリカの手元に届けられるのは記憶に残っていたが、それがあの、母王妃の縁戚であるケルナー伯爵からだと、顔と名前が一いつ致ちしていなかった。

　時々顔を合わせるだけの人なので、強い印象はない。どこかの親切なおじ様、といった感じだ。そのケルナー伯爵が、今日はオレリアンのお菓子を届けると言っていた。

（オレリアン……）

　近ちか頃ごろ、侍じ女じよたちの会話に出てくる不ふ穏おんな噂うわさがある。そのことについて詳くわしく訊ききたいと思っても、フレデリカがその話題に興味を示すと侍女たちは、「わたくしどもも、詳しくは知りませんので」と及および腰ごしになる話題。その噂は、フレデリカを不安にさせた。

「先生。オレリアンで市民革命が勃ぼつ発ぱつしたというのは、本当ですか？」

　オレリアンは、大陸西方にある大国だ。老教授は微笑して顔をあげた。

「ちょっとした一いつ揆きのようなものだと聞いております。それが王都で起こったので、大げさな噂になっているのですよ」

「ただの噂だとしても、そんな噂が流れる程度に、不穏な気配が大陸には蔓まん延えんしているのでしょうか。もし大陸の情勢が不安定だとしたら、エーデルクラインはこれからどのように……」

「殿下。殿下はまず、ご勉学にのみ集中してください」

　咎とがめる口調で老教授に言われ、フレデリカは口を噤つぐむ。

「国内政治、外交。その他のあらゆることは、国王陛下の支配の下もとにあります。陛下のお考えがあります。そのことについてあれこれと口にするのは、感心いたしません」

「出過ぎた真似まね、ですね」

『王位継けい承しよう者であろうとも従順であれ』というのが、エーデルクラインの王家の教えだった。王以外の者をのさばらせないための、徹てつ底ていした教えだ。

　王女は女王となるまでは、硬かたい殻からに閉じこめられているようなものだ。けして出しゃばらず、しかし厳しく教養をたたき込まれ、躾しつけられ、いずれ来る王となる日を待つ。

「ごめんなさい。余計な事は考えません。ありがとうございます。ご教授、感謝いたします」

　老教授は「わかればよろしいのです」と言い、部屋を出ていった。

　老教授を見送り机の上の時計に目をやると、予定よりずっと早く勉強が終わっている。

　途と端たんに、フレデリカの心は明るくなった。

　勉強時間と決められている間は、教育係の公こう爵しやく夫人も侍女も、フレデリカの部屋に入らないので、余った時間は自由に使える。人目のない時間は貴重だ。

　ネックレスにして、肌はだ身み離はなさず持ち歩いている鍵かぎを胸むな元もとから引っ張り出すと、嬉うれしげに握にぎりしめて寝しん室しつに向かった。明るい光が射さしこむ寝室の中で、小ぶりな衣装簞だん笥すが部屋の隅すみに一棹さお、ひっそりと佇たたずんでいた。この衣装簞笥だけは、侍女にも触さわることを禁じている。

　衣装簞笥の扉とびらの鍵穴に、握りしめていた鍵を差しこむ。扉を開く。

「放ほうっておいてごめんね、そら豆たち」

　天使の微笑みでフレデリカが眺ながめるのは、簞笥の中にぎっしりと詰つめ込まれたそら豆人形だ。

　その数、大小とり混ぜて五十体。薄うす暗ぐらい簞笥の中に、巨きよ大だいな頭としなびた赤い目玉の人形がみっちり並ぶ様は、飛び退のきたくなるほどの衝しよう撃げきと迫はく力りよく。

　その中の一体をいそいそ取り出し、ベッドの上へ持ち込む。本来、刺し繡しゆうに使うための裁さい縫ほう道具も持ち込み、脳のう漿しようがはみ出したように見えないこともない、頭から藁わらが飛び出たそら豆人形の顔を繕つくろいはじめる。

「このでろっとした残念感漂ただよう姿……可愛かわいい！　極ごく上じようの、ふざけた悪夢みたい」

　独自の審しん美び眼がんを発揮し、愛いとしさにうち震ふるえた。

　それはフレデリカが初めて手にしたそら豆人形で、ある少女がくれたものだった。

　フレデリカが五歳の時、天使宮のバラ園に、時折姿を見せる同い年くらいの少女がいた。身なりからして、宮きゆう殿でんで働く召めし使つかいの子供のようだった。

　その子はフレデリカに、自分はフレデリカの双ふた子ごの姉し妹まいなのだと打ちあけた。生まれた時に引き離され、自分は召し使いの子供として育ったというのだ。

　その告白は今思えば、子供のついた他た愛わいない噓うそだったとわかる。だがその時は嬉しかった。

　肉親というものの存在が、フレデリカにとっては遠い。

　生まれた時から、フレデリカは両親とは別の宮殿で育てられた。両親に会えるのは、毎朝のご挨あい拶さつをするために、王と王おう妃ひの私室へ行くほんの一時だけだった。

　叔父おじや従兄弟いとこたちもいたが、彼らは節度をもって国王や王妃に接するので、自然とフレデリカにも他た人にん行ぎよう儀ぎだった。

　ケルナー伯はく爵しやくのように、親切に声をかけてくれる人たちはたくさんいる。しかし結局、その人たちの誰だれとも親しく話したことはない。王女が特定の者と親しくなるのは、公平さを欠く恐れがあるために、立場上望ましくないからだ。

「あの子は今、どこにいるのかしら」

　ある日突とつ然ぜんぱたりと姿を見せなくなって、それきりだ。だから彼女の置き土産みやげのそら豆人形を彼女の代わりにして、話しかけ、抱だきしめ、共に眠ねむった。

　しかし実は、そら豆人形は、エーデルクライン王国の三大不気味民芸品の一つに数えられる人形。魔ま除よけの一種だが、魔除けにしても気味悪すぎて好まれない。

　世間的には不気味なのだと認識しながらも、自分的には可愛すぎて、手放せなかった。

　結局フレデリカは、そら豆人形に偏へん愛あいを捧ささげていることをひた隠かくしにして成長した。

　そして困った事に、そら豆人形の不気味可愛さに心しん酔すいすると、それに近い雰ふん囲い気きを醸かもしだすものに愛着と安らぎを感じるという、奇き妙みような習性が芽生えていた。

　好きな生物は、瞳がらんらんと輝く黒猫。

　好きな本は、怖すぎて発禁処分ぎりぎりと言われた『神聖聖教と大陸の暗部』と題する、虚きよ構こうだかそうでないかよくわからない、実は作者も誰かよくわからないという、怪かい奇き書。

　エーデルクライン建国の英えい雄ゆうに仕えた『六人の天使と一人の悪あく魔ま』という伝説にも興味をひかれ、古文書もあさった。無論、調べたのは六人の天使のことではなく、一人の悪魔に関係することばかり。その悪魔とは、湖水地方に実在した大だい魔ま術じゆつ師しだという説があり、そこからさらに興味を広げ、魔術師のあれこれまで調べてしまった。

　不ふ吉きつで美しく、不気味で可愛く、怖こわくてふざけているもの。そんなものが好きだ。残念ながら、大好きだ。そして正直、悪あく趣しゆ味みだ。可か憐れんな王女の趣味としては、絶対公表出来ない。

（それでもわたしは、王女らしくあらねばならない）

　気弱で、社交が苦手で、地味で大人しい自分の生来の性質は自覚している。その本来の自分では、将来、王としてやっていけないのはわかっている。

　だから、華はなやかなエーデルクラインの宝石を演じているのだ。

　王にふさわしい教養と思考力を身につけるために、勉強ばかりしているのだ。自分はけして秀しゆう才さいでないから、勉強しなくては理解が及ばないことばかりだった。

　本来の自分をひた隠し、全すべての人々を欺あざむいている。だからだろう。彼女のことを誰もが天使や、宝石に喩たとえるのは、美び貌ぼうのためだけではないはず。周囲の人々の目に映る自分は、人としての実感が伴ともなわないほどに空々しい虚きよ像ぞうなのだ。

　けれど虚像であるべきだ。

　将来国を背負う者の責任は重い。それは得体のしれない、とてつもなく大切で、けして取りこぼしてはいけない大きな影かげを背負わされるような不気味さと不安がある。

　だが王位継承権を放ほう棄きし、他ほかの誰かに押しつけることは卑ひ怯きようで無責任だ。

　自分の資質が支配者に向いていないなら、人々が望む王になれるように、自分の全てを殺して虚像を演じる。それは後ろめたいし、窮きゆう屈くつだし、息苦しい。しかしそうであろうとも、虚像であるべきなのだ。それが責任だ。

（でも……将来大きな責任を負うわたしが、毎日これでいいの？）

　それは常々感じることだった。いずれ大きな責任を負うはずの自分の立場であれば、もっとなにか、するべきことがある。そんな気がしてならないのだ。

　抱いだき続けている疑問を、父である国王に訊いてみたかった。けれど国王も王妃も忙いそがしく、まとまった時間会えることが、ほとんどない。

　だから晩ばん餐さんを一いつ緒しよにする機会でもあればと考え、国王の侍じ従じゆうに申し入れをした。やっと二ヶ月前、晩餐の予定を組んだと知らせを受けて喜んだ。今日がその日だった。しかし私的な晩餐など、最も後回しにされる部類の予定だ。簡単に流されてしまったらしい。

　幼い頃ころから、フレデリカにとって両親は遠い存在だ。慕したわしくても、遠くから眺めるだけ。微笑みかけられると有う頂ちよう天てんになれるが、ずっと側そばにいてくれる存在ではない。

　それを思うと心にすきま風が吹ふいたような気がしたので、慌あわててそら豆人形を抱きしめた。こんな気持ちに向き合ってしまったら面めん倒どうなことになるのを、幼い頃からの経験で知っていた。

「フレデリカ！」

　突然、居間の方から明朗な青年の声がした。

　ぎょっとした。この声の主には、遠えん慮りよや配慮は一いつ切さいない。

　ベッドを飛び降り、開かずの簞笥に向かって一直線に駆かけるが、ドレスの裾すそを踏ふんで体ごと簞笥の中に突つっこんだ。そら豆人形がばらばらと頭から降ってくるが、

「ごめんね！　ごめん！　あとで、あとできちんとしてあげるから！」

　小声で謝りながら、頭の上に載のるそら豆人形たちを簞笥の中に押し戻もどす。ついでに手にしていたそら豆人形も押しこむと、無む理り矢や理りに簞笥を閉めて鍵をかけた。

「フレデリカ！　やあ、こんなところにいたの！　可愛いフレデリカ」

　間かん一いつ髪ぱつ、寝室の扉が開く。朗ほがらかな笑え顔がおで扉を開き、大げさに両手を広げてみせたのは、背中にバラの花を背負っているような派手な雰囲気の青年だった。

　はーはー息を乱しながらふり返り、フレデリカは引きつった笑顔で応こたえる。

「ユリウス・グロスハイム。なぜいつも、ノックもせずに寝室に入るの？　不ぶ躾しつけではない？」

　と、とりあえず淑しゆく女じよらしいことを言ってみたつもりだった。

「……ブシツケ……って？」

「それ美味おいしいの？」と訊ききそうな顔で、青年は首を傾かしげる。頭の上に、ひよひよとヒヨコが飛んだのが見えた気がした。淑女の苦情は、通じないらしい。

「……。ええっと、無礼ではないの？　という意味だけど」

「そういう意味か。無礼であれば謝罪するよ！　愛するフレデリカ。とりあえず結けつ婚こんしよう」

「結婚はしません」

　謝罪を口にしながら悪びれるところのない青年の笑顔に、脱だつ力りよくした。彼はエーデルクライン王国六公こう爵しやくの一人、内務大臣であるグロスハイム公爵の嫡ちやく男なんユリウス・グロスハイムだ。

　六公爵は、建国の英雄ヴァルターに仕えた六人の天使の末まつ裔えいとされている。伝説にある六人の天使とは、この地方を支配していた領主たちのことだろうと解かい釈しやくされているからだ。

　英雄ヴァルターはその領主たちを支配してエーデルクラインを建国し、天使になぞらえられた領主たちは、公爵として王家に仕えた。そして、三百年。

　ユリウス・グロスハイムも天使の末裔として、いずれグロスハイム公爵家を継つぐ青年だ。

　長身の引き締しまった体たい軀くに、純白の生き地じに銀糸の縫ぬい取りがある、近衛このえ隊第一騎き士し団の軍服を身につけている。その肩かたには金モール。彼は、第一騎士団の騎士団長だ。

　明るい夏の光のような金きん髪ぱつと、真夏の森林のような清すが々すがしい緑の瞳ひとみが、清潔感あふれる白い軍服に映はえる。

　剣けんの腕うでも立つし、信しん仰こう心も厚い。家いえ柄がらと剣の腕と信仰心で、神聖聖教会から聖騎士の名めい誉よ称しよう号ごうまで授さずけられている、まさに非の打ち所のない貴公子。

　彼は七つの歳としに出会ったその日から、「愛している」「結婚しよう」を連呼する。

　四、五年前、思春期にさしかかったフレデリカは、「愛している」を連呼するユリウスの言葉に、ときめきかけたことがある。その時に恥はじらいながら「わたしのどこが好き？」と、問うと、彼は太陽のような笑顔で「顔だけ！」と言いきった。

　思春期のフレデリカは衝しよう撃げきのあまり、三日間、鏡を見るのが嫌いやになった。

「まあ、結婚は後でいいよ。今日は、遠乗りに行こう」

「えっ!?　そ、それは、いや。心から遠慮します。ユリウスと遠乗りに行ったら、ひどい目にあうに決まってる。この前も狩しゆ猟りようの森を散歩していて、あなたがどこかの姫ひめ君ぎみを馬に乗せているところを目もく撃げきしたわよ。彼女、最終的に馬から振ふり落とされて、池に放ほうりこまれてたわ」

「そうだっけ？　まあ、僕は過去のことは、ふり返らないから」

　鷹おう揚ように微笑ほほえみ格好をつけているが、要するに忘れている。

（心から……残念な貴公子）

　隠れ残念な美少女は、自分のことはさておき、目の前の青年の弱点を嘆なげく。

　ユリウスは、『天てん真しん爛らん漫まんな振る舞まいをのぞけば、完かん璧ぺきな貴公子』と宮きゆう廷ていで囁ささやかれている。こんな忘れっぽい、天真爛漫男と危険な遠乗りなど、全力で遠慮したい娯ご楽らく第一位だ。

「今日の遠乗りは、本当は国王陛下とのお約束だったんだ。東洋の外交官が滞たい在ざいしてるから、そのお方のおもてなしの一いつ環かんでね。けれど陛下が急な公務で行けないから、君を代わりにと仰おつしやったんだ。フレデリカが同行するなら、先方の外交官も喜ぶしね。陛下から君へのご命令だよ」

「国王陛下のご命令なの？」

　フレデリカにとって父親は、父である前に国王陛下だ。だから、お父様と呼んだことは一度もないし、どんな些さ細さいなことでも、王の命令に背そむいてはならないと教えられている。

（でも、この程度のことなら拒きよ否ひしても。なにしろ生命の危機）

　顔をあげて口を開きかけるが、長年の躾しつけが、フレデリカの言葉を喉のどの奥で引き留めた。観念して、フレデリカは大きくため息をつく。

（命の危険なく遠乗り出来るような、安全対策を考えよう）







「良い天気だ。神も僕たちの遠乗りを祝福しておいでだね」

　ユリウスは上じよう機き嫌げんだ。反対にフレデリカの気分は、眩まぶしさと暑さで、馬の蹄ひづめの辺りに落ちこんでいた。だが、安全対策は完璧だった。

　フレデリカは、ユリウスとは別の馬に一人騎き乗じようしたいと申し出た。そして遠乗り前に、父であるエーデルクライン王国国王ハインツに挨あい拶さつに行きその旨むねを報告すると、国王は機嫌良く、自分の愛馬をフレデリカに貸してくれた。

　国王の愛馬はよく慣らされていて大人しい性質で、めったなことで動どう揺ようしない、いい馬だ。

　フレデリカは国王の愛馬に横乗りし、轡くつわは、熟練の馬手に引かせていた。

　悠ゆう然ぜんと前を歩くユリウスの愛馬は、貴公子にふさわしい白馬。

　東洋の外交官らしき男はユリウスと馬を並べて談だん笑しようしているが、時折、フレデリカの方を見ては微笑んでくれる。その満足げな様子に、自分が国王の名代として、この場に存在するだけで役立ったことに安あん堵どする。

　リリエンシルト宮きゆう殿でんの背後には、小さな泉を中心に森がある。ここは国王専用の狩かり場になっており、管理されている森なので、ゆっくりと遠乗りを楽しむには最適だった。

　背後からは、フレデリカと同じように馬手に引かせた馬に乗った、教育係の公爵夫人もついてくる。他ほかにも数人の侍じ女じよと従者も徒歩で随ずい行こうしていた。遠乗りとはいえ、馬に乗ったお散歩行列といった風情ふぜいで、どことなく気け怠だるい空気が満ちている。

　フレデリカは、光がまだらに落ちてくる頭上の枝葉を見あげた。初夏の光は、フレデリカが気き後おくれするほどにきらめいて美しい。

　その時突とつ然ぜん、体がぐらぐら揺ゆれた。

「どう、どう」

　轡をとっている馬手が、困ったように馬の鼻はな面づらを撫なでている。

「どうしたのですか？」

「申し訳ありません。馬の機き嫌げんが良くないようです。いつもは、こんなことはないのですが」

「いいえ、構いません。でも、なぜでしょう？　何か馬の気に障さわることが……？」

　馬は好きだ。臆おく病びようで優やさしい瞳が可愛かわいらしい。自分の乗る馬が不快を感じているのが可哀かわい相そうで、馬の首の方へ身を乗り出した瞬しゆん間かんだった。

　突然、馬が激しく首を振り立て、高く嘶いなないたと思うと、馬手の手から轡が離はなれた。

　滑すべり落ちそうになり、フレデリカは悲鳴をあげて馬の首にしがみついた。馬手は轡を取り直そうと伸のび上がるが、馬は今一度嘶くと、首を振りながら突とつ如じよ駆かけ出した。

「フレデリカ様！」

「殿でん下か！」

　付き従っていた教育係の公爵夫人や従者、馬手の、悲鳴のような声が背後から聞こえたが、ふり返るどころの騒さわぎではなかった。激しく首を振りながら、右に左に跳はねるように全速力で駆け出した馬から落ちないように、しがみついているので精せい一いつ杯ぱいだ。

「フレデリカ！」

　背後から追ってくる馬の蹄の音と、緊きん迫ぱくした声。ユリウスだ。彼の乗馬術はぬきんでていて、この場に居合わせた誰だれよりも速く馬を走らせる。彼は、必死にフレデリカに追いつこうとしているのだ。天真爛漫な青年だが、こと、こんな時には最も頼たよりになる。

（助けて！）

　今にも馬から振り落とされそうだ。ただ必死に、馬の首にすがりつく。

　左右の緑の景色が、もの凄すごい速さで流れていく。下生えも木の枝も木の幹も、区別がつかないほどに素す早ばやく流れる。前方の視界が涙なみだで滲にじむ。その前方の滲んだ景色も、恐おそろしいほどの速さでぐんぐん迫せまり、左右に流れていく。

　汗あせで手が滑り、今にも馬の背から体が浮うきそうだった。

（誰か！　助けて！）

　心の中で悲鳴をあげたその時だった。前方に、人ひと影かげが飛び出した。それはフレデリカと大差ない年とし頃ごろの、粗そ末まつなエプロンドレスを身につけた黒くろ髪かみの少女だった。

　ぞっとした。このままでは彼女を蹄にかけてしまう。こんな暴れ馬の蹄にかかれば、命はない。しかし黒髪の彼女は、黒い瞳で挑いどむように真っ直すぐこちらを睨にらみつけ、逃にげる素そ振ぶりがない。馬を止めようとしているように見えた。

「駄だ目め！　逃げて！」

　舌を嚙かみそうな振しん動どうの中、フレデリカは必死に叫さけんだ。

　しかし少女は逃げない。あっという間に、馬は少女に迫った。

（止まって、止まって、お願い！　あの子を殺さないで!!）

　悲鳴を殺し、馬の首にすがりついて、心の中で叫ぶようにして祈いのった瞬間、がつんと馬の蹄がなにかを蹴けり上げた振動が伝わった。その激しい振動で、体がふわりと宙に浮かぶ。

　やけにゆっくりと体が浮き上がり、きらきらと光が降る枝葉の隙すき間まから、青い空がはっきり見えた。そして浮き上がった体は、ゆっくり落下する。フレデリカは覚かく悟ごした。

（死ぬ）
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　地じ獄ごくの番犬ことイザーク・シュルツは、六公こう爵しやくの一人である陸軍大臣ミュラー公爵に呼ばれていた。

　ロートタール監かん獄ごくに収しゆう監かんされて五年になるさる貴族が、三日前に獄死した。その後始末を巡めぐって、陸軍大臣から直接あれこれと指示が出されたので、その結果を報告するためだった。

「本当に、死んでいたか？」

　王宮サロンの片かた隅すみに座り、イザークの持参した書面をめくりながら陸軍大臣が訊きいた。書面には獄死した者がどう扱あつかわれ、誰の立ち会いでどのように埋まい葬そうされたか、細かく記されている。

　陸軍大臣を務めるミュラー公爵は、二十代半ば。精せい悍かんで理知的な風ふう貌ぼうだ。六公爵の中で最も年若い公爵だったが、切れ者と評判が高い。

　開け放たれた掃はき出し窓まどから、涼すずやかな風がサロンに吹ふきこむ。そして明るい日ひ射ざしが、大理石の床ゆかを温めていた。適当な間かん隔かくを空けて配置された長なが椅い子すや椅子には、貴婦人や貴公子たちが小集団を作って集まり、密ひそやかに、あるいは声こわ高だかに会話をしている。

「どういう意味でしょうか、閣下」

　周囲の雑音を遮しや断だんするように、冷たい声と表情で答えた。イザークは貴族が嫌きらいだ。この陸軍大臣にしても好きではないが、ただ有能なのは認めていた。

「獄死したカルステンス侯は、シュバルツノイマン党と繫つながっているという噂うわさがあったのだ」

「シュバルツノイマン党ですか？　国王陛下の暗殺を企くわだてているという噂もある、あの？」

　近年大陸では啓けい蒙もう思想が広がり、中世から続く絶対王政に対して、人々が疑念を抱いだきはじめていた。その最たるものが、数ヶ月前にオレリアン王国で起こった市民蜂ほう起きだ。情報が錯さく綜そうし確かなことはわからないが、オレリアンの王族たちは市民に捕ほ縛ばくされたらしい。

　オレリアン市民の蜂起を促うながしたのは、啓蒙思想家を名乗る連中が立ちあげた、党と呼ばれる集団だった。この党と呼ばれるものが、エーデルクライン王国内にも密かに結成されている。それがシュバルツノイマン党だ。

「シュバルツノイマン党は、なかなか厄やつ介かいな連中らしいからな」

「わたしの見たところ、カルステンス侯は完かん璧ぺきな死体になっていました。シュバルツノイマン党も、啓蒙思想で死人を生き返らせることはできないでしょう」

「おまえの見立てがそうなら、間ま違ちがいないか。それはそうと、おまえはケルナー伯はく爵しやくの領内にある、コーゼル村の出身だったな。確か騎き士し団に採用される際、保証人になったのがケルナー伯爵だったと記き憶おくしているが」

　我知らず眉まゆをひそめていた。ケルナーとは、嫌いやな名前を聞かされるものだ。

「それがなにか？」

「ケルナー伯爵は、カルステンス侯と親交があったらしいな」

「そのようでしたが、ケルナー伯爵が手紙を届けたことも、面会に来たこともありません」

　苦々しさを抑おさえ込み淡たん々たんと答えるイザークを、陸軍大臣は探さぐるように見つめていた。しかしそれで、何かが納なつ得とくできたらしく微笑した。

「ご苦労だった、シュルツ。さがっていい」

　一礼すると、イザークはサロンを出た。廊ろう下かを歩き出すとすぐに、どこぞの貴婦人と鉢はち合あわせた。彼女は「びぇっ」というような、妙みような悲鳴をあげて飛び退のいた。

　こんな反応は慣れっこだったので、イザークは薄うすく笑い、優ゆう雅がに会え釈しやくして通り過ぎる。すると貴婦人は目を見開き、歩き去るイザークの後ろ姿を名残なごり惜おしそうに見送った。

　第三騎士団は任務の性質上、騎士団の中で唯ゆい一いつ、第三身分と呼ばれる平民で構成される。

　そこに所属する者は名めい誉よ騎士という胡う散さん臭くさい称しよう号ごうを与あたえられ、礼れい儀ぎ作法を仕込まれる。だから宮きゆう殿でんに出入りしても恥はじをかくことはないが、これがイザークには心底面めん倒どうだ。

　しかも宮殿内で貴族連中と顔を合わせると、「ひゃっ」だの「ぎゃぁ」だの「助けて！」だのと悲鳴をあげられる。その反応を見ると、いっそ追い回したい衝しよう動どうにかられるが、そこは我が慢まんしている。

　ロートタール監獄へ帰るために、預けた馬を取りに廏うまやへ向かった。すると馬手たちが騒がしく喚わめきあい、あちこち駆かけ回って混乱していた。

　焦あせる大人たちを、馬手見習いの少年が廏の壁かべに貼はりつき、青い顔で見守っていた。その少年の背後に近づくと、くしゃくしゃの巻き毛頭を撫でる。

「おい、どうしたトンダ。何の騒ぎだよ。なにがあった」

　不安げな表情で、少年が顔をあげた。

「あ、シュルツさんか。事故があったんだよ。フレデリカ殿でん下かが遠乗りをしていたら、馬が暴れて、落馬したんだ。フレデリカ殿下は天使宮に運ばれたけど、意識がないって」

　馬が暴れたとなると、馬手たちの責任を問われるはずだ。彼らが右往左往し、慌あわてふためいているのは無理からぬことだ。

「まずいな、それは。しかしなんだって、フレデリカ殿下が遠乗りに」

　フレデリカ王女のことは、公式行事のおりに遠目で姿を見たことがある程度だった。宝石や天使に喩たとえられるのも当然と思えるほど、美しい王女だった。だが、どこか人形めいていた。本当に生きているのかと怪あやしむ程ほどに、イザークの目には笑え顔がおさえ虚うつろに映った。

「とても遠乗りに行くタイプには見えなかったが。お姫ひめ様さまが何の気まぐれだよ。迷めい惑わくな」

「そうだ。シュルツさん、グレーテルと仲良かったよね!?　グレーテルも巻きこまれたんだよ！　フレデリカ殿下の馬に蹴られて、グレーテルも意識がないって。台所に運ばれた」

「グレーテルが？　あいつは頑がん丈じようにできてるが、さすがに馬に蹴られたら……」

　グレーテルは幼なじみだ。五つも年下で、しかも女の子なのに、彼女に関しては守ってやりたい気持ちや可愛かわいいという感情は、抱いたことがない。グレーテルが側そばに来ると、イザークはまず警けい戒かいする。そして用心深く相手の出方を探る。そんな癖くせがついている。

　喩えるなら、グレーテルは小さな悪あく魔ま。イザークは常々、そんなふうに思っていた。

　しかし悪い奴やつではない。とある理由で昔から、ずっと気にしている存在ではある。大おお怪け我がをした可能性があるなら放ほうっておけなかった。

「わかった、ありがとう。グレーテルの様子を覗のぞいて帰る」

　イザークは今一度少年の頭をくしゃくしゃにすると、元来た道を戻もどった。
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「良かった。気がついたね」

　目を開けて最初に見えたのは、太った中年女だった。女の背後には、煤すすが黒く染しみこんだ剝むき出しの梁はりがある。どうやらフレデリカは、硬かたいベッドに寝ねかされているようだった。

　石炭の燃える、ちりちりという音が聞こえる。周囲には、野菜を煮にている暖かい香かおりと煤の臭においと、蒸気が満ちている。複数の人間が室内で立ち働いているらしく、食器が擦こすれる音や、話し声や、水を使う音がする。

（台所？）

　そんな場所に入ったことはないのだが、周囲の状じよう況きようからそんな気がした。とすると、フレデリカを覗きこんでいるのは、台所番の女なのだろう。

「ここは、……どこですか？」

　なぜ自分がこんなところにいるのか、状況が飲み込めない。けれど命だけはあるようだ。不思議と、自分の声が別人の声のように聞こえた。落馬の衝しよう撃げきの影えい響きようだろうか。

「台所だよ。でもよく助かったね、奇き跡せきだよ。あんたは幸運の星の下に生まれたんだね」

　周囲には、中年の女と似た格好をした女たちが十人近くいた。彼女たちも、フレデリカが気がついたのを見ると、通りすがりに覗き込み、「よかった」と笑顔を向けてくれる。

「ありがとう。本当に幸運です、わたし」

　礼を言いつつ体を起こそうとすると、女はフレデリカの肩かたを支える。

「無理するんじゃないよ、グレーテル。暴れ馬の蹄ひづめに蹴け飛とばされたんだから」

　そこでフレデリカは、はてと首を傾かしげる。

（蹴られた？　落馬ではなく？　しかもグレーテル？）

　女を見返すと、女は背中をさすってくれる。

「さあさあ、無理せずもう少しお休みよ、グレーテル。あんたの仕事は、あたしたちで分担してやっておくから。なんならお休みをもらって、二、三日実家のコーゼル村に帰ってもいいし」

「待ってください。グレーテルとは、誰だれですか？」

　問うと、女がきょとんとする。周りで立ち働いていた女たちも目を丸くする。しかしそれは一いつ瞬しゆんのことで、すぐに全員が、がははははっと大声で笑った。

「なんだい、記き憶おく喪そう失しつごっこかい？　そんな茶ちや目めっ気があるなら、大だい丈じよう夫ぶだね！　グレーテル」

「違ちがいます、ふざけてません。わたしは、グレーテルではありません。何の誤解が生じているのか分かりませんが、わたしはフレデリカです。フレデリカ・アップフェルバウムです」

　妙な間違いが起こっているようだ。焦りつつも訴うつたえると、女たちが困こん惑わくした表情になる。

「フレデリカ・アップフェルバウム？　フレデリカ殿下だって？　あんたが？」

　と、女たちが呆あきれたように顔を見合わせたので、愕がく然ぜんとした。信じてもらえていない。彼女たちは、フレデリカの顔を見たことがないのだろうか。

「あんた、自分がエーデルクラインの宝石だと思うのかい？　よく、顔を見てごらん」

　鉄オーブンの前で火加減を見ていた女が、苦く笑しようしながら近寄ってきた。エプロンドレスのポケットから、オーブンの熱で温まった木き枠わくの手鏡を取り出し、フレデリカの手に押しつける。

「顔？」

　手鏡を覗きこんだ。そこに映っているのは、黒い瞳ひとみと真っ直すぐな黒くろ髪かみの少女。フレデリカの作り物のような美び貌ぼうよりもずっと魅み力りよく的な、子犬のように愛らしい少女だ。

（まあ、可愛らしい）

　と思ったのは一瞬。間かん髪はつ容いれずに、息が止まりそうになった。

「ええええええええっ!?」
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　呼吸困難に陥おちいりそうだったが、口から飛び出た妙な悲鳴の効果で、肺に空気が入る。そのおかげで失神しなくてすんだらしい。

「わたしはフレデリカです！　でも、でも、どうして、こんな……!!」

　そこから先なにを言えばいいのか分からず、口はぱくぱくと虚むなしく空気を吐はき出す。

「なんだ、元気なもんじゃないかよ」

　フレデリカを取り囲む困惑顔の女たちの背後から、呆れたような男の声がした。その声にふり返った女たちの顔が、嬉うれしげに緩ゆるむ。

「イザーク。なんで宮殿にいるんだい？」

「来るなら、知らせといておくれよ。そしたら一いつ張ちよう羅ら着て、待ってるのに」

　中年女たちが、年とし頃ごろの娘むすめのようなはしゃいだ笑い声で迎むかえたのは、金モールで飾かざられた黒い騎き士し団の軍服を身につけた青年だった。少し前、フレデリカがオペラグラスで覗き見していた地じ獄ごくの番犬。第三騎士団団長のイザーク・シュルツだ。

（五歩圏けん内ないに地獄の番犬が!?　こんな間近で会えるなんて！）

　動どう揺ようする心に一瞬だけ、余計なときめきが滑すべり込んできたが、

（じゃなくて！　今、わたしは、なにがどうなっているの!?）

　状況が状況なので、喜びはすぐに消える。

「陸軍大臣に報告があったんだ。帰り際ぎわに、グレーテルが馬に蹴られたって聞いて、様子を見に来たんだが。来る必要なかったか。元気そうに大声出してやがったな、グレーテル」

　イザーク・シュルツは近寄ってくると、フレデリカを覗きこんだ。銀色の髪かみが、光に透すけると白になる。夜明けの空のような紫むらさきの瞳が、フレデリカを見おろす。

「わ、わたしは……わたしは、グレーテルではありません」

「ふぅん。じゃあ、おまえ誰？」

　イザークは面おも白しろそうに目を細める。ぞんざいな口のきき方が、遠目で見ていたときの印象とそぐわない。もっと慇いん懃ぎんな言こと葉ば遣づかいで、冷れい淡たんにしゃべると思っていた。けれど声は想像したとおりの、張りのある低い声だ。ハーブでも嚙かんでいるのか、吐と息いきから爽さわやかな香りがする。

「フレデリカです。王女のフレデリカです。どうしてこんなことになっているのか、わかりません。けれど、わたしはフレデリカです」

「王女殿下？　おまえが？」

「そうです。そうなんです」

「エーデルクラインの宝石？」

「そうです」

「そうかよ。……まあ、なかなか……素すっ頓とん狂きようなことを……」

　地獄の番犬に、絶句された。

「目が覚めてから、これなんだよ」

　太った女が、やれやれと掌てのひらを上に向ける。

「信じてください！」

　身を乗り出すが、イザークの冷たい視線も、女たちの困惑顔も変わらない。

（どうしよう？　どうしよう？　どうするべきなんだろう？）

　涙なみだぐんでしまう。けれど泣き出したところで、どうにもならないのは知っている。

　フレデリカは天使宮に住まい、大勢の侍じ女じよにかしずかれ、様々な教師から教えを受けている。貴族たちは彼女を褒ほめそやし、楽しい余興に招こうとしてくれる。

　けれどフレデリカが本当に困ったとき、困惑したときは、今まで誰にも相談できなかった。王女らしくあれと教えられているために、他人に惨みじめな姿をさらせなかったからだ。

　そもそも、女の泣き顔は醜みにくいと教えられている。だから人前で泣いてはならない。王女だから。エーデルクラインの宝石は、醜くあってはならない。

　だからフレデリカは知っていた。本当に困ったときは、誰にも助けを求められない。

（どうすればいい？）

　唇くちびるを嚙み、必死に考える。

　まずは誰かに自分の状況を説明し、信じてもらうべきだ。そのためには信しん頼らい出来る誰かと話す必要がある。ただ、この身なりはまずい。せめて身なりだけでも整えておかなければ、誰もフレデリカの話に耳を傾かたむけてくれないはず。

「とにかく、わたしは部屋に帰ります！　身なりを整えて、誰かに説明をします」

　膝ひざにかかっていた薄うすい毛布をはねのけると、床ゆかに足を下ろした。

「ちょっとお待ちよ、グレーテル。なにを馬ば鹿かなことを」

　焦あせったように呼び止められ、腕うでが伸のびてきたが、それをすり抜ぬける。「グレーテル！」と呼ぶ女の声を背中に聞きながら、台所を飛び出した。

　外へ出ると、まばらな林だった。台所のある炊すい事じ棟とうは、その林で目め隠かくしされているらしい。

　目隠しの林を抜けるとバラ園に出た。目の前は天使宮だ。そこを目指して走った。

　天使宮に到とう着ちやくしたときには、息が切れていた。

　床は白大理石、壁かべは白漆しつ喰くい。窓まど枠わくや扉とびらも白で塗ぬられ、金きん箔ぱくで精せい緻ちな草模様を描えがいてある。白を基調とした天使宮の内装は、少女趣しゆ味みともとれる軽かろやかさと愛らしさ。

　しかし今、その軽やかで愛らしいはずの天使宮内は、異様なざわめきで満ちていた。

　一階のサロンに幾いく人にんもの人間が出入りしているが、その誰もが、フレデリカが普ふ段だん接せつ触しよくしない大人たちだ。国王や王おう妃ひの側近で、政治や宮きゆう廷てい儀ぎ式しきを取り仕切るような人々ばかり。

　なにが起こっているのかわからないが、とにかく誰かに、自分の窮きゆう状じようを知ってもらわないことには始まらない。その思いだけで、ゆるい曲線の階段を駆かけあがる。自分の部屋が見えた。

　部屋の扉は開けっ放しで、中からは喚わめく声がする。聞き覚えのあるユリウスの声だ。

（ユリウス！　あの場にいた彼に、なにがどうなっているのか事情を聞かないと）

　一直線に部屋に向かっていると、

「フレデリカは死んでいない！」

　と叫さけぶユリウスの声がはっきり聞こえる。

「なにを馬鹿なことを！　明白に死んでいる！　意識がない、動かない、心臓が止まっている」

「ならなぜ肌はだが温かいんだ!?　生きているんだ。きっとそうだ。動かなくても、心臓が止まっていても、きっと生きているから温かいんだ」

「薄うす々うす知っていたが、おまえは馬鹿か!?　ユリウス!?」

「失敬な、父上！　僕は愛の力を信じているだけだ！　僕の愛の力で、彼女の体はまだ生きている。そうに違ちがいないんだ。彼女が生きていると感じるんだ！」

「やっぱり馬鹿だったんだな！　そもそもおまえがお側そばにいながら、なぜこんなことに！」

　ユリウスと口論しているのは内務大臣、ユリウスの父親でもあるグロスハイム公こう爵しやくの声だ。

「グロスハイム。ユリウスを責めるでない。フレデリカに余の馬を貸した……余の責任だ」

　さらに弱々しくはあるが、父である国王ハインツの声も聞こえた。

　部屋の出入り口には、第一騎き士し団の騎士が立ち番をしていた。「おい」と呼び止められそうになったが、無視して部屋に駆け込んだ。

　部屋に飛びこむと居間には誰だれもおらず、幾人もの人間が、続きの間の寝しん室しつに入っているのが見えた。ユリウスも内務大臣も、そこで口論しているらしい。

（みんな寝室にいるの!?）

　肝きもが冷えた。そら豆人形を詰つめ込んだ簞たん笥すの前に、いったい何人いるのか。誰かが、開かずの簞笥に興味を抱いだかないとも限らない。

（いいえ、それよりも。わたしは死んでないと、とりあえず伝えなければ）

　この際、身なりがどうこう言っていられないようだ。

　寝室の出入り口に立つと、フレデリカは肩かたを上下させて息を切らしながら、声を張った。

「フレデリカは死んでいません！　ここにいます！」

　寝室の中にいる全員の視線が、こちらに集中した。フレデリカは寝室の内部を見回した。

　誰も開かずの簞笥に興味を抱いている様子はなく、簞笥扉とびらから、そら豆人形が飛び出す事態にもなっていない。

　ユリウスとグロスハイム公爵は、出入り口近くで突つっ立って、啞あ然ぜんとこちらを見ている。

　寝室中央にあるベッドの傍かたわらには、父国王と母王妃がいる。二人はベッドの脇わきに跪ひざまずき、横たわるフレデリカの手を握にぎっていた。ベッドの上にはフレデリカの体があった。天使と形容される可か憐れんさで、目を閉じて横たわっている。その睫まつげは震ふるえることすらなく、握られた手には力がなく、あきらかに死んでいた。

（そら豆人形は飛び出してない！　わたしの死体もある！　良し！　………えっ!?）

　二度見した。「良し」ではなかった。

（わたしの死体!?　し、死体!?）

　さすがに衝しよう撃げきだった。青ざめるフレデリカに、ユリウスが小首を傾かしげて近寄ってくる。

「君は？」

「わたしは、あの……フレデリカです。わたしはフレデリカです。別人の姿になってますが、わたしがフレデリカです。どうしてなのか、わかりません。でも、でも。フレデリカなんです」

　説明しようがないので事実だけを口にすると、とんでもなく馬ば鹿か馬鹿しい訴うつたえだった。

「このようなときに、なんたる配はい慮りよのない、無礼きわまりない冗じよう談だんを！　この召めし使いをつまみ出せ！　どうしてこのような者を中へ入れたのだ！」

　目を三角にして眉まゆを吊つり上げたのは、ユリウスと口論していた内務大臣だ。その声に反応して、立ち番をしていた騎士が慌あわてて駆け込んでくる。

「申し訳ありません。焦っている様子だったので、誰かの使いを頼たのまれたのかと思い。すぐに連れ出します」

　厳しい表情で騎士が近寄ってくるので、フレデリカは身を縮めた。

「待ってください。お願い。わたしは、本当にフレデリカなんです」

「まだ言うか！」

　内務大臣に一いつ喝かつされ、騎士に腕を摑つかまれる。

「その者は即そつ刻こく、宮きゆう殿でんから放ほうり出せ！」

　怒いかりに震えながら、内務大臣は喚いた。







　宮殿の通用門らしき場所まで、引きずっていかれた。そこで白い騎士団の軍服を身につけた騎士は、忌いま忌ましげに、放り出すようにフレデリカの手を離はなした。

　勢い、フレデリカは地面に転がったが、騎士は鼻を鳴らして冷たく見おろす。

「フレデリカ殿でん下かの一大事という時に、なんて悪あく趣しゆ味みな冗談をするんだ。お仕置きが必要だな」

　騎士は、サーベルを鞘さやごと腰こしから引き抜き、近づいてくる。おそらく鞘で打つ気だ。鞘なんかで打たれたら、とても痛いはずだ。痛みを想像するだけで怖こわい。

「……やめて……」

　声が細く震えた、その時。

「待てよ」

　騎士の腕を背後から、黒革かわの手て袋ぶくろをはめた手が摑む。騎士がふり返るのと同時に、フレデリカも騎士の背後に立つ青年の姿を認めた。

　不敵な笑えみを浮うかべているのは、イザーク・シュルツだった。

「なっ、ななな!?　あなたは!?」

　さすがは不ふ吉きつの象しよう徴ちよう。彼に腕を摑まれた騎士の顔から、血の気が引く。
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　地じ獄ごくの番犬に五歩圏けん内ないに近寄られるどころか、腕を摑まれたのだ。貴族なら、黒くろ猫ねこが大挙して目の前を横切ったのと同じくらい、嫌いやな気分になるはずだった。

「俺を知らないわけないな？　おまえたち俺を地獄の番犬呼ばわりして、いつも逃にげ回ってるだろうが。ありゃなんの遊びだよ」

「はい！　い、いえ！　そんなことしてませんシュルツ団長。手を放してください」

「そのサーベルを使わないなら、放してやる。女を殴なぐるのは、感心しない」

「しかし、この召し使いは悪趣味な冗談をしました。その罰ばつを」

「こいつはフレデリカ殿下の馬に蹴けられて、危あやうく死にかけたんだ。混乱してるんだから、大目に見てやってくれ。責任は俺が取る。こいつとは出身の村が一いつ緒しよで、幼なじみだ。こいつの両親も知ってる。このまま村に連れ帰って、こいつを宮殿から遠ざけてやる。それでいいだろう」

「わかりました！　わかりましたから、それでいいですから、手を放してください！」

「信じていいのか？」

　と言いつつ、イザークは相手の腕を摑んでいない方の手で、騎士の顎あごをちょんとつついた。騎士はひっと身を縮めて逃げ腰ごしになる。

「そう言ってます！　放してください！」

　騎士は半泣きだ。もうすこししたら、泣きながらサーベルを振ふり回しそうだ。明らかにイザークは、相手の反応を楽しんでいる。しかし騎士が泣き出す前に、彼は手を放してやった。

　騎士はきっちり五歩、イザークから飛び退のき胸むな元もとで清めの印を切る。

「で、では、シュルツ団長。お願いいたします」

　サーベルを腰に戻もどし、騎士は逃げるような早足でその場を後にした。

　フレデリカは地面にへたりこんだまま、イザークを見あげていた。

　自分の身に起きた変化に衝撃は受けたものの、気弱な心に植え付けられた義務感だけで立ちあがった。なんとかしようと試みた。だが結果はどうだ。砂すな埃ぼこりのたつ地面にへたりこんでいる、この有様。

　この状じよう況きように、フレデリカの気力は尽つき果ててしまった。頭は真っ白で、呆ぼう然ぜんとしていた。

　イザークはフレデリカの傍らに膝ひざをつく。

「立てるか？」

　あまりにも頭が真っ白で、曖あい昧まいに首を振ることでしか応こたえられなかった。

　イザークはフレデリカの二の腕うでを摑むと、自分が立ちあがるのと同時に、彼女の体を引っ張り上げた。よろめくように立ちあがったフレデリカの腕を摑んだまま、彼は歩き出す。

「どこ……へ……」

　よろめき歩きながら、かろうじてそれだけ訊きけた。彼はふり返りもせず、

「家に帰るんだ」

　と、告げた。家とはどこのことなのだろうかと思ったが、もはや質問する気力はなかった。

　歩き出してすぐ、しなやかな体の尻尾しつぽの長い黒猫が、フレデリカの足元にまとわりつくようにして一緒に歩いているのに気がついた。

（……黒猫……？）

　いつ、どこから現れたのか、わからなかった。







　フレデリカはどうやら、グレーテル・コールという、台所番の召し使いとして宮殿で働く少女になってしまったらしい。

　グレーテルは、暴走したフレデリカの乗る馬の前に立ちはだかった、あの勇ゆう敢かんな少女だ。

　彼女はフレデリカと同じ十六歳で、出身は王都ザルツシュタインの近きん郊こうにある、コーゼル村。

　コーゼル村はイザーク・シュルツの出身地でもあり、彼の実家もそこにある。そしてグレーテルの両親もまた、コーゼル村で健在。

　イザークの操あやつる馬に同乗してコーゼル村に向かう道すがら、イザークからもたらされた情報で知りえたのは、ざっとこんなものだった。

　しかしなぜ自分がグレーテルになってしまったのかは、さっぱりわからない。馬に揺ゆられている間に何度も、「わたしは、グレーテルではありません。フレデリカです」と訴えた。だが、「ああ、そうかい」と、おざなりな答えが返ってくるだけだった。

　最後には、「信じてください」と心から震ふるえる声で訴えたが、「信じてる。信じてる。信じてるから、黙だまれ」と面めん倒どうそうに言われ、心が折れた。

　女の泣き顔は醜みにくいと教えられ続けていたが、ここに至って我が慢まんできなくなった。

（どうせ今は、誰だれもわたしをフレデリカだと思っていないのだもの。王女でないわたしが、泣こうが喚わめこうが、逆立ちしようが、国王陛下や国の威い信しんが傷つくことはない）

　フレデリカはイザークの腰に背後から抱だきつき、黒い軍服の背中でごしごしと涙なみだを拭ぬぐった。

　彼は嫌な顔をして「鼻水は拭ふくなよ」と注意したが、お構いなしに、なにもかも拭いた。

（国王陛下とお母様は、きっと落らく胆たんなさっているはず）

　父国王と王おう妃ひである母は、フレデリカを愛してくれていると思う。フレデリカが死んだとなれば、きっと哀かなしんでいるはずだ。そしてそれ以上に、国の後こう継けい者しやが亡なくなったことに落胆しているだろう。そのことが申し訳ない。

　この状態では、こうやってグレーテルとして扱あつかわれるしか道はない。怖かった。台所番の生活など知らないし、グレーテルという少女がどんな家に住んでいるかも想像がつかない。

　初夏の日ひ射ざしに照らされて、馬の蹄ひづめの音がのんびりと響ひびく。

　王都を出ると、さほど深い森はない。小さな林が点在し、岩の突つき出た草地が広がっている。

　王都を中心とした一帯は、硬かたい岩がん盤ばんの上に砂さ礫れきが載のった地質だ。作物の収しゆう穫かくはほとんど望めない土地であるからこそ、建国の英えい雄ゆうヴァルターはこの場所に王都を建設したという。国内の耕地を減らさないための、英断だったらしい。

　馬と並行して、黒猫が歩いていた。宮きゆう殿でんでフレデリカの足元にまとわりついてきた黒猫だ。その黒猫は当然のような顔で、ずっとフレデリカについてきている。

「どこの黒猫かしら、宮殿の誰かの飼い猫なら、帰してやらないと……」

　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら呟つぶやく。その呟きに周囲を確かく認にんしたイザークは、肩かたをすくめた。

「猫なんていない」

「いいえ、います。そこに」

　指さすと彼はそちらへ視線を向けるが、見えないらしい。訝いぶかしげに眉まゆ根ねが寄っただけだった。

　これから向かうコーゼル村は、ケルナー伯はく爵しやくの領地内にあるはずだった。伯爵の居城のコーゼル城も、近いはず。

　今朝バラ園で出会った、愛あい想その良い伯爵を思い出す。時々しか顔を見ない人だし、親しく話したことはない。けれどあの親切そうな伯爵になら、フレデリカの窮きゆう状じようを訴うつたえ出て、協力を仰あおげないだろうか。一いつ瞬しゆんそんなことを考えたが、すぐに自分の中の冷静な部分が否定する。

（無理だわ、きっと。国王陛下や、お母様すらも信じてくれないことなのに）

　そうこうするうちに、コーゼル村に到とう着ちやくしていた。

　コーゼル村の主要路には石が敷しかれ、路みちの両りよう脇わきに二階建ての商店らしき建物が並んでいた。

　石いし葺ぶき屋根の農家が点在する、鄙ひなびた農村とは趣おもむきが違ちがう。どちらかというと職人や商人の集まる、こぢんまりとした町といった風情ふぜいだ。

　建ちならぶ家は、木組みの間を煉れん瓦がの壁かべで埋うめた、頑がん丈じようなハーフティンバーの家だ。意い匠しようを凝こらした筋すじ交かいの彫ちよう刻こくが、風雨に黒ずんでいる。すくなくとも百年以上経たっていそうな家々を見ると、この村が、かなり昔から存在するのだとわかる。

　けれど職人の家を示す看板のたぐいがほとんど見えないし、商業地にしては、人通りが少なくて閑かん散さんとしている。村そのものが、ひっそりと息をひそめているように思える。

　農作物の収穫が望めない場所にあるこの村は、なにを収入源にしているのだろうか。村に入ると、もう涙も出なくなっていたフレデリカは、ぼんやりそんなことを考える。

　村に入ると、ずっとついてきていた黒猫も、ふいと脇道に逃げてしまった。

「ほら、着いたぞ。おまえの家だ」

　一いつ軒けんの小さな家の前に、イザークは馬を止めた。

　小さな庭を、大切そうに丸太の柵さくで囲ってあった。鮮あざやかな緑が目に眩まぶしいハーブが、所ところ狭せましと植えてある。その向こうに見える建て屋は平屋で、赤い屋根が可愛かわいらしい。木と煉瓦の頑丈そうな家だ。鎧よろい戸ども明かり取り窓も開けられ、家の中で立ち働く主婦の姿が見えた。

　馬の鼻息の音で、窓の中にいた主婦が顔をあげた。そしてイザークとフレデリカを見つけると、驚おどろいたような顔になる。急いで手を拭きながら、庭に飛び出してきた。

「どうしたのグレーテル！　お帰り！　びっくりしたよ！」

　庭を横切った主婦は馬に駆かけ寄ると、満面の笑えみでフレデリカを見あげた。

「え、あの……」

　戸と惑まどい、フレデリカは身を引こうとするが、その前に主婦の手が伸のびてきて、フレデリカの両りよう腕うでを摑つかんで馬から下ろした。声を聞きつけたのか、家の裏側から熊くまのような髭ひげ面づらの男が出てきた。彼はフレデリカを見るなり、

「おお、グレーテル！」

　顔をくしゃくしゃの笑顔にして、手にしていた斧おのを地面に放ほうり出して駆け寄ってきた。

　雰ふん囲い気きから察するに、この主婦と髭の男が、グレーテルの両親だ。

「久しぶり、おじさん、おばさん」

　イザークが二人に会え釈しやくすると、髭の男が豪ごう快かいに笑った。

「村に帰れないほど忙いそがしいのはいいことだぞ、イザーク。ところでどうしたんだ、これは」

「宮殿で事故があって、こいつは馬に蹴けられたらしい。まあ幸い、どうってことない。ただ衝しよう撃げきで、言動がちょっと妙みようになったから連れて帰ってきた」

　主婦はあらあらと言ってフレデリカの頭や肩を撫なで回したが、別段怪け我ががないとわかると、ほっとしたらしくイザークを振ふり仰ぐ。

「悪かったね、イザーク。わざわざ送ってくれたんだね。あんた子供の頃ころから面めん倒どう見みがいい子で、助かるよ。夕食、うちで食べていくかい？」

「気持ちだけありがたく受け取っておくよ。仕事の途と中ちゆうだから、すぐに引き返す。じゃあ」

　軽く馬の腹を蹴ると馬首を返し、イザークはもと来た道を戻もどっていった。

（………行っちゃった………）

　捨てられたような気分になって項うな垂だれる。彼が去ってしまったことで、もはや宮殿とフレデリカを繫つなぐものが断たち切られたようだった。

「どうしたんだい、グレーテル。気分が悪いかい？」

　温かい手がフレデリカの頰ほおに触ふれた。驚いて、フレデリカはびくっと体を引く。

　髭男の方も、心配そうに眉まゆを下げる。

「びくびくして、大だい丈じよう夫ぶか？　父ちゃんがいるから心配するなよ」

「事故に巻きこまれたって、よっぽど怖こわい目にあったんだね。でも家に帰ってきたんだから、怖いことなんかないよ。父ちゃんは当てにならないけど、母ちゃんがいる」

「ひどいなぁ、母ちゃん」

「当然だよ。あんたより、あたしのが強いんだよ。だから、ね、大丈夫」

　主婦はまたフレデリカの頰に触れる。今度は、されるがままに任せられた。

　今までこんなふうに、頰に触れられた経験はない。

　侍じ女じよも教育係たちも、教師たちも、父国王や母王妃にしても、こんなふうに触れない。彼らは一定の礼節を持ってフレデリカに接するから、こんなに無ぶ遠えん慮りよに触れられることはない。

　けれど、

（なんて、温かい）

　じんわりと、心がとろけるような嬉うれしさが胸の中に生まれる。

　村に到着するまで頭の中にいっぱい詰つまっていた不安が、一気に消えていく。

（グレーテルの家は、いい場所だ）

　幼い頃、狩しゆ猟りようの森で見た森番小屋の一家を思い出す。

　狩猟の森には、森を管理する一家が住んでいた。幼い日に、フレデリカは教育係の公こう爵しやく夫人に連れられ森の中を散歩していて、その森番小屋を目にしたのだ。

　木こ漏もれ日の中、エプロンドレスを身につけた三つ四つの女の子が、手製の丸太ベンチに腰こし掛かけて足をぶらぶらさせていた。背後には母親がいて、娘むすめの赤毛を編み込んでいる。

　女の子はそれが当然であるかのように母親の手には無む頓とん着ちやくで、けれど時々笑顔で、背後の母親に声をかける。母親は娘の顔を覗のぞきこみ、笑いあう。父親らしき男は、額に汗あせを浮うかべ、近くで薪まきを割っていた。彼は時々手を休めては、妻と娘の様子を見守っていた。

　小屋の前にはリンネルのシーツが干され、はためいていた。煙えん突とつから細い煙けむりが立ちのぼっていた。野いちごでも煮にているのか、甘あま酸ずっぱい匂においがしていた。

　その光景を見た途と端たんに、フレデリカは突とつ然ぜん、涙が出た。

　なぜかわからないけれど切なくて切なくて、涙が出た。

　泣き出したフレデリカに、教育係の公爵夫人は「泣き顔はみっともないので、泣き止やんでくださいませ。泣き止むまで、顔をお隠かくしなさいませ」と言って、絹のハンカチを手て渡わたした。

　あの時のことを思い出し、なぜか涙なみだがあふれる。

「おやおや、可愛い顔が台無しだよ。グレーテル」

　主婦は優やさしく頰をさすると、フレデリカの首を引き寄せて抱だきしめてくれた。

（嬉しい。どうしてかわからないけれど、嬉しい。けれど、ごめんなさい）

　煤すすの臭においが染しみついた主婦のエプロンドレスは、夏の太陽の香かおりもして、とても温かい。

　けれど温かければ温かいほど、今まで気がつかなかった重大な事に気がつき、胸が押しつぶされそうになった。

（わたしは、グレーテルではないんです）

　申し訳なさで息苦しい。しかし告白はできない。告白しても、きっと信じてもらえない。馬に蹴られた後こう遺い症しようだろうと、もっと優しくされるだけだろう。

（わたしがグレーテルになってしまったのなら、本物のグレーテルはどうなったの？　こんなに優しい人たちが帰宅を喜んでくれる、本物のグレーテルはどこに？　あの子は勇ゆう敢かんに暴れ馬の前に立ちふさがって、わたしを助けようとしていた。なのにわたしは、グレーテルの体からグレーテルを追い出してしまったの？）

　もしそうであったら大変なことだ。恐おそろしいことだ。

　だからこそ、怖がって立ちすくんでいては駄だ目めだ。

　フレデリカは一刻も早く状じよう況きようを理解し、原因を探さぐり、全すべてをもとの状態に戻す必要がある。

　国の後こう継けい者しやが死んでしまったら、きっと国王陛下も母王おう妃ひも落らく胆たんする。

　しかし自分のためだけではない。グレーテルのためにも、いや、グレーテルの存在があるからこそ、このままにしておくという選せん択たくができないのだ。

（わたしが、なんとかしないと）

　泣き出してしまったが、コーゼル村への道中に引きずっていた、混乱と絶望からくる無気力に代わって、決意が体の芯しんに凝こごっていた。

　叱しつ責せきされたわけでもないし、苦言を呈ていされたわけでもないのに、すこし体がしゃんとした。

　これは、自分に向けられた優しさではないと知っている。それでも、誰だれかの労いたわりと優しさに触れると、どうして元気になれるのか不思議だった。







　しかし。すぐに名案が浮かんで行動できるほど、フレデリカは小器用ではなかった。

　一人娘を心配し、あれこれと世話を焼く夫ふう婦ふに促うながされ、勧すすめられるままに家の中に入ってしまった。そして日ひ陰かげの椅い子すで休むと、精神的肉体的な疲つかれのためにその場で居い眠ねむりをし、目が覚めると夕食だった。

「さあ、たんとお食べ！」

　食しよく卓たくの上に鎮ちん座ざしているのは、ハーブを内側に詰めた鶏とり肉にくの丸焼きだった。鶏の周囲には、ジャガイモやニンジン、タマネギが、まるのまま焼かれてごろっと並べられている。

　手元には木製の皿が一枚。フォークは添そえられていたが、ナイフがない。いや、ナイフはあった。鶏の丸焼きに、巨きよ大だいなナイフが突つき刺ささっている。

　フレデリカは息を吞のんだ。

（なんてこと！　山さん賊ぞく料理だわ！）

　宮きゆう殿でんの図書室所蔵の本の中には変わった書物もあり、フレデリカは膨ぼう大だいな蔵書の中から、妙な雰囲気を醸かもしだす本を探す嗅きゆう覚かくに長たけていた。あれこれと妙な書物を読みあさった中に、山賊の生活を活写した、何のために書かれたのかわからない書物もあったが、その中で詳しよう細さいに記述されている豪快な山賊料理に憧あこがれた。

　ごちゃごちゃと手を加えた結果、素材がなにかすらわからなくなった宮きゆう廷てい料理と比べ、山賊料理の、なんと直接的に美味おいしそうなことか。

「こ、これは……まず、どのように食すのでしょうか？」

　生なま唾つばを飲むのを悟さとられないように必死に隠しながら、フレデリカは冷静を装い問う。

「イザークが言うように、やっぱりちょっと妙だねぇ、グレーテル。大丈夫かい？」

　グレーテルの母親は、木のカップにハーブ水を注ぎながら心配そうだ。

　しかしフレデリカの視線は、肉に釘くぎづけだ。

「え、ええ。平気です……で、これはどのようにして」

「よっし、父ちゃんが取り分けてやる」

　髭ひげ熊くまの父親が立ちあがり、肉に突き刺さったナイフで、ばりばりと鶏肉を切りにかかる。その様は、まさに解体。

（まるで大陸の伝説の勇者のように大だい胆たん……そして美味しそう。ひたすら、美味しそう）

　切り分けはじめると、肉の中からあふれ出すハーブの香り。そして滲にじみ出る肉にく汁じゆうに、フレデリカは目を見開く。

（死者すらも蘇よみがえりそうな、この芳ほう醇じゆんな、人を誘ゆう惑わくする香り。きらきらと澄すみきって輝かがやく油の混じる、神の恵めぐみの輝きのごとき肉汁……）

　自分の皿に、もも肉が骨ごとドカッと置かれるに至っては、嬉しさに鳥とり肌はだが立った。

（あああっ、この世の楽園がここに!!）

　冷静さを装う理性は消えた。

「さ、かぶりつけグレーテル。おまえの好きな、もも肉だ」

　かぶりつく。それは夢にまで見た作法だ。フレデリカは目を輝かせた。

「これは、わたしが本で読んだお作法によれば、手て摑づかみで食べるんですよね!?　そうですよね!?　肉をわし摑みして、食いちぎるようにして嚙かみちぎって、もう一方の手にはワインを満たした木製のゴブレットを持ち、肉と酒とを交こう互ごに流し込むという、あれですね！」

　喜びに、頰ほおが上気する。はやる心を抑おさえつつ、とりあえず作法を確かく認にんする。せっかくの山賊料理だ。作法どおりに食すのが、最も美味しいはずなのだ、きっと。

「……まあ……年とし頃ごろの娘むすめらしくはないが、やりたいなら、……そうしても構わねぇぞ。酒はないから、水と交互になるけどな」

　さすがに吞のん気きそうな父親も、笑え顔がおが引きつった。だが興奮したフレデリカは一向に気がつかずに、輝くばかりの最高の笑顔で、肉に手を伸のばした。

「いただきます！」

　姫ひめ君ぎみや貴婦人たちは、小食こそ美徳である。小鳥のようについばみ、「お腹なかが一いつ杯ぱいです」と席を立つのが望ましい。しかし不幸なことにフレデリカは、生まれながらに食欲旺おう盛せいなタイプ。しかも食事の時ですら、周囲からの厳しい監かん視しの目がある。小鳥のようについばんで泣く泣く席を立つ日々で、常にひもじい。お腹いっぱい食べた経験など、今までなかった。

　片手にもも肉、もう一方の手には水のカップを握にぎりしめ、がつがつと本物の山賊よろしく鶏肉を頰ほお張ばる娘を、グレーテルの両親は温かく見守った。

「よっぽど宮殿のまかないが、まずいのかね。恐ろしく行ぎよう儀ぎは悪いけど、食べる姿は可愛かわいいね」

　と、母親が母親らしい欲よく目めを発揮し、ほくほくした笑顔で言った。







　鶏肉を満腹になるまで食べた。そして食事が終わるとグレーテルの両親は、部屋で寝ねたほうがいいと勧めてくれた。娘の様子がおかしいのを、両親も充じゆう分ぶんに理解したらしい。一晩ぐっすり眠ねむれば、元に戻もどるだろうとも言ってくれた。

　グレーテルの部屋は庭に面していた。

　窓まど枠わくには明かり取りの窓が嵌はめこまれ、月光がぼんやりと室内を照らす。窓辺には、日に焼けて色が抜ぬけたそら豆人形が、しばり首さながらに、だらりと吊つり下げられている。

　ささくれだった床ゆかの上にある家具は、簡素なベッドが一つきりだ。藁わらの上にリンネルのシーツを掛かけた、素そ朴ぼくなマットレスの上に座る。麦わらの匂においがする。

「……美味しかった。明日あしたの朝ご飯は、なにが出るんだろう」

　一息つくと、満足のため息と共に出てきた言葉はそれだった。

　様々な期待に胸を膨ふくらませかけたが、ベッドの足元にぼんやりと落ちる自分の影かげが目に入り、はっとする。真っ直すぐな髪かみが肩かたにかかるその影は、本来の自分の影ではない。

（なにをやってるの!?）

　鶏肉の魅み力りよくにすっかり取り憑つかれていたフレデリカは、正気に戻った。仰ぎよう天てんして立ちあがる。

　グレーテルの両親に甘え、彼女のふりをして、鶏肉などがっついている場合ではない。

　グレーテルにこの体を明け渡わたすには、まず自分がこの体から出る必要があるはず。自分の本来の体は宮殿にある。なにをするにもまず、その体の近くに戻るべきではないか。

　幸い、グレーテルの両親はまだ台所にいる。目の前にある窓から外へ出て家の裏手に回れば、彼らに気づかれずに抜け出せる。そしてとりあえず宮殿へ帰るのだ。

　フレデリカは決心すると、両の頰を軽く叩たたいて気合いを入れた。そして「よし」と小声で言うと、窓へ近づく。明かり取り窓をそっとはずし、窓枠に飛び乗った。

（なんて軽い体）

　軽々と窓枠に飛び乗れたことに、驚おどろいた。グレーテルはとても身軽な体を持っているらしい。

　窓枠に吊り下げられたそら豆人形が気になって、撫なでてみる。色あせているが、それも味わいだ。一いつ瞬しゆん、抱だいて逃にげようかと思ったが、それは窃せつ盗とうだと気がついて思いとどまる。

　音もなく、難なく庭に飛び降りる。闇やみに身を潜ひそめるようにして庭の裏手に回り、家を離はなれた。

　村の目め抜ぬき通りに出ると、ゆっくりと歩き始めた。

　石を踏ふむ靴くつの音が心細さを助長する。徒歩で宮殿に向かうと、どのくらい時間がかかるのか知らない。けれどこの身軽な体であれば、難なく辿たどり着けるような気がした。

　しばらく道を進むと、

「どこへ行く気だ」

　低い声が聞こえ、フレデリカはぎょっとして足を止めた。背後をふり返ると、煉れん瓦が塀べいの陰から、黒い軍服を身につけた青年が静かに出てきた。イザーク・シュルツだった。

　なぜ彼がこんな場所にいるのか。彼の目的はわからないが、「宮殿へ帰ります」と、正直に言うべきではないことだけはわかる。彼はフレデリカを宮殿から遠ざけたのだ。のこのこ戻りますと言って、許してくれるはずはない。

「さ、散歩です。お散歩」

「こんな夜に？　噓うそつけ。おおかた宮殿へ戻ろうっていう魂こん胆たんなんだろう」

　見み透すかされているらしい。とはいえ、グレーテルの家に連れ戻されるわけにはいかない。

（わたしがここで連れ戻されたら、本物のグレーテルはどうなるの？）

　グレーテルの両親の、温かい笑顔を思い出す。彼らの許もとに、本物のグレーテルを帰したい。

　拳こぶしを握る。今のフレデリカの体はグレーテルだ。身軽で俊しゆん敏びんで、体力もありそうだ。そう判断して決心が固まった。

（逃げる！）

　脱だつ兎との勢いで駆かけ出したフレデリカに、

「おいっ!?」

　イザークはすこし慌あわてたようだったが、すぐに彼も駆け出した。そしてあろう事か、みるみる追いつかれる。

（速い！　男の人って、こんなに足が速いの!?）

　そういえば宮きゆう殿でんでは、全力疾しつ走そうする男子なんか見たことない。

　あっという間に背後に迫せまられ、腕うでと肩を摑まれた。

「いきなり逃げるか!?　待てって！」

「放してください！　わたしは、宮殿へ帰らなければならないんです！　あなたに言ってもわからないでしょうけれど、わたしは！」

「知ってる！　あんたはフレデリカ殿でん下かなんだろう」

　言われると、コーゼル村へ来る道中、散々おざなりに対応されたことを思い出した。怒いかりと情けなさがない交ぜになって頭に血が上り、じわっと瞳ひとみが熱くなる。いくら気弱でも、無下に扱あつかわれ続ければフレデリカだって情けない。

「また……また、馬ば鹿かにしてますか!?　馬鹿にするくらいならば放ほうっておいてください！」

　暴れるフレデリカの腰こしをイザークは強く引き寄せ、もう一方の手で易やす々やすと両手首をまとめて握って縛いましめる。

「暴れるな！　馬鹿にしてるわけじゃねぇ！　ちゃんと聞け！　あんたは見た目はグレーテル・コールだ。だが中身はエーデルクライン王国王女フレデリカ殿下、それで間ま違ちがいないんだろう！　そうなんだろう!?　答えろ！」

　月明かりに照らされ、薄うす紫むらさきの瞳はくっきりと美しい色だった。その瞳が真しん剣けんにフレデリカを見おろしていた。彼の言葉に、フレデリカの抵てい抗こうは止まった。

「今、……なんて？」

「グレーテルの中にいるのはフレデリカ殿下。あんたはフレデリカ殿下だ。違うか？」

　瞬まばたきを二、三度繰くり返すと、怒りに震ふるえて滲にじんでいた涙なみだが、別の理由で、じわりとさらに熱くなる。涙で視界が曇くもった。イザークの美しい薄紫の瞳が、霞かすんで見えなくなる。

「……そう。……そう、……です」

　その答えを聞くと、イザークは縛めていたフレデリカの手を放した。

「わたしは……フレデリカです」

　俯うつむくと、涙が路みちの石にぽつぽつ落ちる。

（やっと、信じてくれた。なぜかわからないけれど、……信じてくれた。この人だけが）

　女が泣く姿は醜みにくいと言われ続け、ほとんど人前で泣いたことがなかった。なのに今日だけで一体、どれほど人前で泣くはめになっているのか。情けないような、同時に、解放されきってしまったような妙みような気分だ。

「やっぱりそうか」

　そう呟つぶやくと、イザークの手がいきなりフレデリカの襟えり首くびを摑つかんだ。

「顔を上げな、王女殿下」

　言われるまでもなく、襟を摑まれたので顔を上げざるを得なかった。つま先立ちになるほどに強い力で襟を摑まれ、フレデリカは恐きよう怖ふと驚きに、息が止まりそうになった。

　イザークは、怒りをこらえるように薄うすく笑っている。

「あんたは魔ま女じよか？　王女殿下。いったい、グレーテルになにをしたんだ。あんたが王女殿下であろうとも、俺の幼なじみの体を乗っ取った魔女に、手加減はしない」

「わたしにも、わかりません。落馬して意識がなくなって。気がついたら、グレーテルの体に」

　かろうじて答えたが、声は震えた。

「グレーテルはどうしたんだ。あいつは、どこにいる」

「わかりません、本当に。だから宮殿へ帰って、とにかく、元に戻もどれる方法を探したくて」

　ぐっと、更さらに強くイザークの手に力がこめられ、フレデリカは小さく呻うめいた。それほど苦しくもなかったが、恐怖感が喉のど元もとにせりあがって呻き声になったのだ。

「信じて……。信じて……わたしも……戻りたい……。わざとじゃ、ない……」

　喉がわななき、そしてまた涙が盛りあがる。今度は恐怖の涙だった。

　この美しい顔をした地じ獄ごくの番犬の、冷れい酷こくな気配と振ふる舞まいが怖こわい。これ以上なにか、ひどいことをされるかもしれないと思うと、怖くてたまらなかった。彼はフレデリカをグレーテルとして扱い、コーゼル村まで連れて来てくれた。なのに、その時の彼と別人のようだった。

　この体の中にいるのがフレデリカだと確信した瞬しゆん間かん、彼は冷酷な地獄の番犬の顔になった。

　フレデリカの様子を、冷たい目でしばらく見おろしていたイザークだったが、ふんと鼻を鳴らし、放り出すように手を離した。

　前まえ屈かがみになって咳せきこみながら、フレデリカは必死に、数歩イザークから離れた。

　前まえ髪がみをかきあげると、イザークは大きくため息をついた。

「おかしな混乱が起こったらしいな。それなら……この混乱を元通りにするために、俺が力を貸してやれるかもしれない」

　意外なその言葉に、フレデリカは目を見開く。咳せきをこらえて顔をあげた。

「助けてくださるんですか」

「あんたなんか、どうでもいい」

　突つき放すように言われ、フレデリカはびくりと身を縮めた。イザークは無表情だ。冷たい瞳だ。フレデリカに対する嫌けん悪お感かんすら、彼の瞳の中にはあるような気がした。

「あんたが王女殿下だろうが、死のうが生きようが、興味ない。貴族を助けてやる気はない。ただ、このままあんたがグレーテルに取り憑ついてたら、フレデリカ殿下は死亡と判断される。そうなれば馬を引いていた馬手や、馬の管理をしていた連中にもお咎とがめがある。そんなことになったら気の毒だ。しかも、あんたが取り憑いたことでグレーテルが体から追い出されたんだとしたら、あんたがその体を明け渡してくれないことには、あいつは元に戻れないはずだ。あんたなんか、別にどうでもいい。ただ目的は違うが、やるべきことは一いつ緒しよのはずだ。あんたの協力があれば、このおかしな混乱を元に戻せる糸口が見つかるはずだ」

　地獄の番犬と称しようされる騎き士し団長の彼に、どんな解決策があるのだろうか。予想もできないが、今唯ゆい一いつ、自分の窮きゆう状じようを理解してくれる人だ。

「もし俺に協力する気があるなら、来い」

　イザークは言い捨てると、背中を見せて歩き出した。協力するなら助けてやる。だが協力する気がないならば、彼は彼なりに勝手にやると、その背中が語っていた。

　彼のことが、すこし怖い。「どうでもいい」と言った目の冷たさに、ぞっとしたからだ。乱暴な振る舞いも怖かった。だが。

（今は信じて頼たよるしかない、この人を）

　涙を袖そでで拭ぬぐいながら、彼の背中を追った。




　　　　[image: ]




　イザークは確信していた。

（こいつはグレーテルじゃない。あいつが、こんなふうに泣くはずはない）

　宮殿の台所で、自分はフレデリカだと主張する彼女の第一声を聞いたときには、「あ、頭を蹴けられたな」と思っただけだった。

　しかし彼女の目の色は正気だった。だから次に、何かの策略で噓うそをついているのかと疑った。

　グレーテルは噓が上手だが、長年のつきあいで、イザークは彼女の噓を見破れる自信がある。

　この時の彼女は、噓をついている気配も、ましてやふざけている気配もなかった。

　これは事実を口にしている。そうとしか思えない。しかしあまりにも突とつ拍ぴよう子しもないことなので、にわかには信じられなかった。困こん惑わくしているうちに、彼女は台所を飛び出した。

　イザークは心配になって彼女の後を追った。すると案の定、彼女は一ひと騒そう動どうおこして放ほうり出されようとしていた。

　そこで意を決し、騎士の手から彼女を救い出し、グレーテルの実家に連れ帰った。

　この素すっ頓とん狂きような事実を、自分の中に受け入れる時間が欲しかった。しかもイザークは仕事中だったので、一度ロートタール監かん獄ごくへ帰る必要もあった。その間、混乱している彼女を安全に預けられる場所として、グレーテルの両親の家を選んだのだ。

　そして仕事を終え、彼女からどうやって話を聞くべきかと考えながらグレーテルの家に向かっていると、本人が家から忍しのび出てきたのだ。

　捕つかまえて真実を問い質ただすと、彼女は泣いた。グレーテルは策略で泣く以外で、人前で泣かない。そもそも彼女に真実の涙は存在しない。彼女は強したたかで、意地が悪く頭の切れる、小さな悪あく魔まのような娘むすめなのだ。

　だからイザークは確信した。このグレーテルは、グレーテルではない。

（いったい、なにがどうなって、こんなことになった）

　イザークは事態を理解しながらも、原因となると見当もつかなかった。

　だが、この原因を理解していそうな者の存在には、心当たりがある。

（あいつを呼び出すか……）

　月を見あげた。白い綺き麗れいな月だ。彼を呼び出すにはうってつけだ。

　それにしてもグレーテルは、どこへ行ったのか。

　グレーテルは妹とも言える存在だ。七歳のイザークが、運命に抗あらがい繫つなぎとめた命だ。とりあえず元気に生きていれば文句はないが、命に関かかわる危機は放ってはおけない。

　月光を白く跳はね返す石いし敷じきの路みちを歩きながら、イザークは少女をふり返った。

　心細そうにぽろぽろ涙を流して歩く姿は、小さな子供のようだった。頼りない姿に、普ふ通つうであれば手を引いてやろうという気が起きたかもしれない。

　しかし今の彼女の中身は、フレデリカ王女殿でん下かだ。

　貴族の姫ひめ君ぎみになど触ふれたくない。それが正直な気持ちだ。

　彼らは綺麗な衣装を身に纏まとい、優ゆう雅がに振る舞うことで、醜しゆう悪あくな本ほん性しようを隠かくしている下げ種すだ。

　全すべての貴族がそうだと、十じつ把ぱ一ひと絡からげに思い込むほど単純ではない。だが、ごく希まれにいる例外を除けば、だいたい似たり寄ったりだ。

　目的さえなければ、貴族にかしずく騎士団の一員になど、けしてならなかっただろう。

　王女殿下。貴族の中の貴族様だ。そんな女がグレーテルの体に入り込み、本物のグレーテルを追い出した。意図せずに起こったことだとしても、腹立たしい。

（これがエーデルクラインの宝石、王女殿下か。馬ば鹿か馬鹿しい）

　めそめそ泣く姿は、ただの小こ娘むすめだ。貴族連中がありがたがって、宝石だ天使だと褒ほめそやす王女の中身は、たいしたことなさそうだというのが、イザークの抱いだいた印象だった。
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「ありがとうございます。力を貸してくださること」

　月光に照らされた路をしばらく歩くと、ようやく落ち着きを取り戻し涙なみだも止まった。そうすると力を貸してくれるイザークに、一言お礼を言うべきだと、やっと気がついた。

　しかし先を行くイザークは、肩かた越ごしに素っ気なく応じる。

「礼を言われる筋合いはない。あんたを助けるためじゃないと言ったはずだ。あんたが取り憑いてるグレーテルと、咎めを受けそうな馬手たちのためだ」

「あの、こんなこと言える立場じゃないとわかってますが、取り憑くっていう表現は、ちょっとどうかと。悪あく霊りようかなにかのようで、そこはかとなく落ちこむと言いますか」

「はぁ!?　正しよう真しん正しよう銘めい、悪霊よろしく取り憑いてるだろうが！」

　威い嚇かくする猟りよう犬けんのような目で睨にらまれ、フレデリカは震ふるえ上がって即そく座ざに認めた。

「取り憑いてます！　ごめんなさい！」

　しかし怖こわくとも悪霊扱あつかいでも、自分一人よりは心強かった。

　村の中心部を抜ぬけると、一いつ軒けんの家が現れた。他ほかの家々とは離はなれた場所にぽつりと建ち、月光にさらされる家の影かげは地面に濃こく落ちて重じゆう厚こう感がある。木組みと煉れん瓦がの一いつ般ぱん的な作りの平屋で、建てられた年代はかなり古そうだ。木の筋すじ交かいにはコウモリやドラゴンの彫ちよう刻こくなどが施ほどこされ、陰いん気きな陰いん影えいのついたぎょろ目で、フレデリカを見おろす。

「ここは、どなたの家ですか？」

「俺の家だ。両親も死んだし、俺はたいがいロートタールにいるから、ほぼ空き家だけどな」

　答えると彼は、先に立って家の中に入った。真っ暗な室内に足を踏ふみ入れたものの、なにも見えないので、フレデリカは戸口で立ち止まった。わずかに埃ほこりっぽい。

　イザークは暗くら闇やみでも勝手がわかるらしく中に進むと、オイルランプに火を入れた。

（なに、この家）

　明るくなった室内を見回し、フレデリカは目を丸くした。鼓こ動どうが倍増する。

　扉とびらを一歩入ると、そこは広い部屋だった。

　壁かべの左右には、天てん井じようまで組まれた本ほん棚だながある。その本棚の中には、革かわ張ばりのものから近代製本らしい布張り本まで、あらゆる大きさと年代の本が詰つまっている。ブックエンドがわりに、作り物か本物かわからないが白茶けた髑どく髏ろが、うっすらと埃を被かぶって置かれていた。

　六脚きやくの椅い子すが並ぶ樫かし作りの食しよく卓たくには、緻ち密みつな織りのテーブルクロスがかかっている。そしてその上にも、乱雑に本が積まれていた。おかしな色の液体が詰まった小こ瓶びんや、極ごく彩さい色しきの鳥の羽根をまとめて作った小さなはたき。石のメダル、水すい晶しよう玉だま、そら豆人形、人の手の形をした燭しよく台だいなど、所ところ狭せましと置かれている。

　そして極きわめつけが、部屋の中央の床ゆかに蠟ろう石せきで描えがかれた魔ま法ほう陣じんだ。

「人の手の形をした燭台は、栄光の手？　屍し蠟ろう化している本物ですよね。しかもあの魔法陣は、大陸でも湖水地方にのみ伝わるというメンデル魔法陣？　そら豆人形は年代が古そう。目玉の位置が現在のものと異なるから、半世紀以上昔のアンティーク」

　宮きゆう殿でんの怪あやしげな蔵書ばかり選んで読みふけり、身についてしまった知識が役に立つ。アンティークのそら豆人形は、ぜひ手元で可愛かわいがってみたいと胸が高鳴り、我知らず瞳ひとみが輝かがやく。

「魔ま術じゆつ師しの家みたい！」

　興奮を押し殺しながら呟つぶやくと、室内にあるオイルランプに次々火を入れていたイザークが、ひんやりした視線を向けてくる。

「なんでそんなに詳くわしいんだ？　しかも妙みように嬉うれしそうに」

「え!?　ええ、えっと。けほけほけほ」

　軽く咳せきこんで、動どう揺ようを誤ご魔ま化かしてみた。

「わ、わたしの従兄弟いとこの友人の叔母おばの姪めいっ子が、そういったものに興味があると、いくつか本を貸してくれたことがあるので、たまたま知っていただけで。でも、なぜあなたの家がこんな素す敵てきな……、ではなくて、怪しげな魔術師の家みたいな様子になっているんですか」

　全てのオイルランプに火を入れ終わると、イザークは魔法陣の側そばに歩み寄った。

　フレデリカも部屋の中央に進み、魔法陣を挟はさんでイザークと向き合うように立つ。足元の魔法陣を見おろす。本格的な魔法陣で、細かく描き込まれた古代文字を目で追うと、「召しよう喚かん」「円えん環かん」「扉」「炎ほのお」等々、三割ほど単語が判読出来た。ちょっと嬉しかった。

「本物のように見えますね」

「本物だ。ここは魔術師の家だ。俺が魔術師だからだ」

「そうですか。あなたが魔術師だから、こんな家……えっ!?　魔術師!?　けれどあなたは第三騎き士し団団長で、軍人ですよね!?」

「第三騎士団団長で軍人だが、魔術師だ」

　フレデリカは絶句した。なんということだろうか。第三騎士団団長で軍人で、地じ獄ごくの番犬で魔術師。怪しすぎて、ときめきが止まらない。弾はずみそうになる声を抑おさえつつ問う。

「この十八世紀に、魔術師ですか？」

　大陸中央部、特にエーデルクラインを中心とした湖水地方と呼ばれる地域には、多くの魔術的な遺い跡せきや伝説が残っている。

　エーデルクラインを建国した英えい雄ゆうヴァルターは、六人の天使と一人の悪魔を従え、七人の守護者とした。その七人の守護者と共に国を興おこしたとされている。その七人の守護者の一人、悪魔になぞらえられているのは、この地方にいた大魔術師ではないかという説がある。

　しかし十八世紀に入り近代化が進むにつれ、魔術や魔法といったものは、旧時代の迷めい信しんとして消え去りつつある。あと二十数年で、十九世紀がやって来る。神の存在にさえ疑問を抱く近代においては、当然だった。

　冷静に理性的に考えれば、魔術師の存在や魔法は迷信だ。けれど本当にそんなものが存在するならば、どれほどわくわくするだろうと思ってもいた。

　イザークはその場に片かた膝ひざをつき、魔法陣に触ふれる。

「俺の家は代々、家と共に魔術の知識を受け継ついでいる。俺は十四代目。湖水地方の魔術師だ。エーデルクライン建国の祖ヴァルターに仕えた、悪トイ魔フエルの末まつ裔えいとも言われている」

「わたしの今の状態は、常識ではありえないことです。悪夢か、悪い冗じよう談だんみたいです。こんなことが起こるのですから、魔術師が存在しても不思議ではありません。そう思います」

　明るい近代の光で隅すみ々ずみまで照らされ、のっぺりとつまらなくなっていた世界に、フレデリカの興味をそそる不可思議が存在するに違ちがいない。今なら、それを実感できる。

「綺き麗れいなだけの人形かと思っていたが。それなりに、思考はするらしいな」

　イザークは立ちあがり、魔法陣の中央に歩み入る。中央に置かれていた蠟石を手にし、文字らしきものを床に書き加えていく。

「信じているなら、話が早い。今から、なぜこんなおかしな状じよう況きようになったのか知っていそうな、俺の昔なじみに話を訊きく。奴やつが事情を知っていれば、元に戻もどる方法もわかるはずだ。ただそいつに話を訊くためには、あんたの協力が必要だ。王女殿でん下か」

　この混乱が始まってから、はじめて見えた解決の糸口だ。フレデリカは声を弾ませた。

「誰だれなんですか、その事情を御ご存ぞんじの方は」

「死神だ」

「？　はい？　ええっと。どなたですか？　確か、あなたの昔なじみに訊くと。それが？」

「死神。昔なじみだ」

　フレデリカが狂きよう喜き乱らん舞ぶ出来るほどの、めくるめく怪かい奇き世界全開だった。怪しいにも程ほどがある。めくるめいているのか目め眩まいがするのか、微び妙みようなところになってきた。

「一体どんな、おなじみ様で」

「子供の頃ころ、ちょっと必要に迫せまられて呼んだ。それから時々呼び出すが、怖いか？」

「どちらかというと、めくるめく世界というか」

「めくるめく？」

「い、いいえ！　それで、わたしはなにを……」

　と口を開いた瞬しゆん間かんだった。突とつ然ぜん、どかん！　と、家全体を揺ゆるがす勢いで扉が開き、

「そこまでだ!!　悪漢め!!」

　落ち着きかけた精神を横殴なぐりする雄お々おしい声に、フレデリカは驚おどろきのあまりよろめいて、背後に尻しり餅もちをついた。声のした方に首だけ捻ひねってふり返り、仰ぎよう天てんした。

「ユリウス・グロスハイム!?」

　扉の前には、場ば違ちがいに爽さわやかな白い軍服と白い歯を見せ、ユリウスが仁に王おう立だちしていた。フレデリカは床の上で呆あつ気けにとられる。なぜ彼が、こんなところに登場するのだろうか。
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「君が全すべてを仕し掛かけた犯人だな、イザーク・シュルツ！　僕には全部お見通しだ！」

　沈ちん黙もくが落ちた。

　ユリウス本人は得意満面で、どうだと言わんばかりにイザークを指さしていたが、その場の空気は冷え冷えしていた。扉から吹ふきこんだ風に、オイルランプの火が情けなく揺れる。

「第一騎士団団長のグロスハイムだな。俺の家に、なにしに来た？　招待した覚えはない」

　とてつもなく面めん倒どうそうにイザークは立ちあがると、魔法陣の中心から出てきた。

「とぼけるな！　君が、僕の可愛いフレデリカを誘ゆう拐かいしたからに決まっている！」

「俺が王女殿下を誘拐した？　寝ね言ごとは寝てから言えよ、グロスハイム。あんたの可愛い王女殿下は、天使宮に寝かされている。この場所のどこに、フレデリカ殿下がいる？」

　すらりとサーベルを抜いて構えながら、ユリウスはフレデリカに向かって顎あごをしゃくる。

「寝言を言っているのは君の方だ、シュルツ。フレデリカは僕たちの目の前にいる。そこの彼女が、フレデリカだ。彼女の中身はフレデリカだ」

　フレデリカは驚いたし、イザークも目を見開く。

「ユリウス……わたしのことを、フレデリカと、どうして……」

「ああ、わかっているよ、愛いとしいフレデリカ。なにもかも愛の力だ。待っていて、すぐにこの悪漢の手から救い出してあげるから」

　イザークはにやりとした。

「へぇ、これはこれは。阿あ呆ほうと噂うわさに高いグロスハイムも、なかなかどうして。それほど阿呆でもなさそうじゃないか」

「今いま更さら褒ほめても、容よう赦しやはしないぞ」

「いや、あんまり褒めてねぇけど。とりあえず剣けんを引け、グロスハイム。あんたがそこまで理解しているなら、事情を説明してやる」

「容赦しないと言ったはずだ！　正々堂々と勝負しろ！　さあ、剣を抜ぬけ！」

　構えた刃やいばを、ユリウスは挑ちよう発はつするように揺らした。フレデリカは青ざめた。

「やめてユリウス。違うの、彼は！」

「さあ、勝負だ！」

　ユリウスは聞く気がなさそうだ。

「違うと言ってるだろう、グロスハイム。聞けよ」

「聞かないぞ、悪漢の言い訳など！」

　イザークは苛いら立だって舌打ちする。

「説明してやるって」

「剣を抜きたまえ！」

「説明を聞けと言ってるんだぞ」

「勝負！」

「聞けよ」

「剣を抜け！」

「ああっ！　うるせぇ!!」

　怒ど鳴なり声と同時に、鼓こ膜まくが震ふるえる爆ばく発はつ音が響ひびき、戸口に置いてあった大きな瓶びんが粉々に砕くだけ散った。

　イザークが、いつの間に抜いたのか拳けん銃じゆうを構えていた。筒つつ先さきからは細い煙けむりがあがり、火薬の臭においが室内に充じゆう満まんした。彼の撃うった弾たまが、戸口の瓶を砕いたらしい。弾はおそらく、ユリウスの鼻先をかすめている。

「説明を聞いて頂けないかとお願いしているんだがなぁ、ユリウス・グロスハイム団長？」

　目を据すわらせて馬ば鹿か丁てい寧ねいにイザークが言うと、ユリウスは「ははっ」と乾かわいた笑い声をあげ、

「聞かないこともない、かな？」

　と、引きつった笑え顔がおで肩かたをすくめた。







　オイルランプの光に照らされ、フレデリカ、イザーク、ユリウス、三人の影かげが壁かべに大きく映り微かすかに揺れている。

　三人が着席しているのは、魔ま術じゆつの道具が所ところ狭せましと置かれた食しよく卓たく。鮮あざやかな青や赤の液体を満たした小瓶の群れや、革かわ張ばりの本の山や水すい晶しよう玉だま越ごしに、互たがいの顔を見ていた。ユリウスはフレデリカを守るつもりなのか、彼女の横に着席し、イザークとは食卓を挟はさんで向き合っている。魔術師の密議はかくやという光景だ。

　しかしユリウスの華はなやかで明るい存在だけが、この家の中では、とんでもない違い和わ感かんだ。

「落馬の衝しよう撃げきでフレデリカの意識は、グレーテル・コールの中に入り込んだ。それに気がついた君は彼女を保護し、元に戻すために力を貸そうとして彼女をここに連れて来たというわけか。君は代々続く魔術師の家系で、魔術を使えるから」

　ユリウスは、グレーテルに憑ひよう依いしたフレデリカを、イザークが無む理り矢や理り誘拐したと勘かん違ちがいしていたらしい。そこでイザークとフレデリカ二人がかりで、こんこんと説明をすると、ようやくユリウスは納なつ得とくしてくれた。

「だいたいの経けい緯いはわかったよ。僕の勘違いだったのだね。早とちりして悪かったよ、シュルツ。ところで、お茶を一いつ杯ぱいもらおうかな？　できれば小さなお茶菓が子しも」

「目の前にある瓶の中身なら、どれでも好きなだけ飲んでいいぜ」

「ああ、これか」

　と、ユリウスが手を出そうとするので、フレデリカは慌あわてて彼の手を押さえた。

「なんで飲もうとするの!?」

「だって、喉のどが渇かわいたから」

「喉が渇いたからって、得体のしれないものを飲んでは危険よ！　シュルツさんも、意地悪しないでください。わけのわからない、こんな薬みたいなものを勧すすめるなんて」

「わけはわかってる。右みぎ端はしから、物忘れの薬、惚ほれ薬、眠ねむり薬、毛生え薬に、毛の抜ける薬」

「毛なんか抜けたら大だい惨さん事じです！」

　青ざめてユリウスの前から小瓶をかき集めながら、フレデリカは不思議に思って訊きいた。

「そういえば、ユリウス。どうしてここに来られたの？」

「君が宮きゆう殿でんから放ほうり出されたと知ってね。僕の部下に訊いたら、君はシュルツとともにコーゼル村に行ったと言うから。準備を整えてから追いかけて、シュルツの家を捜さがし出したわけだよ」

「でも、なぜわたしのことをフレデリカと信じてくれたの？　誰も信じなかったのに」

　イザークを誘拐犯と勘違いしていたが、ユリウスは最初から、フレデリカがグレーテルの体に憑依していることは認めているようだった。

「君は寝しん室しつに飛びこんできたときに、自分はフレデリカと名乗った。それだけなら僕も信じなかったけれど、君は、あの開かずの簞たん笥すをちらちら気にしていたからね」

　彼は自分の観察眼の鋭するどさを褒めてもらいたそうに、胸を張った。

「え？　え？　開かずの簞笥？」

　小瓶をかき集めていた手が止まる。

「あれは、フレデリカしか知らないことだよ！　あの中にぎっしりとそら豆……！　むぐぐ」

　ユリウスが言わんとしていることに気がついて、フレデリカは彼の口を両手で塞ふさいだ。ユリウスは恐おそろしいことに、そら豆人形の存在を知っている。血の気が引いた。

　鋭い小声で、焦あせって囁ささやく。

「なんで、あの簞笥の中身を知っているの!?」

「愛の力だよ」

「具体的にはどんな愛の力!?」

「暇ひまがあれば、君の寝室をオペラグラスで覗のぞいていたから。君があれをベッドの上で繕つくろってニヤニヤしている不気味な姿を、度たび々たび目もく撃げき……ぐぅ」

　フレデリカの両手で塞がれて、もごもご喋しやべっていた彼の口を、更さらにありったけの力で押さえ込んだ。

（物忘れの薬はどれ!?　今すぐ、彼の口にそれを突つっこみたい！）

　悪あく趣しゆ味みを知られた恥はずかしさに耳まで赤くなったが、それ以上に聞き捨てならないこともある。

「寝室を覗き見するなんてことは、愛の力ではなく変態行こう為いよ！　でも涙なみだを吞のんで見み逃のがすから！　だから、そら豆の『そ』の字も口にしないで！　お願い！　王国の威い信しんが崩ほう壊かいする！」

　低く脅おどすように囁くと、このままでは窒ちつ息そくすると思ったのか、ユリウスはこくこく頷うなずいた。

「なにしてんだ、あんたたち」

　不ふ審しんげにイザークが眉まゆをひそめるので、フレデリカは微び笑しようで取り繕いながら着席した。

「彼が、わたしをフレデリカと信じてくれた根こん拠きよを確かく認にんしただけです。ねぇ、ユリウス」

「そうだよ」

　けろりとユリウスは答える。悪気もなければ、戸と惑まどいもない。あっぱれだ。

「それで君は、どうやってフレデリカを元に戻もどすつもりだ？　シュルツ。ちょいちょいっと、魔ま法ほうを使って直すのかい？　バネ仕じ掛かけの人形を直すみたいに」

「魔術は万ばん能のうじゃないし、そんなに便利なものじゃない。使える術を、状じよう況きように応じて利用するだけだからな。だからどんな術を利用するかを見み極きわめるのが、魔術師の器量だ」

「昔話みたいに、杖つえを振ふったら元通りではないのかい？」

「生あい憎にく、魔術師にはカボチャの馬車を作ったりする、突とつ拍ぴよう子しもない術はない」

「なんだ。じゃ、君は魔法使いのお婆ばあさんよりも役立たずだね」

　笑顔のユリウスに、イザークが氷のような視線を返す。

「爽さわやかに喧けん嘩か売ってんのか？」

「ユリウス！」

　もう一度、正直者の口を両手で塞ぎ、フレデリカは背中に冷や汗あせを感じながら慌てて謝罪した。

「ごめんなさい、シュルツさん！　魔術師が昔話の魔法使いと同じじゃないのは、よく知ってます。魔術師が得意とするのは、異界の者、すなわち悪あく魔まや死神や死し霊りようや精せい霊れいと交信し、その影えい響きようで生じた現象に解決策を導き出すことですものね。あとは人間の魂たましいに働きかけて、人の記き憶おくを操あやつるとか、精神を混乱させるとか、そんなことで。それを応用した呪じゆ詛そも……」

　と、そこまで喋ると、イザークがとんでもなく不審げな表情なのに気がついた。

「めちゃくちゃ詳くわしいじゃねぇか、あんた」

（しまった！）

　うっかり漏もれ出る豊富な知識が、恨うらめしい。

「い、いえこれは。先ほど言いました、たまたま貸してもらった本の中にあった知識の受け売りで。それで、今回はどのようにして解決を？」

　促うながすと、イザークは「まあ、いい」と言って、立ちあがった。フレデリカの知識に突っこむことは止やめて、話を進めてくれるようなので正直ほっとした。

「この混乱は、死から生じている。落馬したフレデリカ殿でん下かは、死んで当然だったはず。馬に蹴けられたグレーテルもそうだ。だから死を操る者、死神を呼び出す術を使う。死神を呼び出し、混乱の原因を聞き出す。混乱の原因が死神なら、解決策も死神が知っているはずだ。そのためには、当事者の協力が必要だ。当事者とはあんただ、フレデリカ殿下」

「わたしは、なにをすればいいのですか？」

「俺と一いつ緒しよに魔ま法ほう陣じんに入り、死神と会話してもらう。死神は死に関かかわる当事者には、事実を打ちあける義務がある。だからあんたが直接訊く必要がある。ただし、魔法陣に入り魔力を使うことで、あんたの中にある、ちょっとした記憶が消える可能性がある」

「例えば、どんな？」

　死神。死を司つかさどるその存在と向き合うことは、さすがにフレデリカでも恐ろしかった。

「たいしたことじゃない。昨夜食った飯の内容とか、誰だれかと交かわした会話とか。そんなものだ」

「大だい丈じよう夫ぶ？　フレデリカ。もとはといえば、僕が君を遠乗りに誘さそったからだ。代わりに僕が魔法陣に入ってもいい」

　心配顔で、ユリウスはフレデリカの手を握にぎる。

「当事者しか無理だそうよ。気持ちは嬉うれしいわ、ありがとうユリウス。しかもこれは、あなたの責任ではないから。わたしの責任だから」

　緊きん張ちようしながらもフレデリカは立ちあがり、ユリウスの手をやんわりと離はなさせた。

　魔法陣へと歩みを進める。

（国王陛下の命令を拒きよ否ひすることができず、気乗りしないのに馬に乗ることを選んだのは、わたしだもの。拒否出来なかったは、言い訳にならない）

　従順であれと、フレデリカは教えられ続けていた。

　けれどこんなおかしな混乱に巻きこまれてみれば、あの時拒否するべきだったと思う。身体能力が低いフレデリカは、遠乗りに向く人間ではない。それをわかっていながら拒否出来なかったと言うのは、単なる言い訳だ。拒否しなかったのは、きっと自分の怠たい慢まんなのだ。叱しつ責せきされることや失望されることを恐れた、怠慢の結果だ。

　円形の魔法陣の中心には、大きく六ろく芒ぼう星せいが描えがかれている。その六芒星の頂点に一つずつ赤色の蠟ろう燭そくを置き、イザークはそれに火を灯ともす。

「来い」

　促す所作に導かれ、フレデリカは魔法陣の中心に踏ふみこんだ。

　ユリウスが思わずのように立ちあがり魔法陣に駆かけ寄ろうとするが、イザークは目線でそれを制し、人差し指を唇くちびるに当てる仕草をした。沈ちん黙もくを要求したのだ。

「あの、シュルツさん」

「イザークでいいさ、殿下。シュルツと呼ばれると、ロートタールを思い出して集中できない」

「わかりました。……イザーク」

　躊躇ためらいながらも名を呼んだ。少し、どきどきした。オペラグラス越ごしに見つめていた地じ獄ごくの番犬と間近で見つめ合い、彼の名を呼ぶ。今朝には、こんな状況を想像もしなかった。

　大おお海うな原ばらを渡わたるわけでも、高い山を征せい服ふくするわけでもない。しかしフレデリカ王女として、天使宮で硬かたい殻からに閉じこめられていた自分にしてみれば、こうやってここにいるのは冒ぼう険けん物語そのもののようだった。

　未知の世界に踏みこんだという意味では、きっとこれは否いや応おうなく自分に課された冒険だ。

（わたしは、なにもできない）

　今日一日で嫌いやというほど味わった。自分という者の、なんと無力なことか。

（けれど、これがわたしに課された冒険なら、可能な限り力を尽つくしたい。そして力を貸してくれる人には、真しん摯しに向き合って感謝するべき）

　それが今の自分に力を貸してくれる人に対する最低の礼れい儀ぎで、今の自分が持てる、最高の矜きよう恃じだ。気弱で人見知りでも、人として守らなければならないことは知っている。

　死神と対面する恐ろしさよりも、すこしだけ決意の方が勝まさっていた。

「わたしも、フレデリカとお呼びください。こんな状況で殿でん下か扱あつかいされるのは、空むなしいです」

　そしてひと呼吸置き、深く頭を下げた。

「どうか、あなたの力を貸してください。イザーク」

　イザークは、頭をさげたフレデリカに驚おどろいたように目を瞬またたく。フレデリカが顔をあげると、

「わかったよ」

　彼の顔に、少し面おも白しろそうな色が走る。しかしすぐに表情を改め、

「はじめるぞ。殿下……じゃないか、フレデリカ。手を貸せ」

　手を差し出すと、イザークは自分の掌てのひらに彼女の掌を載のせる。

　イザークは空いている左手で自分の唇に触ふれ、目を半眼にする。

「我、湖水の魔ま術じゆつ師しの血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全すべての精霊と契けい約やくする者」

　彼がそう呟つぶやくと、握られた手を通し、悪お寒かんのようなものが流れ込んで背筋を駆け抜ぬけた。

　閉め切った室内で風もないのに、イザークの銀の髪かみが、さわさわと微かすかに揺ゆれている。

　蠟燭の炎ほのおの揺らめきが増す。

　イザークが目を開きフレデリカを見つめた。その瞳ひとみの色に息を吞のむ。本来は薄うす紫むらさきのはずの彼の瞳の虹こう彩さいが、アメジストのような輝かがやきを秘ひめた鮮あざやかな紫になっている。

（魔術師）

　ぞくぞくするのは、重ねた手を通して流れ込む魔術の力のせいばかりではない。

（なんて仄ほの暗ぐらくて、美しい）

　魔術師の佇たたずまいに魅み了りようされる。

　唇に当てていた手を離すと、人差し指と中指の二本を立て、宙に六芒星を描く。描き終わると、魔法陣の円周がぱっと青白い光を放った。円周が、熱のない青い幻まぼろしの炎に包まれた。

　二人の頰ほおに青白い影かげが揺れる。

「召しよう喚かんする。湖水の死神ジークフリート」

　静かにイザークが告げた。

　次の瞬しゆん間かん、真冬の森を吹ふき抜ける風音のような、甲かん高だかい音が二人の周囲を取り巻いた。皮ひ膚ふが斬きり裂さかれそうな鋭するどい音に、思わずフレデリカは目を閉じ、身を縮めてしゃがみ込もうとした。だがイザークが握った手に力をこめ、勇気づけるように強く引く。

　フレデリカは目を開くと、おそるおそる腰こしを伸のばす。

「大丈夫だ、奴やつが来ただけだ」

　イザークは、重ねていたフレデリカの手を離した。

「来た？　死神が？」

　幻の青い炎に囲まれた魔法陣の内部を見回す。しかしイザーク以外の姿はない。

「死神の名前はジークフリートだ」

「名前があるんですか？　ジークフリート？」

「呼んだ？」

　突とつ然ぜん、フレデリカの耳元で涼すずやかな少年の声がしたので、わっと悲鳴をあげてイザークの背中に隠かくれた。しかしやはり誰の姿もなく、フレデリカは身み震ぶるいした。

「姿が、見えないのですね」

「そうそう」

　またもや耳元で声がしたので、フレデリカは同じように飛びあがった。けれど最初ほどの恐きよう怖ふ感かんはなく、そろりと自分の耳の辺りを目で探さぐる。

「ジーク。脅おどかしてやるな」

　うんざりした様子でイザークが注意した。するとフレデリカの耳元で聞こえていた声は、ふふふっと笑いながら離れていく。そして軽い調子の少年の声が響ひびく。

「久しぶりだねぇ、イザーク。僕になんの用なの」

「察しはついているだろう。フレデリカ王女と、グレーテル・コールのことだ。おまえが関わってるのか？」

「さあねぇ。教える義務はないよぉだ」

　からかうような声に、イザークは舌打ちしてフレデリカにふり返った。

「あんたの出番だ。あんたがジークに訊きくんだ。奴は死神だ。死神は、死に関わった当事者の求めがあれば答える義務がある。俺が訊いても、奴ははぐらかすだけだ」

「は、はい」

　イザークの背中からそろりと離れると、何度か唇を湿しめらせて言葉を探す。迷っている場合ではない。つたなくとも問うべきだ。死神は、フレデリカの質問にしか正直に答えないのだ。

　どこへ向けて言葉をかければいいのかわからなかったが、適当な場所に向かって話しかける。

「あなたは死神なんですよね、ジークフリート。教えて欲しいことがあります。わたしは、フレデリカ・アップフェルバウムです。グレーテル・コールの肉体に入り込んでいますが、フレデリカです。このおかしな状じよう況きようの原因を、あなた御ご存ぞんじですか？」

「まあね」

　拗すねたような声が、フレデリカの傍かたわらから聞こえる。そこへ向けて重ねて問う。

「原因を教えてください。そしてグレーテルの意識はどうなったのか、教えてください。ついでに、この混乱を元に戻もどす方法を御存じなら、教えてください」

　しばしの沈黙の後、声が響く。

「今日、グレーテルは暴れ馬に蹴けられて死ぬ運命だったんだよ。だから僕は今日、彼女の魂たましいを狩かりに行った。とても難しい狩りだった。だってグレーテルは馬に蹴られて死ぬ運命だから、蹴られたその瞬しゆん間かんに魂を狩る必要があったんだ。その瞬間は、グレーテルを蹴る馬と、馬に乗るフレデリカ王女、そしてグレーテルと、三つの魂が重なるようにして集つどうからね。その三つの魂が重なっている一瞬に、グレーテルの魂だけを狩る。運命がそう決まっているから、そうする必要があった。これがなかなか難しくて。でね、間ま違ちがってあなたの魂を狩っちゃった」

　てへっと、声が笑った。

　一瞬、頭が真っ白になる。今、とんでもなくいい加減な告白を聞いたような気がする。

「ま、間違って？」

「そう。それでね、これはまずいと思って、とりあえず狩ったあなたの魂を放ほうり出して」

「放り出す!?」

「そう。放り出して、グレーテルの魂をずばっと狩ったら、やっとグレーテルは死んだ。けれど安心した隙すきに、空っぽになったグレーテルの体に、放り出しておいたあなたの魂が、するっと落ちて入っちゃった」

「入っちゃったじゃねぇだろう……」

　隣となりでイザークが呻うめく。

「僕も慌あわてちゃって、グレーテルの魂が手から転げ落ちた。そしたらグレーテルの魂は、近くをうろついていた黒くろ猫ねこの体の中に入っちゃった。黒猫はそのまま逃にげ出すし、グレーテルの中には、あなたが入ってるし。あなたの体は、本来死ぬべきじゃないのに魂を狩ったものだから、死の一歩手前の状態になってるし。大混乱だよ。だからうんざりして、そのままにしておいた」

　あまりにも軽々しく語られる衝しよう撃げき告白だ。怒いかりを通り越こして、もはや笑うしかないくらいに衝撃だ。人間の命とは、こんな適当な感じで狩られるものなのだろうか。もし死神の姿が目に見えていたら、いかな大人しく気弱なフレデリカでも、摑つかみかかっていたかも知れない。

「そ、それで……元に戻る方法はあるんですか？」

　絞しぼり出すように問うと、死神はけろりと答えた。

「あるよ」

「どうやって!?」

「今は空っぽのあなたの体に、あなたが触さわればいいんだ。そうすれば、あなたの魂は元の肉体へと吸い寄せられて移る。グレーテルだって、そうだよ。グレーテルの魂が入った黒猫が、あなたの魂が抜けて空っぽになったグレーテルの体に触ればいいだけ」

「そんな簡単なことでいいんですか？」

　要するに、この混乱をおさめるには、まずフレデリカが本来の自分の肉体に触れて元に戻る。そしてグレーテルの体を一いつ旦たん空っぽにして、その空っぽのグレーテルの体に、グレーテルの魂が入った黒猫が触ればいい。そういうことだ。

「この混乱がおさまったら、おまえはまたグレーテルの魂を狩るのか？」

　イザークが訊くと、死神は、はぁっと深いため息をつく。

「もう狩れないよ。この混乱で、運命の流れが変わったんだ」

「それでグレーテルの魂が入った黒猫は、どこにいる」

「知らないし、教えないよぉ」

「見つける方法はないか？」

「残念でした。イザークには見つけられない。グレーテルの魂が入った特とく殊しゆな黒猫だから、普ふ通つうの人の目には見えない。グレーテル自身の肉体の目か、もしくはグレーテルの肉体に入り込んだ経験を持つ、グレーテルの肉体に馴な染じんだ魂の持ち主の目にしか、見えない」

「なるほど。ということは、フレデリカにならば見つけられるわけだ」

「あ、しまった」

　と、死神が舌を出す気配で言う。

「とにかくわたしは、自分の体に触ればいいんですね。元に戻れるのですね」

　再度フレデリカが確かく認にんすると、死神は答えてくれた。

「とりあえずは、触ふれること。その時には王女に必要なものを持ちあわせていて、王女らしくないと駄だ目めだよ。さらに本当の意味で元に戻るためには、本物の王女でなければならない。だってあの体は、王女の器うつわだから」

「それはどういうことですか？」

「言葉どおりの意味」

　王女らしいという点では、フレデリカは問題ない。フレデリカを評して、王女らしくないと言った者は誰だれもいない。誰もが彼女をエーデルクラインの宝石と呼び、王女として認めている。

　簡単だ。自分の体に触れば元に戻れるならば、今すぐ宮きゆう殿でんに戻ればいいだけのことだ。

「これで質問には答えたよね。じゃあねぇ、フレデリカ王女。そしてイザーク。また会おう」

　その言葉が終わると、周囲を取り巻いていた幻まぼろしの青い炎ほのおが消え失うせた。

　呆ぼう然ぜんとフレデリカは宙を見つめていたが、徐じよ々じよに嬉うれしさがこみあげる。触れさえすれば、元に戻れるのだ。自然と笑えみがこぼれるフレデリカとは反対に、イザークは難しい顔をしていた。

「驚おどろいたよシュルツ！　なかなかの手品だね！」

　ユリウスが魔ま法ほう陣じんに駆かけ込んできた。

「それでどうだった。元に戻る方法はわかったのかい、フレデリカ」

「ええ、宮殿にあるわたしの体に、わたしが触ればいいだけなの」

「なんだ、簡単じゃないか！」

「いや、そうでもない」

　安易な二人に、イザークが釘くぎを刺さす。

「あんた忘れてないか。今のあんたは、おかしな言動で宮殿を放ほうり出された、台所番のグレーテルだ。そんな娘むすめが、おいそれと宮殿に入れると思うのか？　しかも王女殿でん下かの側そばに？　普通は近寄れない。さらに、あんたが元に戻った後に、グレーテルの奴やつも元に戻してやらないといけない。そのためには、まずグレーテルの魂が入った黒猫を見つける必要がある」

「宮殿にすら、今のわたしは容易に入れないのですね……。でもその前に黒猫を見つけないと。わたしが元に戻っても、グレーテルがそのままでは意味はないですよね。でも、わたしの目にしか見えない黒猫なんて……」

　そこまで口にして、フレデリカとイザークは同時に声をあげた。

「あの黒猫！」

「あんた確か、コーゼル村に来る途と中ちゆうに黒猫がいると言ってたな！　俺には見えなかった！」

　宮殿から放り出された直後からコーゼル村に到とう着ちやくするまでの間に、一いつ匹ぴきの黒猫がついてきていた。その黒猫はフレデリカには見えていたが、イザークには見えていないらしかった。

「あれがグレーテル？　グレーテルが自分の存在を知って欲しくて、わたしについて来ていたのかも。気づいてあげられなかった。なんて可哀かわい相そうなことを……」

「その黒猫は、あんたに話しかけなかったのか？　人の魂が取り憑ついた動物は、普通しゃべれるものだ。あれがグレーテルなら、なぜ自分はここにいると、あんたに訴うつたえなかったんだ？」

「なにかの事情で、しゃべれないのかもしれないですよね。でもあの黒猫がグレーテルなのは、間違いないはずですよね。しかもコーゼル村まで一いつ緒しよに来たのは確実です。彼女は今、コーゼル村にいるはずです。すぐに捜さがします。そして黒猫の彼女を捜し当てたら、宮殿へ戻る方法を考えて、わたしの体に……」

　その時突とつ然ぜん、ぞっとするような事実に気がついた。血の気が引く。

「でも、待って。わたしの体が霊れい廟びように納められてしまったら、二度と触れない。王家の霊廟は葬そう儀ぎが済んだら、漆しつ喰くいで出入り口を固められる」

「王家の人間が亡なくなったとき、葬儀は死後どのくらいで行われる？」

　イザークの問いに、フレデリカは学び覚えた、王家のしきたりを頭の奥から引っ張り出す。

「国王陛下の場合は慣例として七日後。それ以外の者は、死が確定した翌日には葬儀の準備が開始されるはずです。早ければ霊廟への遺体の安置を翌日、葬儀は後日という例もあったはず」

「では今夜君の死が確定したら、早ければ明日あした、君の体は霊廟へ移されるのかい！　そんな」

　さすがに吞のん気き者のユリウスも、青くなった。

　既すでに真夜中だ。夜明けまでに黒猫を見つけ、宮殿に帰るのはきっと無理だろう。

「どうにかして、わたしの葬儀を先延ばしにしないと……」

　しかし葬儀を先延ばしにすることは、今のフレデリカには不可能だ。自分は宮殿に、足を踏ふみ入れることすら敵かなわない。王女という身分がなければ、なにもできないのだと痛感する。

　けれど諦あきらめてしまったら、グレーテルや馬手たちは助からない。

（わたしが駄目なら、わたしの葬儀を先延ばしにできそうな人に……）

　生来の気弱なので、誰かを頼たよることにすら躊ちゆう躇ちよする。しかし今、そんな気弱な躊躇をしていたら手て遅おくれになってしまう。

（頼ろう）

　決意した。情けないこの状じよう況きようが、自分の本当の姿だ。それを拒きよ絶ぜつすることはできない。

「ユリウス、お願い。今から宮殿に帰って、わたしの葬儀を先延ばしにするために、フレデリカは死んでないと主張して欲しいの。大変だと思うけれど、お願い」

　フレデリカの体は、心臓と呼吸が止まり意識がない。しかし肌はだは温かいままだという。医者たちは当然死の判定を下すだろうが、それを聞いても頑かたくなに「生きている」と主張し、周囲が困こん惑わくこそすれ、叱しつ責せきされない者がいれば時間は稼かせげる。

「けれどフレデリカ。黒くろ猫ねこなんてどうでもいいんじゃない？　僕は君が元に戻もどってくれれば良いんだから、今からでも宮殿に」

「いや。それだけは絶対にいや」

　即そく座ざに、フレデリカは拒否した。思わず常にない強い口調で言ってしまったので、言った後にはっとする。ユリウスが気を悪くしただろうかと心配になるが、彼は華はなやかな笑顔だった。

「珍めずらしいね、君がはっきり拒絶するの。いいよ。わかった。僕が君の死を認めさせない」

　気き障ざに片目を閉じる仕草が、様になっていた。

「ありがとうユリウス」

「お礼なんかいいよ、僕は君を愛しているからね。当然のことなんだ」

「そら豆人形のことを知っているのに？」

　こそっと訊きくと、彼は柔やわらかな笑みで答える。

「僕は王女である君の顔が好きなんだ。だから君の中身が変だろうと、僕の愛は変わらない。君のあの美しい顔が微笑ほほえむのをまた見たいから、君が元の体に戻ってくれないと困るんだ。君の本ほん性しようがどれほど残念でも、僕は構わない」

　ちょっと聞くと感動的に聞こえるが、内容を吟ぎん味みするとがっかりする。

「微び妙みようだけれど、ありがとう。わたしはグレーテルの黒猫を、できるだけ早く見つけるから」

「僕は今すぐ宮殿へ戻る」

　常には見せない精せい悍かんな表情でその場に跪ひざまずき、ユリウスはフレデリカの手の甲こうに口づけた。

「まかせて、僕の可愛かわいい王女様。君の体は僕が守る」

　白い歯を見せて微笑み、立ちあがると、ユリウスは身をひるがえした。
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「王女らしくないな、あんた」

　イザークは思わず口にした。

　ユリウスが出て行った扉とびらを祈いのるように見つめていたフレデリカは、なんとも情けない顔で、しかし勢いよくふり返った。

「そんな！　どのあたりが悪かったですか!?」

　意外なほどに激しく反応したので、イザークの方が驚いて腰こしが引けた。

「悪いとは言ってないが。まあ、王族が人に頭をさげるなんてのを初めて見たからな」

「ああ……そうか。あなたやユリウスに対しては、毅き然ぜんとして傲ごう慢まんに『わたくしのために働きなさい』と命じるべきだったんですよね。でも明らかに情けない状態のわたしが、そんなことを……言うべきか……いや、言うべきなのね、きっと……仮にも騎き士し団。臣下だし……」

　己おのれの思考に埋まい没ぼつしたように項うな垂だれて、フレデリカは低くぶつぶつ呟つぶやく。

（こいつ、本当にあのエーデルクラインの宝石か？）

　天使のような、王女の中の王女といった風情ふぜいの美少女の中身がこれだったことに驚きを隠かくせない。気弱そうで遠えん慮りよがちで、自信なげ。特とく殊しゆな知識があって、そして時々言動がおかしい。

　そのくせ的外れではあるが妙みような瞬しゆん発ぱつ力りよくがあり、台所を飛び出して周囲の説得を試みたり、単身宮きゆう殿でんに帰ろうとしたりする。要するに変な女だ。

「以後、気をつけます。できるだけ毅然として傲慢に振ふる舞まいます」

「待て、反省の方向性がおかしい。以後、傲慢に振る舞われても困る。そんなことを気にするより、早くグレーテルを見つけてくれ。あんたにしか見えない黒猫だ。あんたにしか捜し出せない。グレーテルを助けられるのは、あんただけってことだ」

　全すべてがフレデリカにかかっていると言っても、過言ではない。

　この王女殿下がどこまで粘ねばり強くがんばるか、それが問題だ。彼女が投げ出してしまったら、グレーテルの魂たましいはきっと永久に黒猫の中だ。しかし、

「見つけます」

　顔をあげたときだけ、気弱そうな彼女の瞳ひとみに強さが見えた。

「グレーテルを見つけます。必ず、すぐに。今から村の中を捜します」

　フレデリカは、グレーテルを見捨てようとしていない。見捨てるという選せん択たく肢しは、最初からフレデリカの中にないようにすら思える。

（なぜだ？　こいつは王族。貴族の中の貴族のはず）

　傲慢で、平民の命など虫けら同然としか思ってないはずの貴族の姫ひめ君ぎみが、なぜ台所番の少女を見捨てないのか。偽ぎ善ぜんだろうかとも思うが、人目のないところで偽善もくそもないだろう。

（こいつは、馬ば鹿かか？）

　自分だけが助かる方法を選べないほど馬鹿という可能性しか、思い浮うかばなかった。

「あの、なにか？」

　フレデリカが不ふ審しんげに訊く。こいつは馬鹿かと思っていたのが顔に出たかと、一いつ瞬しゆん焦あせる。

「なんでもない。夜中に、一人で外をうろつくのは危ない。行くなら、俺も一緒に行く」

　フレデリカとともに扉に向かいながら、ふと、黒猫は簡単に見つからないような予感がした。

　黒猫はしゃべらなかったと、フレデリカは言った。

　何かのはずみで人間が動物に憑ひよう依いした場合、その動物は人語を理解してしゃべるものだ。昔話に出てくる、しゃべるロバとか、しゃべる蛙かえるなんていうのはたいてい、人間が動物に憑依した結果だ。しかしグレーテルのはずの黒猫は、しゃべらなかった。

　しゃべらなかったのは、どうしてだろうか。それには二つの可能性がある。

　一つは、何かが原因でしゃべることができない可能性。二つ目は、しゃべることができるのに、あえてグレーテル自身がしゃべろうとしなかった可能性。

　厄やつ介かいなのは二つ目の可能性の場合だ。グレーテルが、あえてそうしているとしたら、果たして簡単に捕つかまってくれるだろうか？　それが一番大きな不安材料だ。

　それにもう一つ、気にかかることがある。

（ユリウス・グロスハイムか）

　第一騎士団団長としての彼のことは、噂うわさに聞いていた。面と向かって会話したのは初めてだったが、彼の様子をつぶさに観察していると、解げせないところがある。
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「……ど、どうしましょう……」

　東の空が白みはじめると、フレデリカは徐じよ々じよに平静を保っていられなくなった。石いし敷じきの村の目め抜ぬき通りに立ちつくし、声が震ふるえた。

　夜明けまでイザークと共に村を歩き回ったが、黒くろ猫ねこの影かげも形も見つけられなかった。猫なんて簡単に見つかるような気がしていたフレデリカは、そのことに焦あせっていた。

　しかしイザークは予想していたかのように、無表情に薄うす紫むらさきの空を見あげる。彼の瞳の色と空の色は全く同じだった。

「続けて捜さがせよ。それしかない。俺はこれからロートタールに出勤だからな」

「そんな」と情けない声が出そうになったが、寸前で吞のみこむ。

「だったらせめて、黒猫を捜すこつなんかを教えて頂ければ」

「俺は動物博士じゃない」

「魔ま術じゆつ師しでしょう？　死神を呼び出せるのですから、猫くらい」

「猫を呼び寄せる魔術なんてない。どっかの笛ふえ吹ふきじゃあるまいし」

　フレデリカ以外には見えない黒猫だ。昨夜からイザークがフレデリカと行動を共にしてくれたのは、夜中に女の子が外をうろつくのが危ないから、護衛としてつき添そっていたにすぎない。

　昼間であれば一人で捜すのは当然。イザークがいたところで、彼はなにもできないのだから。

　しかしとんでもなく心細い。その心細さを見み抜ぬいたように、イザークが眉まゆ根ねを寄せる。

「あんた、魂たましい抜けてないか？」

　はっとした。泣き言は言っていられないと、フレデリカは背筋を伸のばして声を張り上げた。

「平気です！　任せてください！　猫の一いつ匹ぴきや二匹や……三匹……四……匹……」

　しかし強がりの最後の方は、恨うらみ節のように徐々に消え入り、どんよりと瞳がよどむ。

　イザークはため息をつくと、フレデリカの顔を覗のぞきこんだ。

「できるだけ早く帰って来るが、俺の協力なんか、たかが知れてる。結局あんたにしか見えないんだからな。グレーテルの両親には、グレーテルは馬に蹴けられた後こう遺い症しようで、俺のこと以外は両親のことすら記き憶おくが曖あい昧まいだと伝えておく。不安にかられて昨夜逃にげ出して来たので、俺の家に預かったことにする。村の連中にも、頭を蹴られて言動が妙だし、ほとんど村のことを覚えていないと言っておいてやる。それに、ほら。手を出せ」

　手を差し出すと、三枚のベルク銅貨を掌てのひらに落としてくれた。

「これでなにか買って食え。それでへこたれず、とにかく黒猫を捜せ。あんたが見つけてくれないことには、グレーテルは救われないんだ」

　救われないの言葉に、ぎくりとする。フレデリカが背負わされているのは人の命だ。

　イザークがくれた三ベルクが、彼のできる最大限の手助けなのだろう。彼もグレーテルが救われることを望んでいる。

　銅貨を握にぎりしめた。心細いと言っている場合ではない。こくりと頷うなずくと、

「よし、いい子だ」

　イザークはフレデリカの頭を撫なでようと手を伸ばした。だが気が引けたように、その手を引っ込める。その動きに、フレデリカの心がちくりと痛む。

（グレーテルは両親に抱だきしめられ、この人にも頭を撫でてもらえる）

　物心ついてからは、誰だれかに抱きしめられた経験はない。頭を撫でられた経験もない。誰もが、王女に対しては節度をもって接していたからだ。

　しかしグレーテルの両親は昨日、フレデリカを抱きしめて慰なぐさめてくれた。それは中身がフレデリカだと知らないからだ。

　今イザークは、見た目がグレーテルだから、思わず頭を撫でようとしたのだろう。だが手を引っ込めてしまった。中身がフレデリカなので、当然、気安く接してくれないらしい。

　がんばれと頭を撫でられたかった。それだけで、もっとがんばれる気がした。

　けれどそれはフレデリカには望めない贅ぜい沢たく。それはグレーテルがするべき贅沢だ。抱きしめられる贅沢、頭を撫でられる贅沢を、このままではグレーテルから奪うばってしまう。それは許されないことだ。

　イザークが去ると、フレデリカはベルク銅貨を握りしめ、いつまでも彼の姿が消えた方向を見つめていた。人通りも未いまだない路みちに、一人ぽつねんと残された。

「……がんばらないと」

　と、呟つぶやくと、それに応こたえるように足元から、にゃーと鳴き声が聞こえた。

　見ると、真っ黒い毛皮に長い尻尾しつぽに金色の目をした黒猫がいた。フレデリカを慰めるように、彼女の足首の間に八の字を描えがいて身をすり寄せている。

　息が止まるほど驚おどろいた。それは昨日、宮殿からついてきた黒猫に間ま違ちがいなかった。

「グレーテル！」

　フレデリカは急いで黒猫を抱だき上げようとしたが、猫は突とつ然ぜん跳はね、フレデリカから距きよ離りを取った。そしてちらっと振り向いたかと思うと、駆かけ出した。

「待って、ねぇ！　グレーテル！」

　黒猫は身軽にとっとと駆けて、路の一角にある、水くみ場の水くみポンプの下にちょこんと座った。フレデリカは興奮と喜びを抑おさえながら、黒猫を脅おどかさないように近づいた。

「ねぇ、グレーテルよね。わたしはフレデリカなの。ごめんなさい。あなたの体に取り憑ついてしまったみたい。けれどあなたに体を返す方法がわかったの。だから一いつ緒しよに来て欲しいの、ね」

　黒猫は理解しているのかいないのか、首を傾かしげる。

「ね、そう、そのままでいて。抱っこさせてね」

　ポンプの真下にしゃがみ込み、フレデリカは黒くろ猫ねこに両手を伸ばす。と、黒猫は飛び跳ねて、ポンプの持ち手の上に飛び乗った。その衝しよう撃げきで、ポンプの口からどっと水が噴ふき出した。

「ぎゃっ！」

　頭から水を被かぶって、フレデリカはその場に尻しり餅もちをついた。水は一いつ瞬しゆん噴き出しただけで止まったが、フレデリカは濡ぬれ鼠ねずみだ。前まえ髪がみから滴しずくがしたたる。

　黒猫はポンプの台座から路へ降りると、つんと尻尾を立てて悠ゆう然ぜんと歩き出す。

　フレデリカは、はっとして立ちあがった。ずぶ濡れだが、かまっていられなかった。

　朝の光に水すい滴てきを飛ばしながら、黒猫を追って全力で駆け出した。

「待って、待って！　グレーテル！」
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　ロートタール監かん獄ごくへ向かって馬を走らせながら、イザークは舌打ちしたい気分になった。

　フレデリカは一晩中、黒猫捜そう索さくのために村の中をほっつき歩き、夜明けまで歩き通した。イザークが出勤すると言った時も、心細げではあったが、捜索を放ほうり出す気配はなかった。

　銅貨を握りしめて頷いたその姿を見ると、励はげましてやりたくて、頭を撫でそうになった。

　頭を撫でようとした、そんな気持ちになった自分に腹が立つ。外見がグレーテルだから、ついつい、ほだされてしまうのだろうか。

（いや、違ちがうな）

　フレデリカの言動が、イザークが知っている貴族連中と、おかしな程ほどにかけ離はなれているからだ。結局、彼女が貴族として規格外だからだろう。

（規格外に馬ば鹿かなのか？　それとも規格外に善良なのか？）

　昨夜からフレデリカと一緒にいたが、さほど馬鹿でもなさそうだった。気弱そうで言動は時々おかしいが、生き真面目まじめなのも見て取れた。グレーテルのことも気にしているというよりは、グレーテルの存在があるからこそ、懸けん命めいになっているようだった。

　フレデリカは、もしかすると規格外に善良なのだろうか。

　ただ、そんなことがあるのか疑問だ。フレデリカは王女で、王族で、貴族の中の貴族だ。それが規格外な存在になることが、あるのだろうか。

（フレデリカは、最初からグレーテルを助けようとしている。自分だけが助かりたい素そ振ぶりは見せなかった。……王族、貴族のくせに）

　なぜあんな王女様ができあがっているのか、不思議でならなかった。
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　数時間後。肩かたで息をしながら、フレデリカは村の中央広場に仁に王おう立だちしていた。

　土つち埃ぼこりの舞まう広場の中心には、村人たちが共同で整備しているらしい花か壇だんがあり、野バラの葉が青々と茂しげり、小さな白い可か憐れんな花をいっぱいにつけている。

　この花壇には、三回頭から突つっこんだ。頰ほおや手は野バラの棘とげで、地味に傷だらけだ。

　濡れ鼠のまま朝から走り回ったフレデリカの髪かみやエプロンドレスは、太陽に照らされて乾かわいた。しかし土埃の舞う中で濡れ鼠で走ったためか、乾いた髪もエプロンドレスもごわごわだ。

（確か、この広場に逃げ込んだのに）

　目をぎょろぎょろさせて、フレデリカは黒猫の姿を捜さがした。

　村人たちはフレデリカの姿を見ると「怪け我がはいいのかい？」「元気になったか？」と親切に声をかけてくれたが、「はい」「ありがとうございます」と、返事するのがやっとなくらい、黒猫を追って走り回った。

　しかし残念なことに、黒猫はフレデリカの目にしか見えていない。彼女が路みちを右往左往し、広場をぐるぐると走り回っているのは、傍はたから見ると正気の沙さ汰たではないらしい。そのため村人たちは、なんとなくフレデリカの周囲に集まりはするが、心配そうに遠巻きに見つめている。

　グレーテルの母親も、そんな様子の娘むすめを心配してやってきた。「家に帰ろう、少し休もう」と言ってくれたが、「大だい丈じよう夫ぶです」と取り繕つくろい、なんとか引き取ってもらった。

　そして一つ、グレーテルの母親との会話で判明した衝撃的事実があった。昨夜、フレデリカは憧あこがれの山さん賊ぞく料理っぽい料理を振ふる舞われ、お腹なかいっぱいに食べたらしいのだ。そのことをすっかり忘れていることに愕がく然ぜんとした。それは死神を呼び出した代だい償しようとして、記き憶おくをなくしたに違いない。仕方ないとも思ったが、心底残念で、涙なみだが出そうだった。

　山賊料理はフレデリカの憧れだった。生しよう涯がいに一度は食してみたいと、暗い図書室の片かた隅すみで、うっとり夢想するほどに憧れていたのだ。

　しかし山賊料理を惜おしがっている暇ひまは、あまりなかった。黒猫は難敵だった。

　黒猫は唐とう突とつに顔を見せるのだが、フレデリカが気づいて追い始めると、すぐに見失う。見失うと、またすぐに現れる。その繰くり返しだ。

　そして、さすがのフレデリカも薄うす々うす感じ始めた。

「……わたしは、からかわれてる」

　黒猫は、確実にフレデリカをからかっている。

（でも、なんでそんなことするの───!?）

　声を限りに叫さけびたかったが、一人で喚わめいていたら恥はずかしいと思い声を吞のみこむ。

「いない……。また、隠かくれた」

　広場を離れ、足を引きずりながら歩いていると、香こうばしい匂においがした。

　見ると通りに面した店先に、細長いパンの形をかたどった看板がぶら下がっている。三ベルクがエプロンドレスのポケットに入っていることを思いだすと、空腹なのにも気がついた。

　パン屋を覗のぞくと、真っ白い髭ひげの老人が一人、カウンターにパンを並べていた。その老人に声をかけ、三ベルクで買える中で、最も大きなパンを買って紙に包んでもらった。

　店の前に置いてあった空あき樽だるに腰こし掛かけ、かじりつく。

　かじりついた瞬しゆん間かん、歯が欠けるかと思うほど硬かたかった。だが食いちぎると、ふわっと柔やわらかで温かい湯気のたつ、真っ白い中身が現れた。小麦をまぶした硬い外側は、一箇か所しよを食い切ると、後はパリパリと歯ごたえよく香ばしく食べられた。中身がふわふわで温かいのも、フレデリカは初めてだった。宮きゆう殿でんで出される食事は準備が煩はん雑ざつなので、パンも焼きたてのまま出てくることはない。たいがい冷め切っている。

　身に染しみるほどに、パンは香ばしくて美味おいしかった。夢中でパンをかじっていると、背後からずいと木のカップを差し出された。ふり返ると、パン屋の店主の老人だった。

「ミルクじゃ。パンだけじゃ、喉のどが渇かわくじゃろう」

「あ……すみません。でもわたし、お金は、もう持っていなくて」

「金なんかいるかい。サービスじゃ。ほれ、とれ」

　老人はぶっきらぼうに、むすっとしながら言う。じわりと不思議と瞳ひとみが熱くなる。

（みんな親切。みんな、優やさしい）

　一人でぐるぐる村中を走り「見えない黒くろ猫ねこを追いかけてます！」と主張する娘は、どこから見ても変な人だ。けれど村の人々は、見て見ぬふりをして通り過ぎたりしない。必ず「どうした」「なにしてる」と声をかけてくれる。彼らは素そ朴ぼくで飾かざり気がない。

「ありがとうございます」

　受け取って飲み干したミルクは新しん鮮せんで、すっと喉を通り過ぎると爽さわやかだった。

（美味しい。でも、……悪い……）

　カップの底に残るミルクの液面を見おろし、フレデリカは申し訳ない気持ちになる。

　コーゼル村は落ち着いているし、村人も朗ほがらかだ。パンを売る店もあるし、必要なら鶏とり肉にくも食べられる。けれどそれは村が潤うるおっているからではないことは、フレデリカにもわかる。

　パン屋に並ぶパンの種類は少なく、個数も限られている。鶏肉も、それぞれの家庭で飼育している鶏にわとりを殺して食べているだけで、特別な時にしか食べないもののようだ。村人たちは努力して、できうる限り暮らしを楽しもうとしている。

「コーゼル村は、ずっと安あん泰たいですか？」

　訊きくと、老人は目を瞬またたく。

「どうしたんじゃ、急に」

「いいえ、ちょっと。ミルクをただでもらって、大丈夫かと」

「本当になにもかも忘れとるんじゃな、グレーテル」

　老人はフレデリカの隣となりの空樽に腰掛けると、ごつごつした指で自分の顔を撫なでた。

「昔ほど、コーゼルの知識を求めて客も来なくなったしのぉ。村の収入は減る一方じゃが、この村は昔から、他ほかの村に比べて税率が低い。それで持っている感じじゃな。これで税率が上がれば、ケルン村の二の舞まいじゃろう」

　陰いん鬱うつな表情で、老人は視線を地面に落とす。

「ケルン村？　それにコーゼルの知識？　お客ですか？　この村には、なにか産業が？」

「ケルン村は……まあそれは、思い出す必要もないわな。コーゼル村は、占うらない、呪まじない、媚び薬やく毒薬、錬れん金きん術じゆつと、中世からずっと闇やみの商売人たちが集つどう村じゃろうが。今も大半の奴やつが、それで商売をしとる。わしは普ふ通つうのパン屋じゃがな」

「え、では。グレーテル……いいえ、わたしの両親も」

「コールは香こう草そうの調合師じゃな。おまえさん、自分の親の商売も忘れたのか。難なん儀ぎじゃな」

　奇き妙みような村だと、この村に踏ふみこんだとき感じた。村の様子からは経済基き盤ばんが判然としなかったのだ。

　商売人らしい看板を掲かかげた店が極きよく端たんに少ない。そして人通りも、さほどではない。けれど村として成立する程度には、収入がある。それは堂々と看板を掲げるのは憚はばかられる商売でこの村が収入を得ており、なおかつ、客もおおっぴらには訪おとずれないからだ。

（そんな村が存在するなんて）

　イザークは魔ま術じゆつ師しの末まつ裔えいと名乗って、死神を呼び出した。彼が本物の魔術師なのは間ま違ちがいなく、そしてこの村の人々は大なり小なり、怪あやしげな技わざを受け継つぎ商売にしているということなのだ。コーゼル村は、近代の光に駆く逐ちくされようとする中世の英知の、わずかに残った欠片かけらなのかもしれない。

　しかし中世の英知の欠片にすがって生きる村が、経済的に先細りしていくのは当然だ。

　老人も言うように、村は人間らしく生活出来るレベルで、ぎりぎり踏みとどまっているのが現状だろう。

「まあ、色々思い出すまで不便じゃろうがな、グレーテル。ケルナー伯はく爵しやくや、あいつの家令たちには、コーゼルのことはしゃべるなよ」

「ケルナー伯爵ですか？　そんなに悪い人ですか？」

　老人の声に滲にじむ嫌けん悪お感かんに、フレデリカは目を丸くした。

　幼い頃ころから時々声をかけてくれて、時々国外の珍めずらしいお菓か子しをくれる、気さくなおじ様。そんな印象しかない伯爵を、なぜパン屋の主人が忌いま忌ましそうに言うのか。不思議だった。

「悪いもなにも、イザークの件も……、ああ、忘れておるんじゃな、それも。まあそれはイザークに聞け。わしは仕事に戻もどる」

　老人は大きく息をつくと、空になったミルクのカップを手にして店に戻っていった。

　イザークの件とは何のことだろうかと思った時、足首が急にくすぐったくなった。目をやると、黒猫がすりすりとフレデリカの足首にじゃれついていた。

「グレーテル！」

　フレデリカが空樽から飛び下りると、黒猫は一目散に逃にげ出した。その黒猫を追って走りだす。

　黒猫は今度は、一定の距きよ離りをたもって、フレデリカの前をとっとと走っていく。それがまるで誘さそわれているようだとも思ったが、追わないわけにはいかなかった。

　黒猫を追って、いつの間にか村を出ていた。街かい道どうの脇わき道みちに入り込む黒猫を追い、走った。

　息を切らしながらよろよろと走り過ぎた道の分かれ目に、「ケルン」と文字が彫ほられた木製の道みち標しるべが、半分に折られて転がっていた。その道標に、フレデリカは気がつかなかった。

　フレデリカは黒猫を見失わないように、轍わだちが深く残る荒あれた道を進んでいった。
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　ロートタール監かん獄ごくは、かつては王都を守る要かなめとして機能していた城じよう砦さいだった。

　二百年前に建築された城砦は、荒あら削けずりの石を積んだ石造り。石壁かべの大半は青い苔こけに覆おおわれていた。四角張って平たいその全景を遠くから眺ながめると、小高い丘おかの上にうずくまる、灰色の不ふ吉きつな悪あく霊りようめいている。その石造り城砦の一角に、第三騎き士し団の詰つめ所はある。

　詰め所の奥にある団長の個室で、イザークは机に足を載のせ椅い子すに沈しずみ込み、眉み間けんに皺しわを寄せて微び動どうだにしない。

　半開きになった団長室のドアから、団長の不ふ機き嫌げんきわまりない様子を認めて、詰め所にいる団員たちは会話すら遠えん慮りよ気味に声をひそめていた。

「団長はどうした？　昨日リリエンシルト宮に行ってから、機嫌が悪いぞ」

「知らないのか？　団長の幼なじみの娘むすめが、王女殿でん下かの事故に巻きこまれて怪け我がをしたらしい」

「それでなんで機嫌が悪くなる？　まさか団長、その幼なじみに密ひそかに思いを寄せて？」

「そうとしか考えられんだろう」

　名めい誉よ騎士という胡う散さん臭くさい称しよう号ごうを戴いただく第三騎士団の団員たちは、庶しよ民みん丸出しの好こう奇き心しんで、大誤解大会を繰くり広げていた。そして不機嫌なイザークを、扉とびらの隙すき間まから気にしていた。

　団員たちの話し声はまる聞こえだったが、わざわざ訂てい正せいするのが面めん倒どうだ。

　本当ならば仕事を休み、グレーテルの黒猫を捕つかまえるのを手伝うべきだった。しかし今日は囚しゆう人じんの移送が予定されており、団長であるイザークが立ち会う必要があった。

（グレーテルを見つけられなかったら、どうなる。あいつは死ぬのか？）

　それを考えると胃が痛む。しかし結局、イザークが仕事を放ほうり出してフレデリカにつきあったとしても、彼にはなにもできない。彼には黒猫の姿が見えないのだ。

「やぁ！　第三騎士団の詰め所はここだね！」

　突とつ然ぜん、怨おん念ねん渦うず巻まくロートタール監獄に不似合いな、爽やかな声が詰め所に響ひびき渡わたった。

（なんだ!?）

　椅子からずり落ちそうになり、イザークは慌あわてて体勢を立て直して立ちあがった。

　団員たちは驚おどろいて、ぽかんと戸口をふり返っている。

　詰め所のドアが開け放たれ、そこに背中に花を背負っていそうな華はなやかな笑え顔がおの青年がいた。白い軍服には金モールが光り、彼が第一騎士団団長であることを示していた。

「あれは……阿あ呆ほうの第一騎士団長……」

　誰だれかが呟つぶやいたので、近くにいた者が慌ててその口を押さえた。

「突然お邪じや魔まして悪いが、シュルツはいるかい？　彼に用があるんだけれどね」

　ユリウス・グロスハイムが当然のような顔をして詰め所に入ってくるので、イザークは嚙かみつく勢いで団長室の扉を全開にした。

「なんであんたが、ここに来ている！　グロスハイム！　嫌いやがらせか!?」

「君に話があってね。ロートタールにはじめて来たが、湿しめっぽくて薄うす暗ぐらくて、すごい環かん境きようだね」

「お褒ほめにあずかり光栄だ。話があるなら、俺の部屋に入れ。おい、客人だから部屋には近づくなよ」

　最後は詰め所にいた騎士団の連中に告げ、ユリウスを自室へ招き入れて扉を閉めた。

　団長室の室内は、石壁と石の床ゆか。小さな窓が一つきりで、しかも鉄てつ格ごう子しがはまっている。部屋の奥に小さな木製の書類棚だなと本棚と、事務仕事をこなすための机と椅子が一組きりだ。

「君の部屋は、取り調べ室みたいだな」

「なにしに来た、グロスハイム」

「なにって。昨夜からの顚てん末まつを説明するために来たんだよ。まさか人には伝言を頼たのめないし、手紙を書くのも面倒だし。座っていいかい？」

　と、彼はイザークの返事も待たずに、一つきりの椅子に腰こし掛かける。

「面おも白しろいね。なんだか取り調べ官になった気分だ。君は、散々やってるんだよね」

「して欲しいか？　なんなら三日三晩取り調べて、生まれたことを後こう悔かいさせてやってもいい」

「そのうち頼むかな？　まあ、とりあえず昨夜のことだよ。僕は宮きゆう殿でんに帰って、国王陛下に直接お目にかかった。そしてフレデリカは生きていると見なすべきだと、強きよう硬こうに主張してみた」

「あんた一人の主張で、どうにかなったのか？」

「三人いる侍じ医いの一人を買収して、仮死状態という診しん断だんを出してもらった。実際フレデリカの肌はだはまだ温かいし、死後硬こう直ちよくも腐ふ敗はいの兆候もないから、みんな困こん惑わくしているのが正直なところだよ。そこに侍医の一人が仮死状態と判断したら、王女の死を認めたくない陛下や王おう妃ひ様は、心が揺ゆらぐ。結果、七日間フレデリカの様子を見守ることになった。それを過ぎて状態が変わらなければ、死亡したものとすると陛下が決断した」

　数字の七は、エーデルクラインでは物事の良い区切りとされる。建国の守護者が七人だったことに由来するらしい。

「落馬した日を除いて、あと六日間の猶ゆう予よか」

「あと、そうだ。フレデリカの乗った馬に関して、妙みようなことがわかった。あの馬の蹄ひづめには細工がしてあって、人が乗ると、重みで馬が痛みを感じるようになっていたようだよ」

「暗殺計画か？　国王陛下の。シュバルツノイマン党が、暗殺を画策していると噂うわさがあるが」

　イザークは眉まゆをひそめた。暴れた馬は国王の愛馬で、昨日は国王が遠乗りに行く予定だった。しかし急な公務で行けずに、代わりにフレデリカが国王の愛馬に乗っていたのだと聞いていた。

「フレデリカは巻きこまれたのかもね。でも本当のところ、まだわからないね」

　惚とぼけたような笑顔のユリウスを見ると、イザークは少し苛いら々いらした。

（それにしても。こいつは、やっぱり）

　取り調べが仕事のイザークは、相手が噓うそをついているのか惚けているのか、よくわかる。見え透すいたそれをやられると、馬ば鹿かにされているような気さえする。

「それを、やめろ」

「なんのことだい？」

「いつまで続ける気だ、それを」

「だから、なんだい？」

　舌打ちすると、座ったままのユリウスの襟えり首くびを摑つかんで顔を近づけた。ユリウスは驚いたように、目をぱちくりさせる。

「ご希望の取り調べといこうじゃないか、グロスハイム。ずいぶんと手て際ぎわがいいよな？　え？　侍医を買収して仮死状態の診断をさせ、その間に、第一騎士団の部下を使ってか？　フレデリカの事故の原因を調べさせていたんだな。阿呆らしくない手際のよさだ」

「いやぁ、それほどでも……」

「その芝しば居いをやめな。俺には通じない」

　言った途と端たん、ユリウスの笑みが顔からすっと消え、無表情になった。しかしすぐにまた口元が吊つり上がり、皮肉な微笑が浮うかぶ。

「さすがに地じ獄ごくの番犬。君に近づくのは嫌だったんだよ、実は。君はロートタールの責任者で、罪人の取り調べの専門家だからね。人の噓を簡単に見み抜ぬくだろうから」

「それほどでもない。わからない事の方が多い。だから訊きく。馬に細工をしたのは、あんたか？」

「僕ではないよ。知っていたら、フレデリカを馬には乗せなかった。とりあえずその手を離はなしてくれないか？」

　手を離してやると、ユリウスは襟を整えて椅子に座り直した。優ゆう雅がに足を組み、泰たい然ぜんとイザークを見あげる。傲ごう慢まんさすら感じる態度こそ、彼の本ほん性しようだろう。

「いつから僕の芝居に気がついていたんだい？」

「フレデリカを追って来た。その事実だけで、充じゆう分ぶん怪あやしかった」

　フレデリカがグレーテルに憑ひよう依いしたという、突とつ飛ぴな事実。その事実に辿たどり着くのは、イザークのように怪かい異いに対して免めん疫えきがあり、なおかつグレーテル本人のことをよく知っている者にしか無理だろう。

　しかしユリウスは事実に辿り着いた。

　生死の判然としない奇き妙みようなフレデリカの体と、フレデリカと名乗るグレーテルの存在。他にも多少はあったかもしれない。それらの事実を吟ぎん味みし、消去法で可能性を消していき、残った答えに彼は辿り着いた。残った答えは、どれほどありえないことのように思えても真実だ。その冷静な判断ができる男が、阿呆だとは思えない。

「なんで阿呆ぶってる？　疲つかれるだろう」

「それほどでもないよ。明るく振ふる舞まうのは性に合っているからね。しかもこの芝居のおかげで、誰も僕を警けい戒かいしない。守護者として、フレデリカを守り続けるにはうってつけだ。僕は彼女を守ることが使命だ。彼女が血筋と顔だけがとりえの王女殿下でも、王女であるという事実は変わらないからね」

「可愛かわいいフレデリカと呼んでいる、愛いとしい女に対する言いぐさには思えないな」

「フレデリカは、顔は可愛いよ。そして守るべき王女殿下としては、大切だ。大切という意味で愛しいと言える。ただ本当の意味で愛しているかと言われれば、否いなだね。彼女が、僕が心を捧ささげて愛しいと言えるほど立派な王女に成長すれば、別だけれど。今の彼女は守るべき人というだけで、愛を捧げる相手ではない」

「なんとも信用ならない守護者だな」

　鼻で笑うと、ユリウスは小首を傾かしげる。

「そうかい？　ことフレデリカに関しては、僕ほど信しん頼らいできる人間はいないよ。僕はいずれ六公こう爵しやくの一人として王家を支える。エーデルクラインの守護者となる義務を知っているからこそ、王国そのものである、王になる予定の王女は守り通す。その王女が賢かしこくとも、愚おろかであろうともね。君こそ、僕からすれば信用ならないよシュルツ。君はなぜフレデリカを助けた？」

「助けたいのはフレデリカじゃない。グレーテルと、この一件に巻きこまれた馬手たちだ」

　フレデリカは、おまけだ。彼女ががんばってくれないことにはグレーテルたちも助からないから、手を貸しているにすぎない。

「なるほどね、君は自分の周囲の者たちを助けたかったということか。まあ、庶しよ民みんらしい感覚だね。魔ま術じゆつ師しだけど。君の裏の顔には、僕も驚いたけれどね」

　ふふっと笑い、ユリウスは立ちあがるとイザークの肩かたに手を置く。

「信用してあげるよイザーク・シュルツ。助けたい相手は違ちがうけれど、やるべきことは同じだ。お互たがい協力しよう」

「俺はフレデリカと一いつ緒しよに黒くろ猫ねこを捜さがす」

「正直言うと黒猫なんかいなくても、今すぐフレデリカを宮きゆう殿でんへ帰して欲しいんだけれどね」

「それは俺がさせない」

「僕はしびれを切らすかもしれないな。僕はフレデリカさえ助かれば、召めし使いのグレーテルなんか、どうでもいい。そしたら」

「そしたら、なんだって？」

　素す早ばやく拳けん銃じゆうを抜ぬくと、ユリウスの顎あご下に銃口を突つきつけた。

「あの様子じゃ、グレーテルを見殺しにすることを、フレデリカが納なつ得とくしないはずだ。彼女の意思を無視して力ずくで何とかしようとするなら、俺も力ずくで阻そ止しする。俺はグレーテルを見殺しにするわけにはいかない」

「……わかったよ」

　軽く肩をすくめ、ユリウスはイザークから一歩距きよ離りを取る。

「僕は僕の責任を果たそう。君はフレデリカと協力して、一刻も早く黒猫を捕とらえてくれ」

「黒猫を捕つかまえた後にフレデリカを宮殿に入れて、危険はないか？」

「暗殺計画が進行しているとすれば、国王陛下の身の安全はなんとも言えない。けれどフレデリカに関しては、巻きこまれただけだ。彼女が二度目の危険にあう可能性は、低いだろう。暗殺犯も放置できないけれど、今はフレデリカをもとの体に戻もどすのが先だよ」

　さらりと手をあげると、ユリウスはまた、いつもの間ま抜ぬけな微笑を見せる。

「じゃあね、シュルツ。ああ、僕の芝居については、フレデリカに言わないでくれ。彼女は小さな頃ころから気弱でね。僕の本性を知ったら、きっと怖こわがって近寄らせてくれなくなるから」

　イザークは拳銃をホルスターに納めながら、ユリウスが軽かろやかな足取りで扉とびらを出て行くのを見送った。騎き士し団の連中が「阿あ呆ほうの団長が帰っていく……」と囁ささやいているのが聞こえた。

（宮殿は魔ま窟くつだな）

　エーデルクライン建国の英えい雄ゆうが従えた七人の守護者。そのうち六人の天使の末まつ裔えいが、現在の六公爵家とされる。

　グロスハイム家は、血のブルーノ天使エンゲルと呼ばれた天使の末裔。

　エーデルクライン建国の英雄王に従った六人の天使は、それぞれに血のブルーノ天使エンゲル、金のゲルト天使エンゲル、月のモンド天使エンゲル、天秤のヴアーゲ天使エンゲル、微笑レツヒのエルン天使エンゲル、本のブーフ天使エンゲルと呼ばれる。

（血の天使。物ぶつ騒そうな名前の天使だ。それが聖騎士とはな）

　古い血筋の一族には時折、先祖返りのような人間が生まれるものだ。

　イザークにしてもそうだ。イザークはこの数百年で最も魔術師の才能がある子供だろうと、両親は度たび々たび口にしていた。建国の英雄に仕え、悪トイ魔フエルと呼ばれた魔術師の再来かもしれない、と。実際彼は七歳にして死神を呼び出し、死を操あやつった。

（何の因果で、ガキの頃に操った死を、また操るはめになるのか。……グレーテル）

　鉄てつ格ごう子しのはまった窓から空を見あげると、初夏の眩まぶしい光が目を射る。

　フレデリカはきっと今、懸けん命めいに黒猫を捜しているだろう。それは間ま違ちがいない。

　ユリウスのような男がいる魔窟で、よくもあんな小動物めいた、善良そうな王女殿でん下かでいられたものだ。もしかすると影えい響きようされるほど、誰だれかと打ち解けたことがないのかも知れない。

　バラの咲さき誇ほこる美しい宮殿の庭で、たった一人芝しば生ふに座りこみ、けれどなぜか、にこにこと楽しげな笑え顔がおでいる小さな女の子の幻まぼろしが脳のう裏りに浮かぶ。

『あの子は、自分が孤こ独どくだということに気がつかないほどに、孤独だった』

　ふとそんな言葉が耳によみがえる。あれは、誰が言った言葉だっただろうか。
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　深く轍わだちが残る道を走っていると突とつ然ぜん、目の前に集落らしき建物群が出現した。

　視界の中に黒猫を捉とらえながらも、フレデリカが思わず足を止めたのは、その集落に漂ただよう荒すさんだ気配のためだった。

「ここ……」

　建物の個数は、ざっと見える範はん囲いで三十ばかり。目め抜ぬき通りとおぼしき石いし敷じきの路みちの左右にハーフティンバーの家が整然と並ぶのは、コーゼル村に似ていた。けれど石敷きの隙すき間まからは雑草が野放図に顔を出している。家々も、明かり取り窓が外れて黒い口をぽっかりと開いているような、一見して空き家とわかるものが大半だ。廃はい村そんという言葉が脳裏をかすめた。

　しかし目抜き通りの一角には、馬が数頭、横木に繫つながれている。そこは店てん舗ぽの出入り口らしく、足元あたりが腐ふ食しよくして泥どろで汚よごれた扉が、開きっぱなしになっている。

（いやな気配……。いやな臭におい）

　人通りがないのに、誰かが息をひそめ、こちらを盗ぬすみ見ているような気がする。しかも空き家の並ぶ路ろ傍ぼうの側そつ溝こうからは、胸の悪くなるような悪あく臭しゆうが漂う。

　踏ふみこむことを躊躇ためらい足を止めたフレデリカを、黒猫はちらりとふり返り、離はなれた場所で立ち止まる。「来ないの？　でも、わたしは行くわよ」そんなふうに言われているような、挑ちよう発はつ的な黒猫の瞳ひとみと目が合った。

　黒猫はふいとまた歩き出し、開きっぱなしの店舗の出入り口に入っていった。

　日が傾かたむきかけていた。集落の屋根越ごしに遠く見える山やま際ぎわが、オレンジ色に染まっている。

（中へ入っちゃった。建物の中なら追い詰つめやすい。でも……）

　本能が危ないと囁いている。ここは危険だ、戻れと。

（でも、時間がない）

　グレーテルがなんのつもりでフレデリカをからかい、こんな場所にまで逃にげてきたのか、理由はわからない。彼女自身も混乱していて、自分がなにをしているのか理解していない可能性だってある。なにしろ猫になってしまったのだから、混乱して当然だ。

　フレデリカにしかグレーテルは救えないのだと告げたイザークの言葉を思い出し、意を決した。フレデリカは早足に、建物の出入り口へ向かった。

「すみません。すこし、こちらにお邪じや魔まを……捜さがしものが……」

　戸口の前に立ち、薄うす暗ぐらい内部へ声をかける。中からは、つんと酸すっぱい酒の臭いがした。外の明るさに慣れた目では見えづらかった内部が、少しずつはっきり見えてきた。

　土間に頑がん丈じようそうなテーブルがいくつか置かれ、そのテーブルに数人ずつ分かれて、男たちが座っていた。男たちの手には、使い古して端はしのよれたカードがある。テーブルの上には木のゴブレットと酒瓶びん。奥にはカウンターがあり、暗い目をした老ろう婆ばが一人座っている。酒場のようだ。

　男たちの視線が、戸口に立ったフレデリカに集まっていた。

　農家ふうの身なりの男もいるし、革かわのベストを身につけた猟りよう師しふうの者もいる。どこかの城に仕えているらしい、簡素な兵隊服を身につけた者もいた。彼らの身なりはまちまちだったが、共通しているのは粗そ野やな表情と、抜け目なさそうな目の光だった。

「捜しものだって？　お嬢じようちゃん。中に入りな」

　戸口近くのテーブルにいた男が、ニヤニヤと笑って声をかけてきた。

「………はい……」

　と、返事をしかけた時に、奥のカウンターの向こうにいる老婆と目が合った。その老婆が、微かすかだが首を横に振ふる。やめておけと、その静かな仕草と目の色から読み取れた。

　それを読み取った瞬しゆん間かん、悟さとった。

（危険なんだ）

　フレデリカは、じりっと踵かかとを後退させる。

「いえ。やはり、……遠えん慮りよいたします」

「遠慮？　遠慮するなよ。捜しものがあるんだろう？」

「いいえ。結構です」

「せっかく来たんだ。ちょっと楽しもうや」

　戸口の近くにいた連中が、カードをテーブルに伏ふせて立ちあがる。すると奥のテーブルから、酔よいが回ったような、ろれつの怪あやしい声が聞こえた。

「そいつ、コーゼルの女だ。見たことあるぞ。あんたら、ケルンの女の味見は飽あきただろう。試ためしてみなよ。おつな味がするかもしれねぇよ。コーゼルの女だからな、魔ま女じよかもしれねぇ！」

　そしてげらげらと、たがが外れたように笑い出す。その笑いに押されるように、男たちが近寄ってきた。

　フレデリカはきびすを返し、駆かけ出した。

（なに、ここは!?　なに!?）

　五、六人の男たちが、笑いながら追ってくる。自分が、とんでもない場所へ誘さそい込まれたことをやっと悟ったが、後の祭りだ。

（なぜ、グレーテルはこんなとこに!?）

　もし彼女が自分のやっていることが理解出来ていないならば、不運としか言えない。だがもし彼女が意図してやったとしたら、それは悪意だろう。

　グレーテルの体は、本来のフレデリカよりも俊しゆん敏びんだ。集落を飛び出し、元来た道をコーゼル村の方へ向けて必死に走る。逃げ切れそうな気がした。しかし男たちはしつこく、集落を離れても諦あきらめる気配はなく、追ってくる。

　街かい道どうへと繫がる分かれ道が見えた。轍に足を取られそうになり、よろめいた。そしてその時、路傍にうち捨てられた「ケルン」という道みち標しるべを認めた。あの集落が、パン屋の老主人が語ったケルン村だったのだと気がついた。そう気がついた瞬間、また足を取られた。

　今度は勢いよく足がもつれ、前のめりに轍に突つっこんだ。運悪く、乾かわききらないぬかるみがあったらしく、フレデリカは全身泥まみれになった。

　すぐに立ちあがろうとしたが、足首に鋭するどい痛みが走った。

　立ちあがれなかった。足を痛めたようだ。

（そんな……！）

　焦あせって顔をあげて、恐きよう怖ふにすくんだ。全身が冷たくなるほど、ぞっとした。

　六人の男たちが、にたにたと笑ってフレデリカを取り囲もうとしていた。

「汚れちまったな。まあ気にすんなよ。すぐに裸はだかにしてやるから」

　血の気が引いた。

（陵りよう辱じよくされる）

　怖こわかった。けれどそれよりも、嫌けん悪お感かんで吐はき気がした。気持ちの悪い嫌悪感が胸の中に一いつ杯ぱいになると同時に、それと同等の激しい怒いかりがわきあがる。

（卑ひ劣れつ。卑劣きわまる）

　弱い女を男六人で取り囲み、乱暴しようというのだ。

（この体は、グレーテルのものなのに！）

　自分が取り囲まれているという事実に対する恐怖より、弱い少女を取り囲む男たちの下げ劣れつさに怒りを覚える。自分の体が、今、自分のものではないと知っている。だからこの体は、絶対に守り通さねばならない。それを知っているからこそ、怖がってばかりいられなかった。

（なんとか、なんとか、しないと!!）

　男たちがにじり寄ってくる。

「近寄ることは、許しません！　お下がりなさい！」

　男たちを睨にらみつけ、精一杯威い嚇かくした。その気き迫はくと声に、男たちは一いつ瞬しゆん動きを止めるが、すぐに大声で笑う。

「こりゃ、お姫ひめさんみたいな口をきくじゃねぇか」

「お下がりなさい！」

　座りこんでいる泥どろの中を探さぐり、手に当たった棒きれを構え、膝ひざ立だちになる。足首はずきずき痛んだが、構っていられない。なんとかして彼らを遠ざけ、逃にげなければならない。

　絶望的なのは薄うす々うすわかっている。けれど諦めようとは思わなかった。諦めてしまったら、陵辱されるのはグレーテルの体だ。きっと自分の精神も同時に穢けがされる。怖いし、絶対にいやだ。しかし自分が不本意ながらも借りている体が穢されるのは、もっと我が慢まん出来ない。

「お下がりなさい！」

　棒を構えたまま、足首の痛みにも構わず、彼らの包囲を突っ切ろうと跳はねるように立ちあがり走った。しかし簡単に進路を塞ふさがれ、方向を変えようと足首に力を入れた瞬間に激しい痛みが来て、膝が折れる。すると手首を取られ、棒きれが奪うばわれた。

「お放しなさい！」

「お姫さんごっこしようぜ、なぁ」

　げらげらと笑われ悔くやし涙なみだがあふれたが、声を限りに叫さけんだ。最後まで、わずかでも、こんな卑ひ怯きような連中に屈くつ服ぷくしたくなかった。屈服することは、グレーテルを守ることを放ほう棄きすることだ。だから屈服出来ない。

「お放しなさい！」

　次の瞬間、何かが弾はじけるような乾いた鋭い音がこだました。

　その音を、フレデリカは耳にしたことがある。銃じゆう声せいだ。

　フレデリカを捕とらえていた男がわっと声をあげ飛び退のき、フレデリカを突き放した。六人の男たちが焦って身構える間もなく、立て続けに銃声が響ひびき、それぞれの足元の石が弾け飛ぶ。

　フレデリカは泥まみれで地面にへたりこみながら、銃じゆう弾だんが飛来した方向へ目を向ける。

　刷は毛けで野いちごのジャムを空にのばしたような、夕焼け空が街道の上に広がっていた。それを背景に立つ人は、逆光で黒い影かげに見えた。黒い悪トイ魔フエルさながらに。

　薬やつ莢きようを一気に地面に落とし、素す早ばやく弾たまを入れ替かえたその人は、さらに男たちの足元に銃弾を撃うち込んだ。立て続けに撃ち込まれる銃弾に男たちは声をあげ、足をぴょこぴょことあげて、フレデリカから遠ざかる。

　二度、三度、弾を入れ替え撃ち続けながら、彼はフレデリカに近づいてきた。そしてフレデリカの前まで来ると、怒りをこらえるように口の端はしを吊つり上げて笑うイザーク・シュルツの、冷れい酷こくで綺き麗れいな顔がはっきり見えた。

「踊おどりな、下げ卑びども」

　イザークは歯ぎしりするように言うと、さらに撃ち続けた。

　男たちが悲鳴をあげ、無様に弾を避よけ、背を向けて駆け出す。イザークはとどめとばかりに、彼らのうちの一人の太ふと股ももに一発命中させた。よろめき倒たおれた仲間を引きずり、男たちは逃げた。

「……イザーク……あ……ありがとう。ありがとう……」

　助かった安あん堵ど感かんよりもまだ、恐怖と緊きん張ちよう感かんが体を支配している。フレデリカの声は震ふるえていた。自然と涙があふれた。泥の中に浸ひたっている膝も、がくがくと震えていた。

　イザークは拳けん銃じゆうをホルスターに納めると、フレデリカの前にしゃがみ込む。

「この、馬ば鹿か」

　ぺちっと軽く、頰ほおを叩たたかれる。

「なんでこんな場所に来た。俺が帰り道にここを通らなかったら、どうなっていたと思う」

「すみません……黒くろ猫ねこが……ここに。だから……」

「グレーテルが？」

「でも、……見失って」

　眉まゆ根ねを寄せ、イザークは暫しばし考える素そ振ぶりをしたあとに呟つぶやく。

「まさか、わざとか？　グレーテル……俺がここを通る時間を計算したのか」

「……計算？」

　フレデリカはグレーテルの黒猫に誘われるようにして、ここに来た。彼女はなんの意図もなく、この場所に逃げたのかもしれない。そうだとすると、フレデリカに降りかかった危機は偶ぐう発はつ的なもの。

　だがグレーテルがなんらかの意図で、ここにフレデリカを導いたとしたら。フレデリカに降りかかった危機は、グレーテルの悪意。しかしそうだとしても腑ふに落ちないのは、こうやって自分が危機を免まぬがれた事実。あの状態であれば普ふ通つう、助かる道はなかったはず。

　しかしロートタールから帰き還かん途と中ちゆうのイザークが通りかかったために、難を逃のがれた。

　偶然にしても都合が良すぎる。イザークは「計算」と口にしたが、もしイザークの出現までも計算に入れグレーテルが行動したとしたら、彼女の目的はなんだろうか。

　自分自身の肉体の安全を保ちながらも、その肉体に取り憑ついているフレデリカを怖がらせ、痛めつけたいのだろうか。

（怒おこっているの……？　グレーテル……？　わたしを、怒ってる？）

　男たちに囲まれていた恐怖と、その危機を逃れた安堵感と、グレーテルの不可解な行動への疑問で、目め眩まいがしそうな程ほどに混乱した。

　イザークはため息をつく。

「なんのつもりだ、グレーテルの奴やつ。とりあえず帰るぞ。話はそれからだ」
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　フレデリカはイザークにおんぶされ、家の扉とびらを潜くぐった。

（心の底から……恥はずかしい）

　男性の背中にしがみつき、あまつさえ尻しりの下を腕うでで支えられるなど、フレデリカにとっては未知の体験だ。幼い頃ころから、こんな格好はしたことがない。とんでもなくはしたない格好に思えるのだが、イザークはいたって普通の顔をしている。

　本当なら心から遠えん慮りよしたいのだが、足首の痛みがひどくて、こうされるしかなかったのだ。

　家の中に入ると椅い子すに座らされた。フレデリカは、イザークの腕を摑つかんだ。

「足首の治ち療りようをしてください。わたしはグレーテルを捜さがしに行かないと。あの集落に……」

「またあの連中と鉢はち合あわせしたいのか？」

　問われると、追い詰つめられたあの時の恐きよう怖ふを思い出し背筋が寒くなる。

「あの集落は、いったい……なんなんですか？」

「あそこはケルン村。いや、ケルン村だった、というべきかな。曲芸師や役者を生なり業わいにしている連中の村だったが、五年前にケルナーが村にかける税率を大おお幅はばに上げて以来、食えなくなった。逃げ出す連中もいれば、残る連中もいた。残った連中は、ごろつき相手にいかがわしい商売をするしかなくなって、あの様さ」

「伯はく爵しやくが税率を上げた？　なぜですか」

「労なく高収入を得ているからだとさ。人を楽しませてやる連中が、本人たちも楽しんで、楽してやってるなんて思うのは大おお間ま違ちがいだが。お貴族様には、そう見えるそうだ」

　思わず、眉まゆをひそめていた。

（なぜケルナー伯爵は、そんなことを？）

　昼間、パン屋の老主人が口にしたケルン村はあの集落のことだった。

　そしてコーゼル村もケルナー伯爵の命令一つでケルン村と同様になる、危あやうい安定の中にあるということだ。

（ケルナー伯爵は、村の実情を御ご存ぞんじないのかもしれない。だから、あんな状態を放置されているに違いない。だったらわたしは、あんなひどい状態の村があると知らせなければ）

　しかし。

（でも……知らない、ということがあるだろうか？　もし知らなかったとしたら、領地を支配する者としては失格では……？）

　そんな疑念や、批難の気持ちが湧わき出し渦うず巻まく。フレデリカは強く首を振ふった。

（疑っても仕方ない。確かめて対処しないと。あんな場所があると知ってしまったからには）

　なにをどうすればいいのか具体的には思いつかない。だが、何かできるのではないか。でもそれにはまず、王女フレデリカに戻もどることが必要だ。ケルン村の状態を改善するように、ケルナーに一言釘くぎを刺さすにしても、フレデリカから国王へ進言し、さらに国王からケルナーへと命じられなければならない。

　グレーテルのままでは、どうにもならないのだ。

「ケルン村が危険なのは、わかります。けれどグレーテルはあそこへ行ったんです。だから」

「俺の推測が正しいなら、あいつはもう、あそこにはいないはずだ。とりあえずあんたは、その泥を落とせ」

「ではグレーテルはどこに？　泥を落としてなんて、悠ゆう長ちようなことを言っていられません。わたしの葬そう儀ぎが、いつ始まるか。もしかすると今夜にでも……」

「安心しろ。国王陛下は事故から七日間、様子を見守ると決定を下したらしい。あと六日ある」

「六日？　今日が終われば五日。まだ、五日あるんですね」

　けして長くはないが、少し猶ゆう予よはある。途と端たんに力が抜ぬけた。急に疲ひ労ろう感かんが肩かたと背中にのしかかり、イザークの手を放していた。

　イザークはそのまま鉄オーブンに向かい、火をおこした。井い戸どから水をくみあげ、大量のお湯を沸わかした。そして怪あやしげな魔ま術じゆつ道具がひしめく部屋の最奥に衝つい立たてを立てると、その陰かげに巨きよ大だいな盥たらいを持ち出して置き、湯で満たした。

　なにをしているのだろうと思いぽかんと見つめていると、イザークはフレデリカに手を貸して立たせた。

「歩けるか？」

「少しなら」

　ひょこひょこと歩き出すと、衝立の前まで導かれた。そこでイザークは手を放し、厳しい声と表情で命じた。

「脱ぬげ」

　フレデリカは目を丸くして、イザークをふり返った。

「脱げって!?　何をする気ですか!?」

　王女教育の一いつ環かんで、男女のことは教わった。しかし口で説明されただけなので、何をどうするかはいまひとつ飲み込めなかった。だが、そんなフレデリカの様子を見み抜ぬいたらしい教育係の公こう爵しやく夫人に、『これだけは、覚えておいてくださいまし。どんな貴公子でも、男はみんな獣けもので、突とつ然ぜん、王女殿でん下かに襲おそいかかる可能性があるということを！』と、迫はく力りよくたっぷりに脅おどされたのだ。しかもさっき、野や獣じゆうのような男たちに襲われかけたばかり。

「まさか、あなたが獣に……」

　声を震ふるわせると、イザークの目が白けたような色になる。

「あんた忘れてないか？　今のあんたはグレーテルだ。悪いが俺は、グレーテルが全ぜん裸らでベッドに飛びこんできても、欲よく情じようしない自信がある。はっきり言うと、見たくもねぇ！」

「そこまで言わなくても……ひどい」

　逆の衝しよう撃げきで絶句するも、イザークはびしっと衝立の向こうを指さした。

「わかったらさっさと脱いで湯を浴びろ！　泥どろを落とせ！　つべこべ言ってると、脱がすぞ！」

「は、はい！」

　脅かされ、フレデリカは急いで衝立を支えにし、その陰に回りこんだ。

　だが衝立があるだけの、あけっぴろげな空間で裸はだかになることに抵てい抗こうがある。戸と惑まどっていると、衝立の向こう側からふいに、甘く囁ささやくようにイザークが言う。

「脱がないってことは、脱がして欲しいのか？」

　彼の声の意外な艶つやっぽさに仰ぎよう天てんして、赤面した。

「いい、いやです！　全力で遠慮します！」

　悲鳴をあげ、思い切って自分のエプロンドレスに手をかける。するとその慌あわてた気配を感じたらしく、衝立の向こう側でイザークがくすっと意地悪く笑う。

　脱いだものを衝立にかけると、イザークは衝立の向こう側からそれを取りあげた。そしてかわりに体を拭ふくための綿布と、白い木も綿めんの寝ね間ま着きのようなものを衝立にかける。

　足首の痛みに気をつけながら、盥に入る。疲ひ労ろうした足首に湯の温ぬくみが心ここ地ちいい。しゃがみこんで腰こしまでつかる。湯の中に疲労感が溶とけるような気持ちよさだった。

　盥の脇わきには石けんが置かれていたので、それを手に取り泡あわ立だてる。花の香かおりがする。きっとバラのオイルを練りこんであるのだろう。

　髪かみや顔、全身についた泥を落としていると、衝立の向こうからイザークが訊きく。

「グレーテルを追って、あんたはケルン村に行ったんだったな？」

　衝立越ごしにイザークの声が聞こえるだけで、いたたまれない。彼の声が裸の肌はだに直接触ふれるような気がして、心こころ許もとなくてどうしようもない。おずおずと返事した。

「はい。誘さそわれるように。それにコーゼル村の中でも一日中、からかわれていたような……」

　泡を流し盥から出る。体を拭いていると、イザークが嘆たん息そくした気配がした。

「あいつは、捕つかまる気がないんだな。あんたをわざわざあんな場所へおびき出し、危険な目にあわせるってのは、グレーテルが、あんたを邪じや魔まだと思ってる証しよう拠こだ」

「どうしてですか？　元に戻りたくないんですか？」

「あいつは昔から、何を考えているかわからないところがある。けれどあいつが何を考えていようとも、元に戻ってもらわないことにはな。コールのおじさんやおばさんが、気の毒だ」

　体を拭き終わると、用意してもらった木綿の服を身につけた。すとんと上から下まで繫つながった寝間着だ。それを直接素す肌はだに着る。身につけているのはそれだけなので、なんとも心細い。いつものようにあれこれと体を押さえつけるものがないのは楽だが、いきなり鎧よろいをはぎ取られたみたいだ。裸同然に感じる。

　衝立の陰かげから顔を出すと、イザークが手を貸して椅い子すに座らせてくれる。彼はフレデリカの前に膝ひざをつき、痛めた右足首を覗のぞきこむ。

「外傷はないから、ねんざか、筋を痛めたか。治ち療りようする。いいか？」

「お願いします」

　軟なん膏こうを入れた瓶びんと包帯、添そえ木。それらを持ってくると、イザークはまたフレデリカの前に膝をついた。そしてフレデリカの右足を支えると、自分の膝の上へ載のせる。躊躇ためらいなく膝下まで寝間着の裾すそをめくられて、どきりとする。しかし彼は治療に専念しているだけで、やましい素そ振ぶりはない。

　くいと、イザークがフレデリカの足首を動かす。

「痛っ」

　声をあげると、今度はすこし柔やわらかく、足首を動かされる。

「これは？」

「平気……です」

　ひやりとする軟膏を足首に塗ぬられる。イザークの指が肌を滑すべる感かん触しよくが恥はずかしくて、フレデリカは顔を背そむけていたが、頰ほおが熱くなるのはどうしようもない。男性に素肌を触さわられた経験はない。

　痛みを確かく認にんするように顔をあげたイザークは、フレデリカの表情を見て意地悪く笑った。

「恥ずかしいのか？　男に触れられたことがないな」

「そ、そんなことは……」

　と見み栄えを張ってみたが、真っ赤な自分の顔は隠かくせない。諦あきらめて俯うつむいた。

「……は、初めてです。恥ずかしいです。……簞たん笥すがあったら、入りたい……」

「簞笥？　あんた、本当に入りそうだな」

　イザークはくっと笑うと、指先で、フレデリカの膝下から足の甲こうまでするりと撫なでた。

「ひっ!?」

　蒼そう白はくになって、フレデリカは身をそらした。

「新しん鮮せんだな。グレーテルの顔で、そんな反応されると」

「いじめっ子!?」

「いじめてねぇ。ただの悪戯いたずらだ。そんなに警けい戒かいするなよ。もうしない」

　言葉どおりそれ以上悪戯めいたことはされることがなく、彼はてきぱきと治療をすすめる。

「包帯を固く巻いて固定してやるから、痛みなく歩けるはずだ。二、三日で治る」

　治療を終えると、イザークは難しい顔をして食しよく卓たくの前に腰を下ろした。グレーテルをどうするべきか、考えあぐねているようだった。じっと水すい晶しよう玉だまを見つめている。彼は視線をあげない。

　それをいいことにフレデリカは、食卓に放ほうり出されているアンティークのそら豆人形の方へ、こそこそと手を伸のばしていた。ずっと気になっていたが、もはや我が慢まんの限界だった。疲労が極限で、精神的な支えと癒いやしが欲しくて、もう無理だ。

（そら豆、抱だっこしたい！）

　両手でそっと抱いてみる。

（わぁ、やっぱり可愛かわいい。髪のごわごわ感が、たまらない……。この古びた感じも）

　ふるふるっと、嬉うれしさに身み震ぶるいしたとき、

「おい」

　イザークが声をかけてきたので、慌ててそら豆人形を食卓へ戻もどした。

「なにか!?　わたしは、なにも！　なにも触ってません！　可愛いそら豆なんて、けして！」

　イザークは今やっと顔をあげたようで、不ふ審しんげに眉まゆ根ねを寄せる。

「なにかしてたのか？」

「いいえ、なにも。なにもしてません。それよりもわたしは、黒くろ猫ねこを捕まえないと……」

　と口にしたが、ふと口を噤つぐんで考える。

（一日中追い回して捕まらない猫を、あと五日間、闇やみ雲くもに追い回しても捕まえられる可能性は低い。彼女自身が、そもそも捕まる気がない。元に戻る気がない）

　元に戻る気がないなら放っておけ、とはフレデリカは言えない。崖がけから飛び降りると言い張っている少女を前に、「その気ならどうぞ」と言えないのと同じだ。

「黒猫……追って駄だ目めなら、罠わなを仕し掛かけて待つ……とか」

　思いつきを口にした。するとイザークが意外そうな顔をする。

「ふぅん。たまにはいいこと言うな。いい手だな、それは」

「でもグレーテルをおびき出す罠は、どんなものを餌えさにすればいいんでしょうか？」

「グレーテルが絶対におびき寄せられる方法……ああ……まあ。あることは、あるか」

　何かに思い当たったらしく、彼は憂ゆう鬱うつな表情になった。

「なんですか？」

「あんたが、俺と寝ねればいいんだ」

「……はい？」

　寝る、とは。「はい、お休みなさい」という意味ではないだろう。息を吞のんだ。

「やっぱり獣けもの！」

「違ちがう！　話を聞け！」

　両手で食卓を叩たたき、イザークは立ちあがった。

「グレーテルは昔から、徹てつ底てい的に悪あく魔まのような執しゆう念ねんで俺の恋れん愛あいを邪魔する。俺がその気になって女といると、あいつは絶対に、どこにいても飛んでくる。黙だまって見み逃のがすことは、絶対にない」

「……へ？　恋愛の邪魔？　女の子が男の人の恋愛を邪魔するとしたら、それはグレーテルが、あなたに好意を抱いているからじゃないですか？」

「かもな」

　かもではなく、十中八九そうだろう。なにを惚とぼけているのだろうか。「かもな」と答えた彼の顔は、半分事実を理解しているのに、そんな事実を認めたくないと、感情が断固拒きよ否ひしているようだった。

　しかしグレーテルがイザークに恋こい心ごころを抱いているとするならば、なんとひどい扱あつかいだろう。

「グレーテルを嫌きらいですか？」

　グレーテルの心情を思うと、我がことのように情けない。実際今、自分はグレーテルの姿になっているのだから、なんとなく自分に言われたような気も、しないではない。

「嫌いなわけない。ただあいつは、妹……みたいなもんだから、そういった対象にならない」

「そうなんですか」

　グレーテルの恋心が見事に空回りしているらしいのは、同じ女の子としては気分が沈しずむ。

（グレーテルの気持ちも分かる。この人は乱暴で口が悪いけれど、どこか優やさしいもの。綺き麗れいな色の瞳ひとみに見つめられると、どきどきする。わたしだって……）

　そこまで考えて、自分が当然のように導き出しかけた事実にぎょっとなる。

（わたしだって、って!?　わたしだって、なんなの？）

　耳が熱くなるが、その様子にイザークが不審げに首を傾かしげる。

「なんだ？」

「別になにも！　とにかく、グレーテルをおびき出す必要があるのはわかります。それが一番確実なら、そうするべきで。その、そのために……」

　と口にして、今度は首から上が熱くなる。

「どう思ってるか知らないが、ふりをすればいいんだ。実際あんたに、なにかしようとは思わない。今のあんたはグレーテルだ。俺は天地がひっくり返っても、妙みような気分にならねぇ」

「でもグレーテルが都合よく、その、ふり、を発見してくれるとは限らないですし」

「あいつがわざと逃にげ回っているとするなら、絶対に俺たちの様子をどこかで見ているはずだ。間ま違ちがいない。あいつは、そういう奴やつだ。それで気に入らないことがあれば、三日三晩はうなされるような形相で襲おそってくるぞ」

「……グレーテルって、いったい……」

　グレーテルは、元に戻ろうとする意思はなさそうだ。それだけでも彼女の考えがよく分からないのに、イザークは彼女がとことん抜ぬけ目ない、まるで悪あく魔まの化け身しんみたいに言う。

「あいつは厄やつ介かいな小悪魔だ。だが放ほうっておけない。根は悪い奴じゃないから、あいつがとんでもないことをしていれば、違うだろうと首根っこを捕つかまえて引き戻してやりたい」

　その言葉を聞くと、思わず笑えみがこぼれた。この人は結局、優しいのだと思った。

「乱暴者のくせに、苦労性しようなんですね」

「ほっとけ」

　グレーテルは愛されている。どんな形にしろイザークに、とても大切に思われている。

（ご両親にも大切にされている、イザークにも大切にされている。そんなグレーテルを元に戻さないといけない、早く）

　フレデリカも、きっと父国王と母王おう妃ひには大切に思われているはず。自分もそのために、元のフレデリカに戻らなくてはならない。だがそれは、グレーテルを元に戻してあげたい以上の動機にはならない。それはきっと、愛されていると思いながらも、愛されている実感がないからだった。「本当にそうか？」と問われれば、自信を持って「はい」と答えられないからだ。

　愛されていると「思うこと」と、愛されていると「実感すること」は違う。

　いつも見ないふりをしている感情に気づきそうになり、フレデリカは首を振ふってそれを追い散らして顔をあげた。

「わかりました。ふりとやらをします。どうすればいいですか？」

「俺がリードするから、適当にあわせろ」

　食卓を回りこむと、イザークはフレデリカの傍かたわらに立つ。

「あいつはあんたに気づかれることを警戒して、扉とびらの外か窓の外にいるはずだ。今までの会話は聞こえていないだろうから、俺たちが妙な雰ふん囲い気きになったら必ず室内に入り込んで、近くで覗のぞき見して聞き耳を立てる。好きに話をしていいが、小声で話せ」

「はい」

「ことが進むと、あいつは我慢の限界になって飛び出してくる。そこを捕まえろ。あいつがこの手に引っかかるのは、一回きりだ。二度目が通じる相手じゃない。チャンスは一度だ」

　イザークは意を決したようにフレデリカの肩かたを両手で摑つかみ、正面から向き合う。視線が絡からみ合う。と、彼はげんなりとして呟つぶやく。

「…………萎なえる」

「今の発言、失礼じゃありませんか!?」

「悪い。見た目の問題だ。まあ、がんばるさ。あまり緊きん張ちようするな。それっぽく適当に会話してりゃ、何を話していてもいい。さあ、……気安く触ふれてはいけないと承知してるが、仕方ない。失礼して触さわるぞ、王女殿でん下か」

　最後の一言は揶や揄ゆめいていた。そしていきなり彼は、フレデリカの腰こしを片手で強く引き寄せる。木も綿めんの寝ね間ま着きを素す肌はだに着ただけのフレデリカは、彼の腕うでが触れると、直接肌に触れられたように思えて体が強こわばった。

　イザークはもう一方の手をフレデリカの顎あごに添そえ、上向かせた。綺麗な紫むらさきの瞳が間近にあった。心臓が口から飛び出しそうで、ともすれば彼の腕を振り切って、「ちょっと待って！」と叫さけびそうだ。それが怖こわくて、必死に今の状じよう況きようと別の話題を探す。

「そ、そうでした。わたし、教えてもらいました。コーゼル村の秘密を。この村がどんな仕事を生なり業わいにしている人々の村なのか。驚おどろきました。あなたが魔ま術じゆつで猫ねこを呼べないなら、どなたかそれっぽい技わざをお持ちの方を紹しよう介かいして下さっていれば」

　フレデリカは震ふるえる細い声で告げた。

「特定の猫を呼び寄せる確実な技なんか、誰だれも持っていない。せいぜい気休めの呪まじない程度だ。コーゼル村のことは、あんたは知らなかっただろうが、エーデルクラインでは公然の秘密ってやつさ。庶しよ民みんはもちろん貴族連中だって、毒や呪じゆ詛そを求めてこっそりやって来る」

　答えながらもイザークは、フレデリカの頰ほおに唇くちびるを寄せる。触れるか触れないかの距きよ離りで止めてくれるが、彼の吐と息いきが頰の産うぶ毛げに触れると、背筋がぞくっとした。

　彼の吐息は、相変わらず爽さわやかなハーブの香かおりがする。

「公然の秘密？　けれどパン屋の親切なご主人は、ケルナー伯はく爵しやくにはなにもしゃべるなと」

「ケルナーは知っているからこそ、嫌いやがっている。近代化を拒否する愚おろか者の村だとな。あいつは啓けい蒙もう思想にかぶれてる。シュバルツノイマン党と関かかわりがあるという噂うわさもある。知性派を気取って啓蒙貴族とやらになりたいらしい。まあ、それも時代を生き抜くための方便だろう」

　頰から唇が離はなれると、今度は首筋に唇が近づく。これも触れるか触れないかの位置で止める。

「啓蒙貴族ならば庶民の味方をして、村の人たちに好かれそうですが」

　神と国王が絶対的な権けん威いである、絶対王政。それに対するのが、人間と理性を尊重する啓蒙主義だ。啓蒙主義に理解を示す貴族は啓蒙貴族と呼ばれ、大陸の他ほかの王国では、庶民に支持されているらしい。

「奴は結局、貴族だ。エーデルクラインには、まだ本物の啓蒙貴族なんかいない。奴の啓蒙主義も見せかけだから、俺たちに対する扱あつかいがいいわけじゃない」

　肌の近くで喋しやべられると、腰が砕くだけそうな程ほどに全身が震えた。

「でもケルナー伯爵は、わたしにはお菓か子しを下さる、優しいおじ様です。そんな方が」

「菓子だ？　反吐へどが出るな。王女殿下におべっかか」

　強い嫌けん悪おを感じ、フレデリカは重ねて問う。

「なにか個人的な恨うらみでもあるんですか？　ケルナー伯爵のことはイザークの件があると、パン屋のご主人が」

　一いつ瞬しゆん、イザークが息を詰つめたのがわかった。その反応に、訊きいてはならないことだったのだと悟さとり、はっとする。

「すみません。立ち入ってはならないことだったのでしたら……」

「いいさ」

　突とつ然ぜん、腰を抱だく腕に力がこめられた。そして乱暴に、腰を食しよく卓たくに押しつけられる。

　イザークはもう一方の手で食卓の上にあった様々な物を半分払はらい落とすと、フレデリカを抱かかえ、易やす々やすと食卓に寝ねかせた。彼は膝ひざ立だちで食卓に上り、フレデリカをまたぐ格好で見おろした。

　その体勢に、フレデリカは恐きよう怖ふ感かんを覚える。

（本気ではない、彼は）

　それを知っていても、おののく。紫の瞳ひとみに暗い光が宿っている気がした。

「俺が七つのときに、妹が貴族の馬車に轢ひかれて死んだ。その馬車の所有者はわからなかったが、その馬車がケルナーの城に入ったのを見た奴がいたから、俺の両親はケルナーに訴うつたえた」

　告げられた事実の重さに、フレデリカは息を吞のんだ。

（妹さんが死んだ？）

　フレデリカの両りよう脇わきに、イザークが勢いよく手をつく。その勢いに、心臓が怯おびえて跳はねる。

「奴は馬車の持ち主に心当たりがあるようだったが、答えなかった。そして妹が死んだことも、『身分の相そう違いから仕方がないことだ』と言って取りあわなかった」

「取りあわないなんて、まさか！」

「事実だ。取りあわなかった。馬車の持ち主は、奴が啓蒙貴族として尊敬しているカルステンス侯爵ではないかという噂があったが、確証はなかった」

　ゆっくりと顔を近づけ、イザークは唇と唇が触れるか触れないかの距離で止め、薄うすく笑った。遠目で見れば、口づけしたように見えているだろう。

　イザークはいきなり、フレデリカの両手首を強く握にぎった。

「……痛っ！」

　乱暴に、頭の上に両りよう腕うでをねじ上げられて食卓に押しつけられる。そのふいの痛みに眉まゆ根ねを寄せるが、イザークは口元に冷たい微び笑しようを浮うかべているだけだった。

「それらしくすると言ったろう？」

　怖かった。フレデリカの質問に触しよく発はつされて、彼の中に得体のしれない残ざん酷こくな生き物が目覚めたような気がして、血の気が引く。

「ふりにしてもへたくそだな、あんた。しかめ面つらじゃなくて、いい顔くらいして見せろ。これじゃあ、それらしく見えない。できないなら、本気でするか？　してもいいぞ」

「嫌……そんな……」

「嫌なら、俺を見ろ」

　緊張と恐きよう怖ふで、呼吸は浅く速くなる。それでもフレデリカは懸けん命めいにイザークを見つめる。

　イザークはフレデリカの手首を握った手にさらに力をこめた。指先が痺しびれるほどに痛い。

「それでいい。それで、なんだった？　ああ、カルステンス侯爵だな。カルステンス侯爵は五年前にロートタールに投とう獄ごくされたと聞き、俺は騎き士し団の仕事を求めた。奴やつから真相を聞き出したかったからだ。だから反吐が出るほど嫌きらいなケルナーに頭をさげ、騎士団の採用試験を受ける資格を得た。それでカルステンスを取り調べた。だが奴は、一言も口を開かない頑がん固こな囚しゆう人じんだった。そして口を閉じたまま、数日前に死にやがった」

　囁ささやく声は、まるで睦むつ言ごとのようにも聞こえたし、フレデリカを絞しめ殺そうとする直前の、憎ぞう悪おに満ちた声にも聞こえた。

（ケルナー伯爵が、そんな振る舞まいをした……？　そんな……）

　ケルナー伯爵のことを、お菓子をくれる優やさしいおじ様とイザークに告げた自分が、どうしようもなく愚かしく思える。
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（この人は、貴族というものを憎にくんでいる）

　圧あつ迫ぱく感かんに、フレデリカの呼吸は震える。

「轢れき死し体をみたことあるか？　王女殿下。小さなよちよち歩きの可愛かわいい妹が、悪夢みたいな真っ黒い馬車が通り過ぎた後に、どんな姿に変わっていたか。俺は、忘れられない」

　残酷な事実が胸に突つき刺ささった。

（小さな子供が？　なのに殺した者は、罪をつぐないもせずに？　身分の相違ってなに？）

　ぶるりと小さく体が震えた。それはそんな現実があることへの嫌けん悪お感かんと、恐怖からだった。なぜかしら、ふいに悔くやしいような気持ちが喉のど元もとにせりあがり視界が滲にじむ。

「ごめんなさい」

　思わず口から出たのは謝罪だった。イザークは驚いたように何度か瞬まばたきし、手首を握る力が緩ゆるむ。

　フレデリカは何かが悔しくて、何かが切なくて、ただ許しを請こうように囁いた。

「わたしは、そんなことはなにも知らない。身分ある者がそんなふうに振ふる舞っていると、知らなかった。馬ば鹿かみたいに、教授や本が教えてくれることを頭の中に詰め込むだけで」

　それは懺ざん悔げに近かった。王になるために毎日必死に学んでいると思っていたが、そんなことでは学べないことがある。そしてそれこそフレデリカが知るべきことで、学ぶべきことではないのか。突き刺さるように理解し、そして恥はじた。

　フレデリカの周囲には、ケルナー伯爵のような連中はたくさんいる。フレデリカに対しては、優しく接してくれる人々ばかりと言ってもいい。

　けれど彼らの素す顔がおは、どうなのだろうか。

　王国内で領地を有する貴族は、その土地の全権をゆだねられる。税率決定や罪人の処しよ罰ばつ、国の法律では詳しよう細さいに決定していないたぐいの、細かな決まり。それは国王がその貴族を信しん頼らいしたがゆえに領地を任せるという、中世から続く慣例に則のつとっている。

　しかし領地を支配する者が無能、あるいは悪あく辣らつであったなら、その土地に住む者は苦しみ続けるしかない。国王への直じき訴そなど、一いつ揆きでも起こさない限りは不可能だ。その仕組みは理解していたが、それが実際にどういう現実を引き起こすか、肌はだで感じることはなかった。

「ごめんなさい」

「謝らなくていい。あんたに謝られても、なんにもならない」

　すこし冷静になったらしく、イザークの声が穏おだやかになり、唇を離す。

「それよりも気をつけろ。グレーテルなら、そろそろ限界のはずだ」

　言いながらイザークは体を起こし、フレデリカを抱えて食卓の上に座った。イザークの膝の上に抱かれ、フレデリカは身を縮めた。

「な、なんて格好を……」

「俺の下にいたんじゃ、グレーテルが飛び出したときに自由がきかないだろう」

「でも」

「がたがた抜ぬかすな」

　囁きあいながらも、イザークはフレデリカの頰ほおに手を添そえる。

　その時突然、みぎゃーという興奮した猫ねこの声が、フレデリカの耳に突き刺さった。黒猫が魔ま法ほう陣じんの上を全速力で駆かけ抜ぬけて、こちらに突とつ進しんしてきた。そして食卓へと跳ちよう躍やくした。

「来た！」

　フレデリカが叫さけぶと、イザークが手を離はなす。

「捕つかまえろ！」

　フレデリカの顔面めがけ、黒い鞠まりのように飛びかかってきた黒猫を、フレデリカは顔全体と両手を使ってがっちりと確保した。

　黒猫はみぎゃみぎゃ鳴きながら、フレデリカの顔を引っ搔かく。フレデリカは瞼まぶたを閉じて目を庇かばい、両手でしっかり摑つかんだ黒猫を顔から引き離し、胸に抱え込む。

「捕まえました！　檻おりか、もしくは野や獣じゆうも拘こう束そく可能な、極ごく太ぶとの縄なわを！」
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　暴れる黒猫を、フレデリカはとりあえず縄でグルグル巻きにしたようだった。

　ようだったというのは、黒猫の姿はイザークには見えなかったからだ。極太の縄をフレデリカに手て渡わたした後は、ただ眺ながめているしかなかった。

　フレデリカは悪あく戦せん苦く闘とうした末に、縄でできた鞠みたいなものを作り上げた。一いつ瞬しゆん「おいおい」と思ったが、その縄鞠がごろごろと微び妙みように動くので、それが見えない黒猫なのだと納なつ得とくした。

　肩かたで息をしながら、フレデリカは床ゆかにへたりこんで、ごろごろと動く縄鞠を見おろして鼻の穴を膨ふくらませていた。

「さあ、捕まえたわ。わたしだって、できちゃうんだから。うふっ、…ふふ……」

「とりあえず、よくやったな」

　傍かたわらに膝ひざをつくと、フレデリカは笑え顔がおで顔をあげた。

「やりました！」

「貴族のあんたが俺のような人間相手に、よくあんなことを我が慢まんしたな。そこは感心した」

　正直な感想だった。貴族の姫ひめ君ぎみは相手に身分がなければ、手に触ふれることすら拒きよ否ひするものだからだ。王族の誇ほこり高い王女が、よくそれを耐たえたものだと思う。

「我慢なんて。あなたの瞳は綺き麗れいだし、普ふ通つうに触れあうの全然嫌いやじゃない……」

　と思わずのようにフレデリカは言いかけたが、真っ赤になって自分の口を押さえた。

　意外な告白に、イザークは目を丸くした。

　嫌じゃない、などと言われるとは、思ってもみなかった。さっき睦言のように彼女に囁いた妹の事件は、八つ当たりだったと自分でも思う。問われたので答えたが、口にするとあの時の怒いかりが胸の奥でぶり返し、彼女に当たっていた。

　しかしフレデリカはそれを感じながらも、謝罪した。自らの至らなさを。なぜそんな思考になるのか不思議だったが、そのおかげでイザークの中に沸わき立った怒りが静まったのは確かだ。

（こいつはやっぱり、貴族としては変なんだな）

　規格外に善良で素す直なお。それは間ま違ちがいないらしい。だがどうやったら、王女殿でん下かがこんなふうに育つのか。

　その時、いつ誰だれから聞いたかも思い出せない言葉が、耳によみがえる。

『あの子は、自分が孤こ独どくだということに気がつかないほどに、孤独だった』

　その言葉は、なぜかフレデリカに当てはまるような気がした。

「宮きゆう殿でんで、寂さびしくはなかったのか？　……おまえ」

　思わず訊きいてしまった。突とつ然ぜんの質問にフレデリカは目を瞬またたいたが、それでも真しん剣けんに考える素そ振ぶりをして眉根を寄せて答えた。

「教育係の公こう爵しやく夫人もいましたし、侍じ女じよも。お勉強の教授もいましたし、ユリウスも時々顔を見せていましたし。周りにはたくさん人がいました。どうしてそんなことを、今？」

「周囲に人がいたかいないかなんて、訊いてない。寂しいと、おまえは思っていたのか？」

　わざと「寂しい」という単語を避さけていると感じて再度問うと、

「そんなことを、考えてはいけないから……」

　そこまで口にして、フレデリカは俯うつむく。

　フレデリカは生まれてからずっと、宮殿の中で孤独だったのではないだろうか。

　王女の教育係や侍女は、定期的に入れ替かえられる。それは個人的に王女と親しくなる者が出現した場合、王女に影えい響きようを及およぼす危険があるからだと聞いたことがある。

　王女とは大切に育てられ躾しつけられるが、けして愛情を注がれる対象ではない。

　両親である国王も王おう妃ひも、王女にかまけている暇ひまはないはずだ。貴族連中は王女と親しくなりたがるが、それは教育係たちが警けい戒かいして寄せつけない。

　唯ゆい一いつ近づけたのはユリウス・グロスハイムくらいだったろう。いずれ六公爵を継つぐ者であり、年とし頃ごろも近く、天てん真しん爛らん漫まんなふりをしていたので警戒されなかった。しかし彼も、フレデリカに愛情を注ぐような男ではない。

　誰も彼女と親しくしようとしない、できなかったから、悪意や陰いん謀ぼうが渦うず巻まく宮殿の中で、彼女の周りだけぽっかりと空白だったのかもしれない。

　ぽつんと、一人だったのだ。

　彼女がもし強気な性質であれば、その状じよう況きようを最大限に利用して、とんでもなく傲ごう慢まんで自信たっぷりで己おのれを未来の女王として疑わない、孤独をものともしない強い少女になったはず。

　けれどフレデリカは、生まれ持った性質が善良で気弱だった。だから一人、誰に影響されることもなく本来の性質のままに、すっくりと育ってしまったのではないか。

「フレデリカ」

　呼ぶと、彼女はそろりと自信なげに顔をあげた。

　姿はグレーテルだったが、寂しげで不安げな表情のせいで、まるで別の少女に見えた。

　グレーテルなのに、なぜか可愛かわいらしく見える。さっきまで彼女を押し倒たおして口づけせんばかりに接近していたのに、あの時は欠片かけらもそんなことは思わなかった。

（こいつは貴族だ。王女殿下だ。なのに……、俺は、今？）

　イザークは困こん惑わくし、二人はしばらく見つめ合っていた。

　だが極太の縄鞠がいきなり跳はねて、ドカッとイザークの後頭部にぶつかったので、床に向かって前のめりに倒れた。その衝しよう撃げきで、妙みような困惑は吹ふっ飛んだ。

「……グレーテル！」

　跳ね起きると、イザークは縄鞠をひっ捕まえた。

「大人しくしろ。なんのつもりで逃にげているのか知らねぇが、元に戻もどってもらうぞ」

　ぶんぶん暴れる縄鞠を入れる檻を探すために、ずかずかと物置へ向かう。

　物置を物色しながらイザークは、さっきの会話を思い出していた。

（フレデリカは、寂しいかという問いに答えなかった）

　おそらく彼女の核かく心しんを突つく問いだったのだろうが、それに答える気はないようだ。イザークは、心の底をさらけ出せる相手ではないらしい。当然だろう。いくら善良で、平民相手にも分け隔へだてなく接する規格外の王女でも、本来は高貴な人だ。身分の違ちがう者を相手に、自分の核心をさらけ出すことはないはず。

　結局フレデリカが善良でも規格外でも、イザークとは本当の意味で、打ち解けることも心を許すことも、信じあうこともないのだろう。それが身分であり、立場の違いというものだ。
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　翌日早朝。ユリウス・グロスハイムは鼻歌交じりに天使宮のバラ園を散歩していた。もちろんフレデリカの体を監かん視しするためだった。

　フレデリカの肉体は今、呼吸も心臓の鼓こ動どうも止まっている。ただ肌はだは温かい。侍じ医いたちは交こう替たいで数時間おきにフレデリカを診しん察さつし、彼女の様子に変化がないかを確かく認にんしている。

「すぐに戻ってくれればいいのに。黒猫なんか見つけないで」

　猶ゆう予よはあと五日だ。ユリウスは朝あさ露つゆに濡ぬれた深しん紅くのバラの花を折り取り、香かおりをかいだ。それを白い軍服の胸に挿さし微笑ほほえむと、一人呟つぶやく。

「いっそシュルツを殺してフレデリカを連れ戻すかな？　ああ、駄だ目めだな。もしうまくフレデリカが戻れなかったときには、また彼の力が必要だし。地じ獄ごくの番犬とは、よく言ったものだね」

「団長」

　バラの通路を辿たどって、白い軍服の第一騎き士し団の一人が早足に近寄ってきた。

「命じられた調査を続けていましたら、国王陛下の馬が飼育されている廏きゆう舎しやに、グレーテルという台所番が頻ひん繁ぱんに出入りしていたとの証言を得ました。そしてケルナー伯はく爵しやくが、グレーテルと接せつ触しよくしていた形けい跡せきがあります。ケルナー伯爵の身辺調査も、早さつ急きゆうに進めるべきかと」

「サッキュウ？」

「あ、えっと。そのですね。早く、という意味です」

「うん。そうだな。では君に、お願いしよう！　なにかわかったら知らせてくれたまえ！」

　軽く肩を叩たたいてやると、騎士は敬礼をして立ち去った。

「サッキュウ、ね。早くと言えばいいじゃないか」

　ユリウスは言葉というものが苦手だ。必要に迫せまられれば知略を巡めぐらすことも可能だが、本来、複雑な思考も好きではない。感覚や直感に身を任せる方が好きなのだ。

　彼の思考は単純で、自分が守るべきと決めたものは理由は深く考えずに守るし、邪じや魔まなものは、サーベルで斬きり捨てて歩けばいいと思っている。

　六公爵の嫡ちやく男なんとして生まれ、王を支える天使たれと教えられて育った。それは教えられるまでもなく、フレデリカと出会った瞬しゆん間かんに、自分は未来の王たる彼女を守るのだと直感した。そう直感したのは、先祖から受け継いだ血のせいかもしれない。

　フレデリカの顔は気に入っているが、他ほかはそれほどでもない。しかし彼女が王女であり、未来の王であるからには、守るのだと決めていた。

「グレーテルとケルナー伯爵か」

　二人の繫つながりがなにを物語るのかは、考えるのが面めん倒どうなのでやめた。真相がわかった時に、対処すればすむことだ。胸に挿したバラを再び手に取り、香りをかいだ。

「僕が君の体を守っているよ。僕の可愛い王女様。君はいつ戻ってくるんだろうね」
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　黒くろ猫ねこは、細い鉄製の柵さくを組み合わせて作られた小さな檻おりの中で、つんとそっぽを向いている。

「ねぇ。あなたはグレーテルよね？　お話しできるのよね、本当は」

　フレデリカが問うと、黒猫はにゃーと不ふ機き嫌げんそうに低い声で鳴く。

「どうして喋しやべってくれないの？　あなたの体に入り込んだわたしを怒おこっているから、喋りたくないの？　それとも何か原因があって喋れないの？」

　またもや、にゃーが返ってきた。

　食しよく卓たくの上に置かれた檻を覗のぞきこんでいたフレデリカは落らく胆たんし、天板に頰ほおをつけた。

　明かり取り窓を通して、朝日が射さしこんでいた。食卓の上にある怪あやしげな魔ま術じゆつの道具が被かぶった埃ほこりが、きらきらと光る。食卓の上半分は綺き麗れいになっていた。昨日イザークが、そこにあるものを払はらい落としたせいだ。落とされた道具類はイザークが片付けた。

　昨夜はフレデリカもイザークも、黒猫を檻に入れ終わると安心して眠ねむった。

　フレデリカは家の奥にある寝しん室しつを一つ貸して貰もらえた。ベッドに敷しかれていたのは埃っぽいリンネルのシーツだったが、そんなものを気にする余よ裕ゆうもないほど、すぐに眠りに落ちた。

　今朝、イザークに起こされて目が覚めたとき、彼の顔を間近に見てどきりとした。昨夜、あれこれと触ふれあったことを思い出してしまったのだが、彼は素そっ気なく、なにも感じていないように「飯にするから起きろ」と言って、さっさと居間へ行ってしまったのだ。

（あれは、ただの作戦。あんなことで、どきどきしているのは、わたしだけね）

　イザークは物慣れた様子で、フレデリカに欠片も興味なさそうだ。それはちょっと残念だ。

　美しい地獄の番犬が嫌きらいじゃない。乱暴で、貴族を嫌っているし、素っ気ない。けれど昨夜、「宮きゆう殿でんで、寂さびしくはなかったのか」と訊きいた彼の言葉には、優やさしさも感じた。

　けれど答えられなかった。

　寂しかったのか考えてしまうと、底のない暗い場所を覗いてしまう予感がした。そんなものを覗き込んだら、きっと取り乱す。ましてや自分を助けてくれるイザークに、そんな取り乱した自分をさらして迷めい惑わくをかけたくもなかった。迷惑は今でも、かけ過ぎるほどにかけている。

「グレーテルは喋らないみたいだな」

　訊きながらイザークは、べったりと食卓に張りついているフレデリカの目の前に、皿を置いた。皿の上にはかりかりに焼いた厚切りのベーコンと半熟の目玉焼き、香こう草そうのサラダがのっていた。ぷつぷつと端はしっこが熱を発するベーコンの香りと湯気に、フレデリカは飛び起きた。

「なんですか、これ!?　こんな分厚いベーコンは初めて見ました！　それにこの卵がとろりとしているのは、なぜ!?　あ、わかりました！　ちまたで噂うわさの半熟ですね！　奇き跡せきみたい！」

　宮殿では、上品にカットされたひらひらベーコンしか食卓には上らなかったし、卵は健康のためにしっかりと熱を通したものが出されるのが常だった。

　歓かん喜きにうち震ふるえ、イザークを見あげる。

「これぞ山さん賊ぞく料理ですね！」

　一昨夜、グレーテルの家でも山賊料理っぽい料理を食べたらしいのだが、そのことはすっかり忘れている。目の前の素そ朴ぼくな料理に、喉のどがごくりと鳴る。

「いや、家庭料理。……普ふ通つうに」

　目をらんらんと輝かがやかせるフレデリカに、多少引いているかのようにイザークは答えた。

「これを食べるお作法は、フォークを鷲わし摑づかみにして片かた膝ひざを立て、顔を皿に突っこむようにして食べるのが正しいんですよね！」

　いつぞや宮殿の図書室でこっそり読んだ、山賊生活の知識を披ひ露ろうする。

「そんな作法あるか。それこそ山賊のおやじぐらいしか、そんな真似まねしねぇぞ」

「ではどうやって食べるんですか!?　お作法は!?」

「なんであんたは、そんなに変な知識ばっかり豊富で、変なところにこだわりがあるんだ!?　ごちゃごちゃ言わずに、普通に食え！」

　自分の分も食卓に置くと、イザークもフォークを手にした。フレデリカもフォークを手にして半熟卵を突つついた。とろりと黄身が流れ出した様子に、息を吞のむ。

「ああ……最高に、綺麗。これはまるで黄金の奔ほん流りゆう。神の祝福を受けた高貴な優ゆう雅がさで人の前に出現した、究極の黄色だわ」

「……かなり変な感じで感動をしてるな」

「え？　なにが」

「なんでもない。聞かないでいてやるから、存分に感動しな」

　黙もく々もくと食事をはじめたイザークの髪かみに朝日が射し、白っぽく光る。それに気がついたフレデリカは、暫しばしうっとりと眺ながめていた。睫まつげも白く光っている。綺麗だな、と思う。

　そういえばこんなに間近で誰だれかと食事をとったことが、あっただろうか。

　埃っぽい魔術の道具だらけの食卓で、こうやって誰かの睫を見つめられるほど近くに座って、温かい食事を口にする。今この瞬間が嬉うれしかった。どうしてなのか幸福を感じる。

（毎朝、こうやって誰かと朝食を食べられたら、どんなに幸せだろう。自分を偽いつわることなく、虚きよ像ぞうを演じることなく、大きな責任も義務もなく、ただの女の子として。こうやってグレーテルとして……）

　ゆるゆると、自分の中の幸福感をたぐり寄せるようにして浮うかんだ言葉に、はっとした。

（駄だ目めだ、そんなこと）

　それでは生まれながらに背負った責任を放ほう棄きすることになる。さらにグレーテルの人生を奪うばうことになる。それはけして、フレデリカが選んではならない道だ。

（元に戻もどらなければ。すくなくとも元に戻れば、ケルナー伯爵の振ふる舞まいについて、もっとよく調べて糾きゆう弾だんするようにと国王陛下に進言出来るもの。イザークの妹さんの無念を、晴らせるかもしれない。ケルン村のこともある）

　ケルナー伯爵は単純に、統治能力がお粗そ末まつなだけの人か。それとも悪あく辣らつな人なのか。それすら分からない自分を戒いましめ、厄やつ介かいな幸福感を散らすように、フレデリカはベーコンにフォークを突つき立てた。

「黒猫は喋らない。だが俺には見えず、おまえに見えてるってことは、本物のグレーテルだ」

　イザークはフォークを使いながら、檻に視線をやる。彼の視線は、ふてくされて寝ね転ころんでいる黒猫とは、微び妙みようにずれた位置に向いている。彼には見えていないのだ。

「今日からしばらくロートタールに休きゆう暇かを出しているから、俺も動ける。黒猫も捕つかまえたことだし、おまえが宮殿へ入る準備をするぞ」

「どうしますか？」

「もう一度台所番として雇やとわれるのが、手っ取り早いだろう。馬に蹴けられた衝しよう撃げきで言動がおかしくなっていたが、もう治ったということにしてな。台所番を雇うのは侍じ女じよ頭がしらの権限だ。彼女に再さい雇こ用ようの申し込みをして、条件を満たせば雇われる。簡単な面接と試験がある。グロスハイム公こう爵しやくの命令で放ほうり出されたにしても、公爵へは息子むすこのグロスハイムから根回しさせればいい」

「面接も試験も自信あります」

　むふっと笑うと、イザークは疑うような顔をしてフォークを使う手を止めた。

「面接は礼れい儀ぎ作法、言こと葉ば遣づかい、人ひと柄がらを見る。試験は、料理を作らされるんだぞ」

「……え。試験って、紙とペンでやる、あれでは……」

「台所番は文字が書けるよりも、包丁を使える方が大事だ」

「前言撤てつ回かいします。面接は自信ありますが、試験の自信は皆かい無むです」

「まあ、そうだろうな。だが、やってもらわなけりゃ宮殿へは入れない。しかも猶ゆう予よはあと四日間しかない。今日、侍女頭に申し入れをしても、面接と試験が行われるのは明後日あさつて。採否はすぐに決定するが、明後日採用されて宮殿に入れたとしても、猶予は二日。悠ゆう長ちように構えていられないし、しかも絶対に採用されないと駄目だ。今日明日で、俺が料理をたたき込む」

　言い渡わたされ、フレデリカは姿勢を正して頭を下げた。

「よろしくお願いします」
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「……い、いや。いやです、こんなの……怖こわい、イザーク……いや……あ、いや」

「妙みような声を出すな！」

「すすす、すみません！」

　見るだけで背筋がひんやりする、切れ味鋭するどそうな包丁を持たされ、フレデリカはへっぴり腰ごしで台所に立っていた。腰が完全に引けていて、右手に包丁を構えたのはいいが、左手は遥はるか彼方かなたの空を摑つかもうとするかのように逃にげている。

　イザークはすぐにユリウスに連れん絡らくを取り、侍女頭に再雇用の申し入れをしてくれた。そしてその段取りが終わると、フレデリカとともに台所に立った。

　まな板の上には、ジャガイモとタマネギと、ぐったり死にたての鶏にわとりが鎮ちん座ざしている。

「まず包丁で、鶏の頭を落とせ。逆さに吊つるして、血を抜ぬく」

「あなた悪あく魔まですか!?」

「そうやって調理した鶏を、おまえも食ってんだ！　血を抜いている間に野菜をきざむ。それから、血が抜けた鶏は羽をむしって」

「羽をむしる!?」

「段取りの説明だけで、いちいち悲鳴をあげるな！　やれっ！」

　腕うで組ぐみした、フレデリカを睨にらみ殺しそうな鬼おに教授の視線の圧力に負け、フレデリカは震えを抑おさえ、果か敢かんにまな板に近づいた。

（やらなければ、宮きゆう殿でんには入れない）

　苦い唾つばをごくりと飲み、両手で包丁を構えた。そして、

「ていっ！」

　目を閉じ、勢いをつけて包丁を振り下ろした。
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（駄目だ、あれは）

　イザークは絶望した。あれほど破は滅めつ的に不器用な女が存在するのが、衝撃だった。

（殺されるかと思った）

　最初、フレデリカが包丁を振り下ろした勢いで、鶏の頭は見事に飛んだ。しかし包丁もフレデリカの手からすっぽ抜け、見事に飛んだ。そしてイザークの顔の横にあった柱に突き立った。

　その後もことある事に悲鳴をあげ、野菜がまな板から飛び出し、包丁が床ゆかに突き立った。

　そもそも刃は物ものを持つ恐きよう怖ふが先に立ち、まともに扱あつかえていない。あの恐怖心をなんとかしなければ先に進みそうもなかったが、どうすればいいのかはわからなかった。

　死神や悪魔を召しよう喚かんする方法は知っているが、気弱で高貴な乙女おとめに料理させる方法は知らない。

　大おお騒そう動どうを繰くり広げたが、イザークの手助けもあり、鶏と野菜は鍋なべの中に収まって煮にられていた。そこまで到とう達たつするとフレデリカは、「風にあたってきます」と、呟つぶやいて、よろけるように戸外へ行った。

　イザークは鉄オーブンの傍かたわらに椅い子すを引き寄せ火加減を見ながら、ため息をついた。

「明日あした一日でなんとかならなけりゃ、まっとうに宮殿に入るのは諦あきらめて、忍しのび込むか」
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　陽ひが沈しずむ。山の端はしを光で染めながら消えていく太陽をなんとなく眺めながら、フレデリカは家の前の井い戸ど端ばたに座りこんでいた。

　血の臭においが手にこびりついている。井戸水で何度も洗ったが、野菜と肉の、生なま臭ぐさい臭いも指から消えない。両手の指を無意識にこすりあわせていた。

「あれ、グレーテル？」

　村はずれの森の方から、七つ八つくらいの男の子が兎うさぎを抱だいて、夕日に背を押されるように駆かけてくる。彼は家の前を通り過ぎようとしたが、フレデリカの姿を認めると、人ひと懐なつっこい笑え顔がおで引き返し、駆け寄ってきた。その顔に見覚えがあった。黒くろ猫ねこを追い回していたときに、声をかけてくれた男の子だった。

「見えない黒猫は見つかったの？　グレーテル」

「ええ、見つかったの。ありがとう。可愛かわいいわね、兎。名前はなんていうの？」

　男の子が兎を抱いている様子が、微笑ほほえましい。

「なに言ってんの？　ないよ、名前なんか。さっき捕まえたばっかりで、今夜食べるんだから」

「食べる!?　こんなに可愛い兎を!?」

「やっぱり変だよね、グレーテル。食べなきゃ生きられないんだから、当たり前だろう。可愛かろうと不細工だろうと、食わなきゃ死ぬ。それが自然のセツリだけど、食事になってくれる兎や鶏たちには、ありがとうって感謝して、きちんと料理してきちんと食べてあげなくちゃならないって。俺が兎が可哀かわい相そうだって言った時に、そう教えたのグレーテルじゃないか」

「え……」

「俺、帰るね。弟たちが、腹空すかせて待ってるからさ」

　男の子の姿が村の方へ消えると、フレデリカは自分の指を見おろした。

　嫌いやな臭いがついてしまったと思った、この指。けれどこれは生きるために必要なこと。そしてフレデリカの血肉となるために殺された命には、自分が責任を持って向き合い、料理して食べなくてはならない。

　とても当たり前のことだ。けれど、それを実感したことがなかった。食べ物は調理され、目の前に並ぶだけのものだったからだ。自分の命の糧かてとなるものに感謝せよと神聖聖教では教えられるが、うすっぺらく頭で理解しただけだった。

　しかし今、この指に染しみついた臭いで実感する。命を繫つなぐことは、けしてきれい事ではないのだ。それを知り、そして向き合う義務が、生きる者にはあるのだろう、きっと。

（わたしは無知なのね。誰だれよりも、きっと）

　小さな男の子も知っていることを、自分が実感すらしていなかったことが恥はずかしい。

　家の方から温かな香かおりがする。怖こわ々ごわ、悲鳴をあげて準備した材料が煮込まれている。

（申し訳なかった）

　嫌いや々いや調理した鶏に申し訳ないことをした。もっと丁てい寧ねいに、優やさしく、気を遣つかって調理出来れば良かった。へたくそでも、せめて丁寧にやれば良かった。

　家に入ると、ちょうどイザークが、オーブンから鍋を下ろしているところだった。

「食事だぞ。どうした？」

　フレデリカが異様に神しん妙みように頷うなずいたので、イザークは不ふ審しんげな表情になる。

「鶏に申し訳ないことをしました、わたし」

「……は？　鶏？」

「わたしの血肉になるために、鶏は殺されたんです。もっと鶏に感謝して調理するべきだったのに、雑に扱いました。申し訳なかったです」

　項うな垂だれたフレデリカを前に、イザークは目を瞬またたき、暫しばしなにを言うべきか迷っているようだったが、

「まあ、とりあえずは感謝しろ、その……鶏に。それから食べろ」

　と、言ってくれた。







　食事が終わるとイザークは、井い戸どで水を浴びると言って外へ出た。

　フレデリカは手持ちぶさたで、食しよく卓たくの上に雑然と置かれている魔ま術じゆつの道具類に目を向ける。オイルランプの炎ほのおに照らされた水すい晶しよう玉だまの中で、様々な影かげが踊おどっているように見えた。そら豆人形の頰ほおには不気味な陰いん影えいがついて、一層凄すごみがある。

「可愛い」

　思わず手を伸のばそうとしたが、はっとして引っ込める。抱だきしめて夢中で撫なで回している間にイザークが戻もどってきたら、なんと思われるかわからない。ただ、そら豆人形を凝ぎよう視しする。

（ああ、抱っこしたい）

　しかしそうしているうちに、うつらうつらしてきた。慣れない刃物を手にし、恐怖心と格かく闘とうしながら一日中立ちっぱなしで料理をしたのだ。昨日は黒猫を追って走り回っていたこともあり、疲ひ労ろうはどんどん蓄ちく積せきされているようだ。

　とうとう耐たえられなくなり、こつりと天板に額をつけて眠ねむっていた。
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　井戸端で水を浴びて家に入ると、フレデリカは食卓で眠っていた。真っ正面から天板に倒たおれこんだように見えたので一いつ瞬しゆんぎょっとしたが、ただ眠っているだけだった。

　額だけ天板にくっつけて、両手はだらりと左右に垂れて、なんとも奇き妙みような格好で眠っていた。

（まあ一日中、ああやって騒さわいでいたら疲つかれるだろう）

　奥の寝しん室しつに運んでやるべきかと考えたが、止やめた。

　水を浴びるために家を出た後、開いた窓越ごしに、フレデリカの様子は見えていた。彼女は周囲の怪あやしげな魔術の道具に怯おびえるように、ちんまりと座っていた。その様子を見ると、やはり中身はお姫ひめ様さまなのだと感じる。

　徹てつ夜やした体で一日中村を歩き回り、翌日は一日立ちっぱなしで慣れない料理だ。疲れて当然だ。

　けれどフレデリカは一いつ切さい、イザークに弱音を吐はこうとしない。そんな素そ振ぶりさえない。気弱そうな彼女なら、当然、泣き言の一つも口にしたいだろう。それをしないのは、王族の矜きよう恃じか。

　気弱そうで善良そうでも、王族のお姫様だ。イザークとは生きている場所が違ちがうらしい。

　奥の寝室から毛布を持ってくると、それをフレデリカの肩かたにかけた。王女殿でん下かに対して許される行こう為いは、この程度だろう。

（鶏にわとりがどうのと言っていたな。変な奴やつ）

　家の外で、誰かになにかを言われたのかも知れない。当たり前のことを口にして、そして当たり前のことをとてつもなく真しん剣けんに受け取って、反省しているようだった。素す直なおの権ごん化げだ。

　今朝は、ただの目玉焼きとベーコンを、嬉うれしそうに口に運んでいた。がつがつ食べるその様子に、本当にこの女は、飯を美味うまそうに食うなと思った。王女殿下が聞いて呆あきれる。

　くうくう寝ね入いっている彼女の頰にかかる髪かみを、どけてやろうと手を伸ばしかけた。だが、はっとして手を引いた。







　翌日、フレデリカは見違えるように、料理の姿勢がまともになった。

　ジャガイモは四分の一に切り分けるのがせいぜいだし、リンゴの皮むきも、芯しんが残ればいいな……と期待する程度のむき具合だが、なんとか包丁を扱あつかっていた。馬に蹴けられた後こう遺い症しようということにすれば、なんとか侍じ女じよ頭がしらのお許しは出そうな程度に進歩していた。
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　二日間の料理特訓を終え、イザークとフレデリカは黒猫を連れて、宮きゆう殿でんへ向け出発した。侍女頭と会い、グレーテルとして再度、宮殿に雇やとわれるためだ。採用されれば今日からでも働くことになる。

　ということは、うまくすれば今夜、この混乱が終わるのだ。

　イザークの愛馬の青毛に、フレデリカは同乗して村を出る。イザークの前に乗り、彼の腕うでに両側から守られるように乗っていられるのは安心感があった。

　道すがら、フレデリカは不安に駆られて訊きいた。

「採用されるでしょうか、わたし」

「多少手つきはまずいが、馬に蹴られた後遺症だと切り抜ぬける。じきに治るはずだとな。しかもグレーテルは一度雇われて、身元もしっかりしているし実績もある。大目に見て貰もらえるだろう。大だい丈じよう夫ぶだ。採用される。そうすれば、今夜でこのおかしな混乱を終わらせられる」

「はい」

　嬉しくて元気に頷いたが、その直後に、ふっとすきま風が心の中に吹ふきこんだように感じた。

（今日で終わり）

　優しいグレーテルの両親とも、親切なパン屋のご主人とも、兎うさぎを抱だいた子供とも、声をかけてくれた村人たちとも、今日限りだ。

　フレデリカの体に戻れば、二度と話をすることもないのだろう。彼らはきっと王女フレデリカには、あんなに親しげに接してくれない。そして。

（イザーク・シュルツ。地じ獄ごくの番犬。そして綺き麗れいな瞳ひとみの魔ま術じゆつ師し）

　イザークの睫まつげが、光に透すけて白く輝かがやいている。彼の睫や綺麗な紫むらさきの瞳を間近で見るのも、最後になるだろう。明日あしたからは、オペラグラス越しに眺ながめるのがやっとの相手に戻るのだ。
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　視線を感じて目線を下げると、フレデリカがイザークを見つめていた。

「なんだ？」

「いいえ、なんでもありません。今夜ですね」

　フレデリカは慌あわてたように首を振ふり、前を向く。

（この変な女とも、今日でおさらばできるのか。やれやれだ）

　安あん堵どと同時に、ふと奇妙なもの寂さびしさを感じた。







　リリエンシルト宮殿に入ると手はずどおり、フレデリカは再度台所番として働くための面接を受け、台所に立ち包丁を使ってみせた。

　言こと葉ば遣づかい礼れい儀ぎ作法は完かん璧ぺきで、料理もそこそこにできた。しかし、

「どうしましょうかねぇ」

　侍女頭はつんと澄すました顔で、フレデリカを見つめている。

　台所番の採否は、侍女頭の気持ち一つだった。

　侍女頭の部屋で立ちつくすフレデリカは、不安げに、エプロンを握にぎりしめている。

　イザークは保証人として立ち会っていたが、侍女頭の態度に舌打ちしたくなった。彼女の態度は、見返りを要求するものに違いなかったからだ。

（仕方ない）

　控ひかえていた壁かべ際ぎわを離はなれると、イザークは侍女頭の傍かたわらに近づき耳打ちした。

「このガキを台所で使ってくだされば、今後、あなたと会う機会を作れる。保証人になった手前、あいつの様子を見に来たと言ってね」

　侍女頭ははっとしたようにイザークを睨にらみつけるが、微笑してやると、たちまち防ぼう御ぎよの表情が消え、つり込まれるような笑え顔がおになる。

「なにを仰おつしやるの？　あなた……」

「お嫌いやですか？　俺が相手では」

　侍女頭はこほんと咳せき払ばらいすると、側そばのテーブルに広げられていた書類にさっと自分の名を書き込み、フレデリカに差し出した。

「これを持って、台所へ行きなさい」
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「成功しましたね！　でも、なにを言ったんですか？　侍女頭に」

　手に入れた書類を大事に抱かかえて台所へ向かいながら、フレデリカは訊いた。

「手練手管ってやつ。それよりも、これからの段取りだ。グロスハイムには、宮殿に入ったことは知らせてある。台所仕事が終わったら、夜、天使宮のバラ園で俺たちと落ち合う。いいな」

　黒くろ猫ねこを入れた檻おりは、馬手見習いの少年トンダに預けてあった。イザークはそれを取りに行くと言って、フレデリカと別れた。フレデリカの方は、自分の仕事場であるはずの台所へ向かった。

　台所を隠かくすように、まばらな林がある。その中を通り抜ける一本道にさしかかったときだった。いきなり背後から腕を摑つかまれ、ひそめた声が叱しつ責せきした。

「なにをしているのだ、グレーテル！」

　フレデリカは目を瞬またたき、自分の腕を摑んだ人物の顔を認めて、目を丸くした。

　その驚きよう愕がくの表情に気がついているのかいないのか、相手は焦あせったように囁ささやく。

「なんと間ま抜ぬけなことをしでかしたのだ、おまえは。フレデリカ殿下は、いずれわたしの妻にと思っていたのに、それを」

　相手がなぜそんなことを口走るのか理解は出来なかった。ただ嫌けん悪お感かんにぞっとした。

（なぜわたしが、この人の妻になんて）

　驚おどろきと嫌悪で蒼そう白はくになった。

　しかし相手はフレデリカの様子には頓とん着ちやくせず、一方的に叱責を続ける。

「今いま更さらなにを言っても始まらん。とにかくまだ、おまえの仕事は終わっていないのだからな。仕事を終わらせろ。おまえがこのまま仕事を放ほうり出すなら、わたしは別の方法をとるぞ」

　そのとき林の中の一本道に誰だれかが踏ふみこんで来たらしく、砂利じやりを踏む足音がした。それに気がついた相手は、フレデリカを放すと、

「いいか、仕事を終わらせろ」

　と鋭するどく念を押し、足音とは反対方向へと早足に去った。

「……あれは……でも、なぜ、あの人が……」

　その後ろ姿を見送り呆ぼう然ぜんとした。

「フレデリカ！」

　朗ほがらかな声が呼んだので、ふり返った。足音の主はユリウスだったらしく、彼は笑顔で近寄ってくるとすかさず跪ひざまずき、フレデリカの手の甲こうに口づけた。

「やっと戻もどってきたね、僕の王女様。今夜だ。待っていたよ、君を」

「ユリウス、駄だ目めよ。誰かが見ていたら変に思うわ」

　ユリウスは残念そうな顔で立ちあがると、自分がやってきたのとは反対方向へ視線を向ける。

「誰かいたの？」

「……ケルナー伯はく爵しやくが」

　フレデリカの腕を捕とらえ、あれこれと不可解な言葉を並べ立てたのは、ケルナー伯爵だったのだ。フレデリカは少し混乱した。伯爵はグレーテルと知り合いなのだろうか。

「ケルナー？　ケルナーが今の君に、なんだって？」

「『仕事を終わらせろ』と言っていたわ。そして王女のフレデリカは、いずれ自分の妻にするはずだった、というようなことも」

　ユリウスの爽さわやかな緑の瞳の奥に、わずかに暗いものが光った。

「へぇ、なんだろうね、それ。王女に無礼きわまりないよね」

　ケルナー伯爵の振る舞まいや彼の領地の現状について、フレデリカは様々に知ってしまった。そして、今の気味の悪い接せつ触しよく。ケルナー伯爵は、フレデリカがずっと思っていたような人間ではないのだ、きっと。

「わからない……。でも今夜元に戻れれば、なにもかも終わるし、わかるのよ、きっと。わたしこれから台所へ行かないと」

　自分の足元に突とつ然ぜん、深い暗くら闇やみが開いたような恐きよう怖ふを感じる。自分はもしかしたら今まで、足元に暗い穴があることも知らずに、ふわふわと歩いていたのだろうか。

（そうだとしたら、わたしはなんて愚おろかな……。でも、落ちこんでもいられない、今は）

　気持ちを奮い立たせ、ユリウスに手を振る。

「今夜、天使宮のバラ園でね、ユリウス」







　グレーテルが再び雇やとわれたことを、台所番の女たちは喜んでくれた。包丁を扱あつかう手つきも危なっかしいし、もたもたして役に立たなかったが、それでも「病やみあがりだから」と大目に見てくれ、食器運びだとか、水くみだとかを担当させてくれた。

　台所番の女たちの気さくな優やさしさが、嬉うれしかった。

　そして台所の仕事が終わった真夜中。フレデリカは、イザークとユリウスと待ちあわせている天使宮のバラ園へと向かった。

　たった三日間離れていただけなのに、宮きゆう殿でんはどことなくフレデリカによそよそしく感じた。それはグレーテルの目を通して見ているからだろうか。埃ほこりっぽいイザークの家や、コーゼル村の路地のほうが、フレデリカを温かく迎むかえてくれる場所のような気がする。

　天使宮へ向けて暗闇を進み始めると、元に戻れる嬉しさと同時に、胸の中が冷たい雨に濡ぬれるような、なんとも言えない気持ちがせりあがる。

　この混乱を終わらせられるのは、心から嬉しい。グレーテルを両親の許もとへ帰せるだろうことに、ほっとする。悲ひ惨さんなケルン村の状態を訴うつたえ、改善することもできる。

　けれどこれでもう二度と、コーゼル村を歩くことも、イザークと親しく接することもなくなる。フレデリカは王女に戻り、再び天使宮で同じ日々を繰くり返すのだ。

（寂さびしい）

　一いつ瞬しゆんだけ、その言葉が心に忍しのび込んだのを慌てて打ち消す。今までと同じ日々だ。その日々に戻れることに、なにも躊躇ためらうことはないし、寂しがることもない。

「イザーク、ユリウス」

　二人は先に来ていた。彼らが潜ひそむバラの垣かき根ねの陰かげに滑すべり込む。

「黒猫。グレーテルもいるわね、よかった」

　イザークが持参した檻から黒猫を出して抱だき上げると、意外にも黒猫は観念したように大人しく抱かれてくれた。

「どんな様子ですか」

「一階には侍じ医いたちが詰つめている。フレデリカの様子を定期的に確かく認にんしているらしい。彼らが次の確認を行う時間まで、まだ一時間以上ある。二階は静かなもんだ。誰もいない」

　天使宮に向かって顎あごをしゃくり、イザークが説明する。

　一階サロンには明かりが灯ともっていたが、二階にはほとんど明かりがない。廊ろう下かの所々にランプが灯されていたが、眠ねむれる王女の邪じや魔まをするまいと気き遣づかうように、薄うす闇やみと静せい寂じやくで満ちている。

「本当なら、階段とフレデリカの部屋の前に、第一騎き士し団の騎士が立ち番をしているはずだけど。僕が勤務表に細工をして、一時間だけ見張りがいなくなる隙すきを作ったよ」

「すごいわ。ユリウスに、そんな芸当ができるなんて」

「僕は、君のためならばなんでもできるよ。階段の下で僕が見張りをする。その間に、フレデリカとシュルツは、フレデリカの部屋へ」

　ユリウスは、気き障ざったらしく片目をつぶる。イザークが意を決したように言う。

「行くぞ。ぐずぐずしてはいられない」

　三人は天使宮一階のテラスから、掃はき出し窓まどを通って中に入った。

　ゆるく曲線を描えがく階段下まで来ると、ユリウスが目め配くばせして立ち止まる。

　フレデリカとイザークは足音を殺し、素す早ばやく階段を駆かけあがる。

　自分の部屋の扉とびらが見えた。よく知っているのに、まるで他人の部屋のように親しみを感じない扉を開くと、中へ滑すべり込み一直線に寝しん室しつへ向かう。

　寝室の中には誰もいなかった。窓は閉とざされ、ベッドの天てん蓋がいから垂れた薄うす絹ぎぬのカーテンも閉じられている。ベッドの脇わきにあるチェストの上に、色ガラスを嵌はめこんだオイルランプが灯され、赤やピンクの花模様の光が、薄絹のカーテンに映り込んで揺ゆれている。

　黒猫を抱きなおすと、フレデリカは呼吸を整えてベッドに向かった。イザークも背後からついてくる。ベッドを覆おおう薄絹のカーテンをそっと開くと、横たわる少女がいた。

　お日様にミルクを溶とかしたような金きん髪ぱつと、陶とう器きのような白い肌はだと、ほんのりと色づく唇くちびる。天使のような容よう貌ぼうの美少女だ。

（これが、わたし）

　見おろす体に、フレデリカは愛着を感じなかった。自分がこの美しい体の中に入るのが、おこがましい気さえする。これは王女のための器うつわだ。自分は、この輝かがやくばかりに美しい肉体の器に戻もどる資格があるのだろうかとさえ、思えてしまう。

「フレデリカ」

　焦あせったように、イザークが鋭く背後から呼んだ。急げと促うながされている。

（わたしが戻らなければ、グレーテルも戻れない）

　自分の些さ細さいな気持ちの揺れに、構っている場合ではないのだ。エーデルクラインの宝石と呼ばれる、王女の虚きよ像ぞうを演じるために戻るのだ。それが自分の義務だ。そうすればグレーテルを優しい両親と、温かな人たちがいる村に返すことができる。

「触ふれます」

　フレデリカは片手で黒くろ猫ねこを抱かかえ直すと、もう一方の空いた手をそっと伸のばした。抱だきかかえる黒猫の目が、らんらんと輝いている。フレデリカは、横たわっている自分の手を握にぎった。

　そして暫しばし────。







　なにも起こらない。







　変化は、なかった。グレーテルの目を通して、フレデリカは自分の体を見つめている。

　フレデリカは焦ってイザークをふり返った。

「どうして……戻れない!!」

「なぜだ!?」

「わかりません。でも触れても、ちっともなにも起きません。なにか足りない……あ……」

　焦りながら囁ささやき返した時、死神の言葉が耳によみがえる。

「ジークフリートは、『とりあえずは、触れること。その時には王女に必要なものを持ちあわせていて、王女らしくないと駄だ目めだよ』と言っていました。きっと、触れるだけじゃ駄目なんです。王女に必要なものを、わたしが持っていないと。それを準備しないことには」

　ジークフリートの言葉を聞いたあのときには、気にとめなかった。フレデリカは今まで完かん璧ぺきなエーデルクラインの王女を演じていたからだ。エーデルクラインの宝石と呼ばれ、誰だれもがフレデリカを王女の中の王女のように言っていた。だから問題などないと思っていた。

　だが違ちがうのだ。ジークフリートの言葉には何かが隠かくされていて、フレデリカは元に戻るために、何かを準備しなくてはならないのだ。

　黒猫さえ捕つかまえれば元に戻るのは簡単だ。そんなふうに思っていた安易な希望が打ち砕くだかれ、呆ぼう然ぜんとした。必要なものがわからなければ、準備のしようもない。

「ジークめ」

　イザークは呻うめき、フレデリカと、横たわるフレデリカの体に素早く目を走らせた。きりっと奥歯を嚙かむと鋭するどく告げた。

「仕方ない。一いつ旦たん、コーゼル村に引き返す。必要なものとやらを準備するんだ。行くぞ」

　身をひるがえしたイザークに続き、フレデリカも自分の体の傍かたわらを離はなれる。階段を下りきると、ユリウスが目をまん丸にした。

「君は、フレデリカ？　それともグレーテル？　元に戻ったのかい？」

　イザークは忌いま忌ましげに答えた。

「戻れない。触れるだけではなく、なにか必要なものがあるらしい。とにかくここから出る」

　三人は天使宮を後にした。




　コーゼル村のイザークの家に到とう着ちやくすると、夜明け間近だった。黒猫を檻おりの中に戻すと、フレデリカは疲ひ労ろう感かんで椅い子すに座りこんだ。

「わたしは、なにを準備すれば……」

　焦りと不安でいっぱいだった。これで終わりにできると思っていた混乱は、終わらなかった。それどころか終わらせる方法が、またわからなくなったのだ。

「気を落とさないで、フレデリカ。きっと方法はあるよ」

　一いつ緒しよにコーゼル村までやってきたユリウスは、励はげますようにフレデリカの肩かたを撫なでると、イザークに視線を向けた。

「どうするんだい？　シュルツ」

「もう一度ジークに、必要なものとやらを問い質ただすんだ。来い、フレデリカ」

　苦々しげにイザークは答え、魔ま法ほう陣じんの方へ大おお股またに向かう。フレデリカが立ちあがると、ユリウスはぼんやりと明るさの増す明かり取り窓に目を向ける。

「僕は宮きゆう殿でんへ帰る。フレデリカの体を見張っているよ。なにかわかれば、知らせてくれ」

「ありがとう、ユリウス。ごめんなさい」

　協力してくれるユリウスを期待させ、そして落らく胆たんさせたことが申し訳なかった。しかし彼はいつもの笑え顔がおで、フレデリカの手の甲こうに口づけた。

「君が戻ってくると信じているよ。ただし急いで欲しいな。今日を除けば、猶ゆう予よはあと一日だ」

　手を離すと、ユリウスは宮殿へ戻るために扉を出た。

　食しよく卓たくに置かれた檻の中で、黒猫は吞のん気きに毛け繕づくろいをしていた。「わたしは、別にこれでいいのよ」と言いたげな、人を食った態度だ。

（グレーテル。なんでそんなに落ち着いてるの？　なんで戻りたくないの？）

　優やさしい両親や陽気な村人、そしてイザークに囲まれて、グレーテルとして生きる人生に、どうして彼女は執しゆう着ちやくしないのか。なにか理由があるはずだ。

　イザークは苛いら立だった様子で、魔法陣の中に新しい文字を書き加えていたが、すぐに手を止め立ちあがる。さらに魔法陣の六ろく芒ぼう星せいの頂点に置かれた赤い蠟ろう燭そくに火を灯す。

「いいか、フレデリカ。死神は死に関かかわる者の問いには答える義務がある。噓うそはつかないはずだが、上手うまく聞き出さなければ明確な答えを出さない可能性がある。相手は曲がりなりにも、神と名のつく異界の者だ。手こずるかも知れないが、ジークフリートから答えを引き出せ」

　手を取られ魔法陣の中に導かれ、イザークと向かい合った。

　もう一方の手の人差し指を、イザークは自分の唇に当てる。

「我、湖水の魔ま術じゆつ師しの血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全すべての精せい霊れいと契けい約やくする者」

　前回と同様に握られた手を通して、悪お寒かんのようなものが体に流れ込む。イザークの銀の髪かみが微かすかに揺れている。蠟燭の炎ほのおの揺らめきが増す。

　イザークの瞳ひとみが、アメジストのような輝きを秘ひめた鮮あざやかな紫むらさきになる。彼は唇に当てていた手を離すと、人差し指と中指の二本を立てて、宙に六芒星を描く。描き終わると、魔法陣の円周が文字の形に青白い光を放ち、熱のない幻まぼろしの青い炎に包まれた。

「召しよう喚かんする。湖水の死神ジークフリート」

　耳元を木こ枯がらしが吹ふき抜ぬけたような音がして、風が渦うず巻まく。それが止やむと、イザークがきつい声で呼んだ。

「ジークフリート！」

「なぁんだ、またイザークなの？　今日はなに？」

　澄すんだ少年の声が、青い炎に囲まれた魔法陣の中に響ひびく。そして、

「それに、可愛かわいい王女様。ご機き嫌げんは……悪いみたいだねぇ。泣きそうな顔してる。しかもおやおや、まだグレーテルの体の中にいるんだね」

　と、ニヤニヤ笑っているのがわかるような声で死神は挨あい拶さつした。からかう響きの声に、フレデリカは両手の拳こぶしを握る。怒おこっても絶望しても、投げやりになっても駄目だ。泣きたいくらいに情けない気分だが、それを抑おさえ、冷静に問うのだ。答えを導くのだ。

　この混乱に巻きこまれてから、幾いく度ども己おのれを愚おろかだと思った。充じゆう分ぶんすぎるほど思った。しかしそう思っただけでは、愚かなままだ。愚かだと知ったなら、少しでも賢かしこく振ふる舞まえるように自らを律し、考え、行動するのだ。そうすれば少しはましになれるはずだ、きっと。

「わたしが、わたしの体に触ふれても元に戻れませんでした。元に戻る方法を訊きいたとき、あなたは『とりあえずは、触れること。その時には王女に必要なものを持ちあわせていて、王女らしくないと駄目だよ』と言いました。触れても戻れないということは、わたしが体に触れたとき、王女に必要なものを持ち合わせていなかったから。それで間ま違ちがいありませんか？」

「そうだよ」

「必要なものとはなんですか？」

「さあ、僕にもわからない」

「ジーク！　ふざけるな！」

　怒いかりを顕あらわにしたイザークを、フレデリカは手で押しとどめ、代わりに急いで口を開く。

「なぜ、必要なものがわからないのですか？」

　冷静になるのだと、自分に言い聞かせる。死神はフレデリカに対して噓は言わない。けれど真実を積極的に言う義務もないので、上手に誘ゆう導どうしなければ必要な答えが出てこないのだ。

「わからないものは、わからないから」

　この問いかけは失敗だ。フレデリカは考え直し、質問を変える。

「体に触ふれるだけでは、なぜ戻れないんですか？　その理由は」

「体に拒きよ絶ぜつされるから」

「なぜ拒絶されるのですか？」

「あれが王女の器うつわだから」

　ジークフリートから引き出された答えに、イザークが驚おどろいたようにフレデリカをふり返る。

　フレデリカの頭はめまぐるしく動いていて、ここからどう問いかければ必要なものが引き出せるのか必死だった。

「では王女の器が受け入れるのは、どんなものですか？」

「王女の魂たましい」

「わたしは王女です」

「ちがうよ、君はフレデリカ」

　まるで、なぞなぞだ。体が受け入れるのは、王女の魂。フレデリカは王女のはずなのに、死神はフレデリカは、フレデリカだという。

「では王女は、どこにいますか？」

「どこにもいないし、どこにでもいる」

「では、わたしフレデリカが、王女として王女の器に入ることは可能ですか？」

「器が受け入れれば可能だよ」

「他ほかの人が王女の器に入ることは可能ですか？」

「器が受け入れれば可能だよ」

　フレデリカの体は王女の器。そして王女となるべき人の魂しか、受け入れない。

（そうか、だから）

　すこし理解出来た。

「わたしが王女の器に入るためには、わたしが、王女の魂として存在しなければならないんですね。だから『王女に必要なものを持ちあわせていて、王女らしくないと駄だ目め』なんですね」

「そう。最初からそう言ってるよね、僕」

　イザークは、フレデリカの横顔を見つめている。その視線が、核かく心しんに迫せまれと勇気づけている。

「魂が王女として認められるためには、なにが必要ですか？　魂の資質ならば、生まれながらに持っているものだからどうしようもないけれど、あなたは、わたしが王女の器に入ることも可能と言った。ということは、魂そのものの資質ではなく、後から身につけるものですね？　自分のものとして、手にするものなんですね。それはこれといった、決まったものですか？」

「その時代や状じよう況きようによって、違ちがう。だから僕にもわからない。人々が、あなたを王女と認めるために必要なものとしか言えない」

　人々を前にして、王女として認められる。それはどんな状況だろうかと、フレデリカは想像し、問いかける。

「例えば、大勢の家臣たちを前に王女として立ったとき、必要なものですか？　わたしが王女らしく見えるように。そういうことですか？」

「そう」

　宮きゆう廷ていの公式行事に参加したとき、フレデリカは王女として大勢の貴族たちの前に立っていた。あの時は誰だれもが、フレデリカを王女と認めていた。あのときはドレスを身につけ、公式行事の時にしか身につけない、王国に伝わる王女のティアラを頭に飾かざった。

「……ティアラ……ティアラですか!?」

　急せき込んで、ジークフリートの声に問う。死神が、肩かたをすくめるような気配で答えた。

「さあ。最初にも言ったよねぇ。僕にも本当に、わからないんだ。時代や人の心や状況によって、王女に必要なものなんて変わるから」

「けれど体に拒絶される理由がわかっただけでも、有り難がたいです。自分で考えることができます。ありがとう、ジークフリート」

「どういたしまして、王女様。イザークは、僕にひと文句言いたそうだけど」

「役立たずの、おっちょこちょい」

　イザークが吐はき捨てると、ジークフリートは大げさにため息をつく。

「それが恩のある僕に言う台詞せりふかなぁ」

　一言ぼやくと、ひゅっと鋭するどい風の音がして、周囲に揺ゆれる幻の青い炎が消えた。炎が消えた魔ま法ほう陣じんの円周には、窓から射さしこむ朝の光がかかっていた。

「体に拒絶された理由は、わかりました。必要なものは、もしかしてティアラじゃないかと思うんです。公式行事のときに必ず身につけます。あれを身につけていれば、エーデルクラインの王女である証あかしになります。王女に必要なもので、王女らしく見えます。誰の目にも」

　深い息をつくと、イザークは微笑してフレデリカを見おろす。

「ティアラか。よくあそこまでジークから情報を引き出したな。正直おまえ、そこまで頭が回ると思ってなかったから」

「はい！　ありがとうございま……え？」

　今のは褒ほめられたのか、けなされたのか。微び妙みようだ。

「そのティアラはどこにある？」

「王宮の儀ぎ式しきの間の予備室に置かれています。ガラス製のキャビネットの中です。けれど予備室にもキャビネットにも鍵かぎがかかっていて、鍵は二つとも侍じ従じゆう長が持ち歩いているはずです」

「盗ぬすつ人との真似まね事ごとが必要なのか？　今夜盗みに入って、試ためすしか……」

　その時、檻おりの中にいた黒くろ猫ねこが警けい戒かいするように戸口に視線を向け、不ふ機き嫌げんそうに長い尻尾しつぽを揺らした。すると、玄げん関かんの扉とびらが静かにノックされた。

　イザークが不ふ審しんな表情で扉に向かうと、注意を促うながすように、黒猫が低い声で鳴く。

　扉を開いた途と端たんに、イザークの背中に緊きん張ちようが走った。フレデリカも息を吞のむ。

「おはよう、イザーク」

　澄すました表情で扉の向こう側に立っていたのは、ケルナー伯はく爵しやくだった。

（ケルナー伯爵がなぜ？）

　昨日、近寄られたときのことを思い出して腰こしが引けた。

「中に入っていいかな？」

「俺は忙いそがしいので、用件は手短に、こちらでお願いいたします」

　慇いん懃ぎんに、しかしあからさまに拒きよ否ひするイザークの言葉に、ケルナーは余よ裕ゆうの笑えみを見せる。

「わたしにそんな態度がとれるのかな？　イザーク。君に騎き士し団の受験資格を与あたえたのは、わたしだよ？　君に大切な話がある。いや、君たちにだったな。君と、そこにいるグレーテルと、二人に話がある」

　致いたし方かたないと諦あきらめたように、イザークは体を半身にして道を空けた。

　ケルナーは当然のような顔をして、室内に踏ふみこんで来た。彼は深緑の上着を身につけ口ひげも綺き麗れいに整え、上品で落ち着いた佇たたずまいだった。しかしこの場所には、違い和わ感かんしか生まない存在だった。この場所にある、魔ま力りよくを秘ひめるすべての魔ま術じゆつ道具や本や魔法陣が、無言で吠ほえ立て、ケルナーを拒否しているからのような気がした。

　室内には、魔法陣に利用した赤い蠟ろう燭そくが燃えた香かおりが漂ただよっていた。その香りを嗅かぐと、

「君はまだ、先祖伝来のがらくたを処分していないのか。君は騎士団なのだから、このような中世の悪あく癖へきとは縁えんを切れと何度も言っているだろう。迷めい信しんと妄もう想そうの上に成り立つ、愚おろかな遊ゆう戯ぎだ」

　じろじろと室内を見回しながら、ケルナーが言う。

（中世の悪癖？　古いものが愚かだと？　そんな決めつけは誰がしたの？）

　古いものには迷信もあるし、愚かしい風習もある。だが全すべてがそうだとは限らず、逆に数百年の経験から導き出された技わざは、英知と呼べるものもあるはず。

　イザークはケルナーの苦言には一いつ切さい反応せず、無表情で彼の前に立ちはだかる。

「それで？　俺たちへの大切な話ってのはなんですか」

「君たちは王権というものを嫌きらっているね？　君はその嫌けん悪お感かんを隠かくして騎士団に勤めている。立派なものだが、そろそろそれも終わりにしてはどうかね。それを勧すすめに来た」

「貴族の伯爵様のお言葉とは思えませんね」

　せせら笑ったイザークの態度が気に障さわったのか、ケルナーは渋しぶい顔をする。

「わたしは貴族であるが、君たちの思う、旧時代の悪癖に縛しばられた貴族とは違うのだよ。啓けい蒙もう思想を容よう認にんし、進歩を望む貴族だ。わたしは絶対王政のこの現状が、良いと思ってはいない」

「それはご立派なことで、伯爵。革命でも望んでいるんですか？」

　揶や揄ゆの言葉に、ケルナーは薄うすら笑いを返した。その表情に、イザークもフレデリカも、はっとした。

（……まさか。ケルナー伯爵は、王国に仇あだなす者なの……？）

　背筋に、薄ら寒いものを感じる。

「オレリアンのように革命を起こすのも、悪くない。だが革命はスマートなやり方ではないと、我々は考えるのだよ。我々啓蒙貴族が存在するからには、エーデルクラインは革命よりももっと確実で、スマートな方法を取るべきだ。だからわたしはグレーテルに仕事を依い頼らいした。だが失敗した。失敗し、村に逃にげ帰った。昨日やっと宮きゆう殿でんに帰ってきたと思ったら、今朝また姿を消したというじゃないか。グレーテル、わたしは君のやる気を信しん頼らい出来なくなった」

　ケルナーの口から発せられる革命という、物ぶつ騒そうな言葉。それを望むとさえ堂々と口にした、その真意がわからない。こんなことを口にしたら反逆の疑いで、すぐさま捕ほ縛ばくされるだろう。しかもケルナーの目の前にいるのは、地じ獄ごくの番犬だ。捕つかまえてくれと言っているようなものだ。

「俺を前にして、革命を口にするとは。その度胸はどこから来るんですかね、伯爵？」

　冷ややかなイザークの声と視線に、ケルナーは笑う。

「君がわたしを、捕まえられないからだよ。それどころか、君はわたしの命令に逆らえない。気がついたのだよ。君こそ、我々の信頼に足る仲間になれると。だからグレーテルが仕事をまっとうする気がないなら、代わりにイザークにやってもらう」

「俺に、なにをさせたいんだ、伯爵」

「簡単なことだよ」

　自信に満ちた言葉が不気味だった。なぜケルナーがこれほど自信にあふれているのか、そしてイザークとグレーテル、二人になにをさせたがっているのか。

　しかしここで問題を起こして、少ない時間を無む駄だにしたくなかった。ケルナーを追い返したかった。フレデリカは意を決した。とにかくグレーテルとして対応するのだ。

「イザークを巻きこまないでください！　あの、すこしだけ。待ってください！」

　イザークの体を回りこんで、ケルナーの前に出た。するといきなり二の腕うでを引っ張られた。

「待てと!?　わたしは怒おこっているのだよ、グレーテル！　昨日も忠告したのに、なぜまた村に舞まい戻もどった。やる気はあるのか？　悠ゆう長ちように待っていられる状態ではないのだぞ。フレデリカ殿でん下かの事故の原因究明が進めば、ことは困難になるというのに」

　その言葉に、フレデリカは目を瞬またたく。

（わたしの事故の原因究明？　わたしの落馬事故が関係している？）

　イザークは、なにかを悟さとったように目を見開く。そして低く「そうだったのか」と呟つぶやいた。

　ケルナーは、ちらりとイザークの方を見る。そして口元を歪ゆがめて笑う。

「イザーク。わかったかな？　わたしが君に頼たのみたい仕事がなにか」

　フレデリカが落馬事故にあったとき、彼女が乗っていたのは国王の愛馬だった。よく訓練された大人しい性質の馬で、めったなことで動どう揺ようしない馬だ。しかも轡くつわをとっていたのは、熟練の馬手。落馬事故など起こる可能性はほとんどなかったのに、あの日に限って馬は動揺した。

（馬になんらかの細工がしてあったとしたら？）

　可能性は充じゆう分ぶんにある。そして目的は、

（馬に乗る予定の人物の、事故死に見せかけての暗殺。あの日、予定では国王陛下が遠乗りに行くはずだった。けれど急な公務で予定が変わり、わたしが馬に）

　気がついた瞬しゆん間かん、足元から首筋へ向けて、ぞっと冷たい稲いな妻ずまが走ったようだった。

　あの日、国王の暗殺計画があったのだ。そしてケルナーは昨日、フレデリカの落馬事故についてグレーテルを責める口ぶりだった。ということは答えは一つだ。

（ケルナー伯爵は国王陛下の暗殺を企くわだてている。その暗殺を請うけ負ったのが、グレーテル!?）

　ケルナーは国王を暗殺し、なんらかの方法で国の中ちゆう枢すうに入り込み、権力を手に入れようとしている。革命よりもスマートだとケルナーは言ったが、それはこういうことだったのだ。

　権力の中枢に入り込み、実権を握にぎる。そこで王権というものを廃はいし、新たな国家の体制を作る。そしてついでにフレデリカを妻に娶めとる。そういう計画なのだろう。

　ただ彼一人で、そんな大それた計画を実行するはずはない。おそらく後ろ盾だてがあるのだ。ケルナーは、シュバルツノイマン党と関かかわりがあるという。『我々啓蒙貴族』とも口にした。啓蒙思想家たちが国王暗殺を企て、それに啓蒙貴族たちが荷か担たんしていると考える方が自然だ。

（グレーテルが暗殺者！）

　膨ふくれあがった恐きよう怖ふと嫌悪感に、フレデリカは思わず、ケルナーの胸を両手で力ちから一いつ杯ぱいに押して突つき放した。ケルナーはよろめいたが、すぐに体勢を持ち直して眉まゆを吊つり上げた。

「グレーテル！」

「嫌です！　嫌です、嫌！」

　嫌悪感が全て言葉になって、全身で怒ど鳴なった。グレーテルは暗殺者だった。国王暗殺を企てた者の手となり、手を汚よごした。自分の両手を見つめると、全身が震ふるえた。この手が馬に細工をし、フレデリカを落馬させた。フレデリカは今、事故の原因を作った犯人になっているのだ。自分を殺した犯人に、自分がなっている。嫌悪感で気持ち悪い。震えが止まらない。

「仕事を終わらせないつもりか!?　そうなれば村の税率を上げると、言ったはずだ！」

　震えだしたフレデリカを、イザークが背後に庇かばう。

「税率だ？　あんたはそんなものを、盾に取ったのか」

（税率？）

　それを盾にとられて、グレーテルは暗殺に手を染めたのだろうか。

（グレーテルには、彼女なりのやむにやまれぬ事情があったからこそ、手を汚した？）

　ケルン村の惨さん状じようを思い出す。そこに群れていたごろつきたちの野や蛮ばんさも、思い出す。

　嫌悪感に震えていた指先が、少しましになる。確かく認にんするように、檻おりの中にいる黒くろ猫ねこをふり返った。黒猫は歯を剝むき出し背中の毛を逆立て、ケルナーを威い嚇かくしていた。

「コーゼル村は他ほかの農村よりも、税率を抑おさえてやっている。その意味を理解してもらおうか、イザーク。グレーテルが仕事をしないのならば、君がするのだ。君が国王陛下暗殺をしろ。騎き士し団の君ならば、陛下に近づくことは簡単だ」

　イザークは身構え、鋭するどくケルナーを睨ねめつけた。

「馬ば鹿かなことをしたな、あんた。俺があんたの啓蒙思想とやらにつきあうと思ったのか？　おめでたいな。俺は国王陛下に訴うつたえ出る。あんたを暗殺容疑で告発する」

「訴え出ればグレーテルは断頭台行きだぞ。実行犯だ。実際にフレデリカ殿下が被ひ害がいに遭あった。罪を逃のがれるすべはない」

　事実を突きつけられ、イザークが怯ひるむ気配がした。しかしすぐに切り返す。

「命じたあんたも、道連れだ」

「わたしがグレーテルにどんな仕事を依頼したのか、証しよう拠こはない」

「グレーテルは用心深い。そんなとんでもない仕事を引き受けるなら、当然、自分の身を守るために証拠を残すはずだ。あんたの仕事を受けたときにも、なにかの保障を求めているはずだ」

「確かに、契けい約やく書を書いてやった。だがグレーテル、おまえの手元に、契約書はないはず」

　勝ち誇ほこるように、ケルナーはフレデリカに告げた。

「サインをしたその日に、わたしの家令がおまえの家に忍しのび込み取り戻した。グレーテルの手に契約書はないぞ、イザーク」

　イザークが呻うめく。

「平民出の名めい誉よ騎士と、由ゆい緒しよ正ただしき伯はく爵しやくと、宮きゆう廷ていはどちらの言葉を信じるだろう？　貴族社会は階級が全すべてだ。推おして知るべしだ。君の告発など、証拠がなければただの妄もう言げんだ。誰だれも真に受けない。しかも、もしわたしを暗殺で訴えたら、その時は確実にグレーテルも道連れだ。わたしの罪が証拠不十分で立証されなくとも、おそらくグレーテルは助からないだろう。なにしろ実行犯だ。現実に手を下しているのだから、誰かが、グレーテルが陛下の馬の近くをうろついていたと証言すれば、それだけで有罪だろう。台所番を有罪にするのは、きっと伯爵を有罪にするよりも安易に行われるだろうな」

　ケルナーが暗殺を企てている証拠がない。あるのはフレデリカとイザークがこの場でケルナーの口から聞いた言葉だけだ。ケルナーが言うように、先祖代々土地を受け継つぎ王家に仕えてきた伯爵家の当主と、平民出の名誉騎士の言葉、どちらが宮廷で信頼されるか明らかだ。悪くすれば、讒ざん言げんとしてイザークにこそ罰ばつが下される。

　しかも訴え出ればどのみち、グレーテルは助からない。そのことをケルナーは巧たくみに利用している。イザークがグレーテルを可愛かわいがっているのを、知っているのだ。

　ケルナーの言葉に激しく反応し、黒猫が低い鳴き声をあげる。やめろと威嚇している。フレデリカには、黒猫の必死さがわかった。イザークには関係ない、そう唸うなり声をあげているのだ。

「俺に、暗殺者になれというのか」

「君は王権が嫌きらいだろう？　なにを迷うことがある」

「俺が嫌いなのは、あんたも含ふくむ下げ種すな貴族連中だ」

「君は誤解をしている。わたしは啓けい蒙もう貴族で、きみたち平民の賛美する啓蒙思想を理解する者だよ。そのわたしが、これが正しいと信ずる道なのだよ？　協力するべきではないかね？　しかしもし君がいやだというなら、仕方ない。村への税率を上げる。この村が重税のために、食うや食わずになるが仕方がないことだな。君が時代の進歩を拒こばんだのだから。しかし君は絶対に、わたしを告発はできない。グレーテルの命とひきかえに告発しても、真に受けてもらえるとは限らない危険な告発だ」

　村に対する圧力とグレーテルの命を盾にする言葉に、イザークが呻く。

（ケルナー伯爵は村の生活を盾にとっている。悪あく辣らつな王のように）

　フレデリカにも、この村は優やさしかった。グレーテルの両親は心から娘むすめを愛している気のいい人たちで、パン屋の主人はぶっきらぼうでも気前がいい。可愛い子供もいるし、陽気に声をかけてくれる人もいた。中世ののどかさが、まどろんでいるような村だ。

「君にやってもらおうか。啓蒙主義の時代にふさわしく、時代を改革するための仕事だ。名めい誉よなのだよ、この仕事は。君なら理解出来ると思うがね、イザーク」

　ケルナーの言葉を耳にして、震えていたフレデリカの心の中に突とつ然ぜんかっと火がついた。彼はイザークを、暗殺者に仕立てようとしているのだ。

（啓蒙主義!?　噓うそつき！）

　こんな横暴さが貴族なのだろうか。そう思うと己おのれの王族という身分が恥はずかしかった。ケルナーの真の姿を知らなかった自分が、恥ずかしかった。その恥ずかしさが怒いかりになった。

「あなたは啓蒙主義者ではない！　権力を振ふりかざす、中世の悪あく癖へきを引きずる横暴な貴族よ！」

　庇ってくれていたイザークの背中から飛び出し、フレデリカはケルナーを正面から睨みつけた。いつも縮こまりがちな気弱な心が、恥はじと怒りで奮い立つ。今までこれほど、己が恥ずかしいと思ったことはない。きっとイザークから聞かされた彼の妹のことも、強く影えい響きようしている。

「あなたは矛む盾じゆんしている。啓蒙主義は人を人として尊重する思想。圧力や身分によって人を屈くつ服ぷくさせ従わせるのは、あなたが言うところの旧時代の悪癖だわ！　愚おろかしい！　そんなことも理解しない人間が、啓蒙主義を口にするとは恥ずかしい！」

　フレデリカの決然とした態度に、ケルナーがたじろぐ。しかしすぐに怒りに顔を赤くした。

「貴様、グレーテル。いつからそんな口をきけるようになった、台所番の召めし使いが」

「それがあなたの啓蒙主義!?　あなたは、自分に都合がいいものに乗ろうとしているだけ！　啓蒙主義と言いながら、結局、自分が王様になってみたいだけじゃない！　税率をあげるというなら、やってみなさい！　わたしが阻そ止しします。絶対に！」

　人は自分の生活を守るために、暗殺者になる必要などないはずだ。どんな犠ぎ牲せいを払はらうことになろうとも、阻止してみせる。怒りを原動力にした決意が燃えあがっていた。

　フレデリカは王女だ。元に戻もどればケルナーを退ける方法があるはずだ。元に戻る道筋は見えているのだから、フレデリカは王女に戻ったその直後、あらゆる方法を使い、この村をケルナーの手から守るのだ。それこそ本当の、フレデリカの義務だろう。

「契約書はおまえの手にはないと言っただろう。そんな強気を言っていられるのか」

「あなたがなにを言おうとも、あなたのような愚か者に屈くつしない！」

「生意気な！」

　拳こぶしを振りあげたケルナーの形相に、フレデリカは歯を食いしばった。拳が空を切る音と同時に、フレデリカは真横に突き飛ばされていた。フレデリカの立っていた位置に、イザークがいた。彼がフレデリカを突き飛ばしたのだ。ケルナーの拳がイザークの側頭部を直ちよく撃げきしたのを、床ゆかに倒たおれこんだフレデリカは見た。悲鳴をあげそうになり、両手で口を覆おおう。

　殴なぐられたイザークは、それでもすぐに顔をあげた。

「女を殴るのか？　伯爵。男としても最低だ」

　にやりと笑うと、イザークはケルナーの手首を捕つかまえ、あっという間に腕うでを捻ひねった。ケルナーが痛みに悲鳴をあげると、勢いよく戸口に向かって突き放す。

「帰れ。二度とコーゼル村に近づくな。俺はあんたの命令なんかきかない」

　ケルナーは苦い表情で、早足に扉とびらへ向かった。扉を出る直前にふり返り、

「後こう悔かいするぞ。村は、重税で圧死する」

　言い捨てると、乱暴に扉を閉めた。

　扉が閉まった途と端たんに、イザークがふらついて食しよく卓たくに手をついた。床から飛び起きて彼の肩かたを支えると、殴られた側頭部から血の筋が流れているのが見えた。

「血が！」

「奴やつがはめていた指輪で切れただけだ。大したことない。それよりも、よくもまあ堂々と喧けん嘩かを売ったな。こんな時に、おまえのおかしな瞬しゆん発ぱつ力りよくが発揮されるとはな」

　頭を押さえたイザークに、フレデリカは申し訳なくて項うな垂だれた。

「ごめんなさい。黙だまっていられなかったんです。わたしは、なぜ啓蒙主義が大陸で広がるのか、……ようやく理解出来た気がします」

　貴族とは、庶しよ民みんに対してどのように横暴に振る舞まうのか目まの当たりにした。王女フレデリカに対しては親切だったケルナー伯爵が、村人のグレーテルに対しては、まるで悪辣な王として振る舞う。二枚舌の卑ひ劣れつ漢だ。

　イザークが語った、彼の妹の話もフレデリカの胸に突つき刺ささったままだった。

　だからこそケルナーの横暴を、もはや黙っていられなかった。

「あれだけの啖たん呵かを切って、おまえはどうするつもりだ。おまえのせいでコーゼル村に重税が課せられたら、責任とれないはずだ」

　鋭い紫むらさきの瞳ひとみで見つめられると、フレデリカは自分が口にした言葉の重さを改めて感じた。けして軽々しく発した言葉ではなかった。だがそのせいで、村人たちが命を削けずるように苦しむ結果を招く。だから絶対に、責任をとらなくてはならない。

「わたしは必ずケルナー伯爵を罰し、コーゼル村を守ります。王女に戻れば方法があります。直接、国王陛下に訴うつたえることも可能です。だから一刻も早く元の体に戻ります」

　国王陛下に一貴族の横暴を直接訴えることなど、周囲の者は「出過ぎた真似まね」と眉まゆをひそめるだろう。本来はしてはならないことだ。王となるまで従順であれと教えられている。

　だが、その結果はどうだったか。

　自分は、今の自分が恥じるほどに、無知で愚かな王女というだけだった。

　自分がするべきことも、してはならないことも、きっと自分で選ぶべきなのだ。

　身分、立場。そんなものに付ふ随ずいする力を、フレデリカは意識したことがなかった。けれどこの混乱に巻きこまれて、フレデリカは痛いほど感じる。身分や立場には力がある。だからそれを持つ者がそれを正しく理解して使わなければ、きっと悲劇が起きる。

「おまえのその言葉を、信じていいのか？」

　イザークは低い声で問う。猜さい疑ぎ心しんと不安がない交ぜになったその声に、フレデリカは立ち向かうように真っ正面から視線を合わせた。

「もしわたしが約束を違たがえれば、あなたに撃うち殺されても構いません」

　イザークは探さぐるようにフレデリカの瞳を見つめていたが、ゆっくりと頷うなずく。

「わかった。その覚かく悟ごを受けとる。約束を違えれば、俺は王女殿でん下かを撃ち殺しに行く。こうなったら、おまえがフレデリカの体に戻ったそのときのために、必要なものを捜さがさないとな」

「必要なものですか？」

「ケルナーの陰いん謀ぼうの証しよう拠こだ」

　イザークは黒くろ猫ねこの入った檻おりに目を向けた。

「いくら村の税率を盾たてにとられたにしても……。せめて俺に相談しろ、馬ば鹿か」

　イザークはため息混じりに、見えていないはずの黒猫に声をかける。黒猫はつんと、そっぽを向く。呆あきれたような彼の声こわ音ねに優しさを感じて、フレデリカはグレーテルが羨うらやましくなる。彼女はイザークに愛されている。

「こいつは暗殺者として仕事を請うけ負ったときに、契けい約やく書を書かせている。それを手に入れれば、ケルナーを追い詰つめる切り札になる」

「でも契約書は、ケルナー伯はく爵しやくが盗ぬすんで」

「グレーテルが契約書を盗まれるヘマをしたとは、思えない。こいつは悪あく魔まのように抜ぬけ目ない。こいつが契約書を隠かくしそうな場所を捜してみる。そして今夜、宮きゆう殿でんへ忍しのび込む。おまえはフレデリカ殿下に戻るんだ。王女の死が確定されるまで、あと一日。悠ゆう長ちように構えていられない」

「グレーテルは、どこに契約書を隠していると思いますか？」

「本人に訊きくのが手っ取り早いが、どうだ？」

「どこに契約書を隠してるの？　話してくれる？　グレーテル」

　檻を覗のぞきこむが、黒猫は尻尾しつぽをぴくぴく振りながらにゃーと鳴いただけだった。

「駄だ目めみたいです……にゃーしか、言ってくれません」

「こいつが喋しやべるのを待っていられないから、自分たちで捜そう。こいつが隠すとなると、両親が住んでいる家だろう。あの場所以外に、こいつが落ち着ける場所はない」

「行きましょう、グレーテルの家へ」

　今まで感じたこともない義務感が胸の奥にある。義務感はいつもフレデリカを追い詰め、後ろめたくさせるものだった。だが今は違う。義務感は、決意と強さに繫つながる。

（王女に戻り、ケルナー伯爵からコーゼル村を守らなければ。そのために、ティアラを）

　優やさしいグレーテルの両親や、パン屋の主人や、子供や。そしてイザーク。元に戻れれば、彼らをきっと守れるはずだ。王女という身分を最大限に利用すれば、きっと可能だ。そして彼らを守り切れれば、幸せだ。

　そうなれば二度とこの村で食事をすることも寝ねることも、人々と触ふれあうことも、イザークとこんなに近くで話をすることもなくなるだろうけれど。それでもいい。彼らが幸せなら、きっとフレデリカも笑っていられるような気がした。

（王女に戻ってこの村を守る。絶対に）

　戸口へ向かうイザークについて一歩足を踏ふみ出したが、ふと思い出してふり返り、檻の中にいる黒猫に囁ささやいた。

「待っていてね。きっとあなたを元に戻す。そしてあなたが守りたかったものも、守るから」

　黒猫は驚おどろいたように金色の目を瞬またたく。

　フレデリカは思い出していた。自分が暴れ馬に翻ほん弄ろうされていたあの時、グレーテルは馬の前に飛び出したのだ。まるで馬を止めようとするかのように、命がけで立ちふさがった。きっとグレーテルはやむにやまれず、国王暗殺に手を染めた。しかし偶ぐう然ぜんフレデリカが巻きこまれてしまったその時、グレーテルは命をかけて、フレデリカを救おうとしてくれた。

「もしあるなら、契約書の場所を教えてくれる？」

　黒猫は不ふ機き嫌げんそうに、にゃーと鳴いた。やはり、グレーテルはなんらかの理由でしゃべれないのだ、きっと。フレデリカはイザークの後を追って扉へ向かった。
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　フレデリカは、けしてイザークに弱音を吐はくこともないし、寂さびしさを打ちあけることもない。身分の違いがあるからだろう。弱音も吐けず、心情も語れない相手とは、信しん頼らいしあえる間あいだ柄がらになれない。貴族と平民とは、そういったものだ。お互たがい意識の底で隔へだたりがある。

　しかしフレデリカは、たった数日過ごしただけの、この村を守ろうとしている。彼女が貴族であろうとも、そのことだけは感謝した。

　村の連中は気がいい。お互いに気安い。近代の余計な知識にも技術にも興味がないので、おっとりと生活している。イザークもひいき目ではなく、ここはいい村だと思う。フレデリカはきっと生来の善良さでそれを感じ、愛してくれたのだろう。

　フレデリカを連れてグレーテルの家に到とう着ちやくすると、家には父親だけがいた。おずおずと挨あい拶さつする娘むすめに、父親は寂しそうな顔をした。

　だがイザークが、「グレーテルのことは任せてくれ。今も問題なく生活しているし、程ほどなく記き憶おくも戻もどるだろう」と請け合うと、安心したようだった。イザークは幼い頃ころからグレーテルの面めん倒どうをよく見ていたので、彼女の両親には信頼されている。

　着き替がえを取りに来たという理由で、二人でグレーテルの部屋に入った。

　部屋の中にあるのは、簡素なベッドが一つきりだ。家の裏手から、父親が薪まきを割る音が響ひびいている。明かり取り窓から入る白っぽい光に照らされた室内を見回し、フレデリカは嘆たん息そくした。

「隠す場所は、ほとんどないような気がします」

「あいつのことだ。家や捜さがしされても見つからないように隠してあるはずだ」

　黒猫のグレーテルが契約書の在りかを喋ってくれれば手っ取り早いのだが、フレデリカが訊いても「にゃー」しか言わないのだという。

　呆れるやら腹が立つやらだが、喋らないものを待っていても仕方ない。

「契約書の場所を探るのに、魔ま術じゆつを使う。そのためには、おまえの体が必要だ」

「どうすれば？」

　目を瞬き問う表情が、きょとんとした小動物めいていて可愛かわいい。と、感じた瞬しゆん間かんに顔をしかめてしまった。中身が違うと、こうまで印象が違うのかと心の底から驚くばかりだ。

　そして貴族の中の貴族、王女殿下を可愛いと思ってしまう自分が嫌いやだ。彼女が規格外王女だとしても、貴族の一員だと思うと、なんとなく自分が許せない。

「そこに真っ直すぐ立て。体の力を抜け」

　すんなりと立つフレデリカの背後に回ると、彼女の頭のてっぺんに人差し指で触れ、もう片方の手の人差し指を自分の唇くちびるに当てて呪じゆ文もんを唱える。

「我、湖水の魔ま術じゆつ師しの血を引く者。湖水の天地と狭はざ間まにある、全すべての精せい霊れいと契約する者」

　息を吐き、続ける。

「汝なんじ、肉体の記憶を有する者。汝の記憶をさかのぼり、守るべきものを汝自身で示せ」

　続いて、フレデリカの体を背後から抱だいて体を密着させると、彼女の両手首をゆるく摑つかむ。互いの体温を布越ごしに感じるのと同時に、フレデリカが緊きん張ちようしたのが伝わってきた。

「楽にしろ」

「は……はい」

　戸と惑まどいながら答える声が、すこし震ふるえている。と、突とつ然ぜん、フレデリカの両手がなにかを求めるように、ついと前に持ち上がった。イザークが力を入れたわけでも、フレデリカが力を入れたわけでもない。魔術師の魔力と、グレーテルの肉体の持つ記憶が、双そう方ほうの力を補い合い、勝手に動き出したのだ。

　フレデリカは驚いたように「えっ」と小さな声をあげたが、「そのまま」と、耳元で囁くと大人しく体の動きに従った。

　フレデリカの体はイザークとともに、ふらふらと窓辺へ近づいた。

　明かり取り窓の枠わくに、そら豆人形が吊つるし首のようにぶら下がっていた。フレデリカの手はそれを大事そうに抱かかえると、背せ伸のびして窓枠から取り外す。

　イザークはフレデリカの手を離はなし、彼女の頭の上で、一つ大きく両手を打ち鳴らした。

　フレデリカの体はびくっと震えて一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし、手にあったそら豆人形が床ゆかに落ちた。

　イザークは床に落ちたそら豆人形を拾い上げると、力任せに胴どう体たいの部分を引き裂さいた。

「痛い──────っっ!!」

　と悲鳴をあげたのは、そら豆人形!?　────ではなく、フレデリカだった。イザークはそら豆人形を取り落としそうになって、何事かと、慌あわててフレデリカにふり返る。

　フレデリカは両頰ほおに手を当て、蒼そう白はくになっている。

「どうした!?　なにがあった!?」

「痛い、痛そうです、そら豆が！　そら豆になんてことを！」

「は!?　そら豆!?」

　どうやら、そら豆人形を壊こわしたことを批難されているようだ。

「あとで繕つくろってやる。それよりも、見ろ」

　引き裂かれた胴体から、丸めた羊皮紙が覗いていた。それを取り出して広げると、気取った文字が並んでいる。




『契けい約やく

　わたくしアダルベルト・ケルナー伯はく爵しやくは、コーゼル村在住のグレーテル・コールに、エーデルクライン王国国王ハインツを暗殺することを依い頼らいする。専制君主をなきものとし絶対王政を廃はいし、啓けい蒙もう主義で国家を作り変える大義のためである。そのひきかえにコーゼル村の税率は据すえ置く措そ置ちをとる。


アダルベルト・ケルナー』






　秘ひ匿とくされるべきこんな契約書にすら、耳当たりのいい大義を振ふりかざしているのが浅はかだ。しかしその浅はかさがあるからこそ、グレーテルの手口に引っかかってくれたのだろう。

「どうして。ケルナー伯爵は確か、契約書は取り戻したと」

　驚いたように問うフレデリカに、イザークは羊皮紙の裏側を見せてやった。

「これを見ろ」

「裏が、煤すすで汚よごれていますね。これが？」

「この契約書を書かせるときに、一枚目の契約書の下に煤を塗ぬった薄うす紙がみを挟はさんで、その下に別の羊皮紙を置いていたんだろう。一枚目に文字を書けば、それは煤を塗った薄紙によって二枚目に転写される。それで二枚の契約書ができあがりだ。二枚目の方を目立つところに隠かくして、わざと盗ぬすませた。だがその二枚目は、煤で転写されているだけだ。時間が経たてば掠かすれて消えるだろうが、ケルナーがそんなもの後生大事にとっておくわけない。掠れて消える前に焼き捨てただろうから、それが二枚目の偽にせ物ものだと気がつかなかったはずだ」
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　さすがは小こ悪あく魔ま。こんな時には、その悪魔ぶりが頼たのもしい。

「これさえあれば、コーゼル村のことはなんとかなる。最悪、俺が陸軍大臣に直じき訴そすることも可能だ。まあ、あの人がどこまで自分の権限を超こえてくれるか、微び妙みようだがな。しかもあの人なら、どんな事情があったにしろ、暗殺実行犯のグレーテルを見み逃のがすことはしない」

　陸軍大臣を務めるミュラー公こう爵しやくは、有能で厳格な人物だ。イザークが言うように、暗殺実行犯を見逃すような甘さはないはず。

「駄だ目めです。ミュラー公爵には訴うつたえ出ないでください。わたしが、なんとかします。そうすればグレーテルは追つい及きゆうされずにすみます。でもこんなものがあるのに、なぜグレーテルはイザークに相談しなかったんでしょう。グレーテルが直訴することは敵かなわなくても、これを持ってイザークが陸軍大臣に訴え出れば、暗殺実行前にケルナー伯爵を捕ほ縛ばく出来たのに」

「さあな……」

　誤ご魔ま化かしながらもイザークには、その理由がぼんやりと理解出来ていた。

（俺に言えなかったんだ、たぶん。自分のやっていたことを、俺に知られたくなかったんだ）

　なぜケルナーが、グレーテルに暗殺を依頼したのか。宮きゆう殿でんに出入りする料理番だから目をつけた程度で、自らも危険な暗殺という計画の一部に、グレーテルを組み込むはずはない。グレーテルを暗殺者として信しん頼らいしたからこそ、巻きこんだと考えるのが妥だ当とう。

（グレーテルは、陰かげで危険な仕事をしていたに違ちがいない。それに目をつけて、ケルナーがグレーテルを脅おどして契約した。ケルナーが要求に応じて契約書を書いたのも、相手がプロだという認にん識しきがあったからだ。グレーテルがこの契約書を持って訴え出れば、過去の自分の罪も暴ばく露ろされ、助からなかったに違いない）

　イザークの知らないところで、グレーテルが馬ば鹿かなことをしていたのに腹が立つ。なんの理由があるにしろ、ケルナーにつけ込まれるようなことをしていたのが、情けない。

（そんなことのために、俺はおまえを生かしたんじゃない）

　もう一度、本当にグレーテルに戻ってくれたなら、まず怒おこってやりたい。そして彼女の犯おかした罪がなんであったかを知り、償つぐなえるものなら償わせたい。

　だがなぜケルナーは国王暗殺などという、大それた計画を実行したのだろう。彼のような浅はかな小物が、誰だれの指示も庇ひ護ごもなく、自分の思考だけで動くとは思えない。彼の背後には必ず黒幕がいる。その黒幕は、国王暗殺を企くわだてているというシュバルツノイマン党か。

　しかし貴族意識の強い男が、平民組織の命令に従うとは思えない。ということは、貴族意識の強い男が、「従っても良い」と思うほどの人物で、しかも国王の暗殺を企てている者。

（まさか、奴やつか？）

　ロートタールで獄ごく死しし、イザークがその死亡を確認している人物以外には考えられない。

（カルステンス侯こう爵しやく？　だが、奴は死んだ。いや、もし死んでいなかったら。そもそも、ロートタールに五年間投獄されていたカルステンス侯は、本物のカルステンス侯だったのか？）

　疑問は尽つきない。しかし今、考えても仕方のないことだった。フレデリカが元に戻もどり、そしてケルナーを断罪してくれれば、ケルナーは必然的にロートタールに収しゆう監かんされる。そうすれば疑問はすべて解けるはずだ。

「とにかくあとは、おまえたちが戻ればいいだけだ。必要なものはティアラだ。今夜盗ぬすつ人とになるか、王女殿でん下か」

　にやりと笑って告げると、フレデリカも悪戯いたずらめいた微び笑しようで頷うなずき返す。

「素す敵てきですね、盗人。憧あこがれていました。山さん賊ぞくと同じで、美味おいしいものを食べていそうですよね」

　どうも彼女は、受け答えが妙みようだ。

　その時、遠くから大声で喚わめく声が聞こえた。その声が「シュルツ！」と呼んでいるようだった。声の主は村中を駆かけ回っているらしく、どんどんと声がはっきりして、近づいてくる。

「あの声は、ユリウス？」

「来い、なにかあったんだ」

　二人はグレーテルの家を飛び出し、ユリウスの声がする方向へ駆けた。

　イザークの家へ続く路みちの方から、白馬を操あやつるユリウスが、「シュルツ！　どこだ」と大声で呼びながら走ってくる姿を認めた。ユリウスは二人に気がつくと、一直線に駆けてきた。二人の目の前で手た綱づなを引き、馬を急停止させると、額に汗あせを滲にじませながら焦あせった表情で言う。

「大変だ！　フレデリカの体が、霊れい廟びように移された！」
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「どうしてなの!?　陛下は七日間は様子を見ると！」

「明日あしたが来れば、残り一日だ。五日間フレデリカの状態に変化がないことで、陛下はフレデリカの生存をほぼ諦あきらめたようなんだ。だから今日、体を霊廟に移して葬そう儀ぎの準備を始めた。明日目覚めなければ、そのまま明後日あさつてに葬儀を行う。王国各地へ、王女殿下の葬儀が明後日だと知らせが走った。葬儀の準備を整え、明日中に宮殿に伺し候こうできる貴族たちが集まる。六日目が終わった七日目の朝を待って、葬儀だ」

「今夜しかないということか」

　イザークが呻うめく。

　明日の夜は葬儀の前夜。その夜はフレデリカとの別れを惜おしむため、国王陛下と王おう妃ひは、一晩霊廟で遺体に付き添そうのが慣例だ。ということは、誰にも見とがめられずにフレデリカの体に触ふれる機会は、今夜しかない。

　王国各地から続々と貴族たちが集まってくる。王都近きん郊こうを領地とする者たちは、既すでに宮殿に入り始めているだろう。門は常に開かれ、人があふれる。集まった貴族たちをもてなすために部屋を用意し、食事を準備するために、沢たく山さんの人間が臨時に雇やとわれて宮殿内で動き回る。

「今夜しかないです。けれど葬儀の準備で沢山の人が出入りするから、宮殿に入り込みやすいでしょうし、ティアラを盗み出す隙すきも多いと思います」

　自分を励はげますように口にする。

（今夜がある。今夜、元に戻ればいい。大だい丈じよう夫ぶ。落ち着いて）

　この混乱を収束させるのは、自分とグレーテルのためだけではなく、ケルン村やコーゼル村のためでもある。そのことが心の重しとなって、浮うき足立たずにいられた。

「ティアラ？　ティアラがどうしたの？」

　ユリウスが首を傾かしげる。

「わたしが元に戻るためには、王女として身につけるティアラが必要だろうと思うの。だからそれを盗み出して、それからまた、わたしの体に触れるの」

「見つかったら大変だね。間ま違ちがいなく断頭台の露つゆだ。危険だから君がやったら？　シュルツ」

「そのつもりだ」

　平然と答えたイザークに、フレデリカは驚おどろいた。

「駄目です！　わたしがやります。そもそもティアラのある場所を、御ご存ぞんじないでしょう？　しかもティアラは何種類もあります。王女のティアラがどれか、見分けがつかないと思います」

「けれどフレデリカ、見つかったら断頭台だよ？」

「ティアラを手に入れられなければ、元に戻れない。そしたらわたしは、グレーテルにも馬手たちにも、コーゼル村にも責任をとれなくなる。そしたら断頭台に上るのが妥当でしょう」

「……。フレデリカ、君。どうしたの」

　ユリウスの瞳ひとみに、驚きとも感かん嘆たんともとれる色が見えた。

　断頭台なんて、考えただけで怖こわい。けれどもし、自分がなんの責任も果たせないのであれば、そうするしか責任の取り方がわからなかった。

　とてつもなく怖い。怖くてたまらないから、絶対に失敗出来ない。

　いっそこのままでいいと開き直って、全部から逃にげ出せれば楽だろう。けれどグレーテルの両親やコーゼル村の人々、彼らの顔を思い出すと逃げ出せない。泣きたいほど怖くても、逃げ出せないのだ。なんてことだと絶望的な気分になるが、逃げ出せない。

　イザークは、ただ驚いたような顔をしていた。だがすぐに正気づき、断固とした口調で言う。

「ティアラを保管してある予備室の鍵かぎも、キャビネットの鍵も侍じ従じゆう長が持っていると言っただろう。そいつから鍵を盗ぬすみ出す真似まねが、おまえに出来るとは思えない。俺がやる」

「いいえ、わたしが」

「出来るわけないだろう、おまえみたいな間ま抜ぬけに！」

「間抜け……。せめて阿あ呆ほうぐらいにしてくれれば。でも、間抜けでも阿呆でも、わたしが」

「じゃ、こうしよう」

　唐とう突とつに明るい声でユリウスは言うと、指を立てて片目をつぶる。

「三人でやろうよ、仲良くね。みんな一いつ緒しよは、仲良しの秘ひ訣けつだ」







　黒くろ猫ねこのグレーテルを連れ、フレデリカは再び宮きゆう殿でんに入った。侍じ女じよ頭がしらが準備してくれた台所番への再雇こ用ようの書類が役に立ったが、台所へは向かわずに、守護宮と呼ばれる宮殿に向かった。

　イザークは単身、宮殿へ入った。第三騎き士し団長の彼が警備の応おう援えんで宮殿に入るのも、不自然ではなかった。彼も守護宮へ向かった。

　守護宮は六公こう爵しやく家と、高位貴族たちに与あたえられる部屋からなる宮殿だ。そこにはグロスハイム家に与えられた部屋がある。しかしグロスハイム家の当主である内務大臣は、雑事で部屋に戻るどころではない。グロスハイム家には、ユリウスの母親である公爵夫人と、三人の妹姫ひめがいるのだが、彼女たちは明日の朝に宮殿に入ることになっている。そのため部屋はユリウスの自由に使えた。

　フレデリカたち三人は日が暮れるまで、グロスハイム家の部屋で身を潜ひそめることにした。

「夜まで待って、侍従長が一人になる機会を待つ」

　部屋は無人のように見せかけていたので、カーテンも閉め切っていた。そのカーテンの隙すき間まから外の様子を確かく認にんしながら、イザークが計画を説明する。

「俺とグロスハイムで侍従長を襲おそい、鍵束を盗む。それを持ってフレデリカと一緒に、予備室に向かう。ティアラを盗み、霊廟へ行き、フレデリカの体に触れる」

　イザークもユリウスも軍服を脱ぬぎ、特とく徴ちようのない白シャツと黒いズボン、腰こしにサッシュを巻いただけの服装だ。顎あごの下に黒いスカーフをくくりつけているのは、侍従長を襲うときに顔を隠かくすためだった。

　椅い子すに座ったフレデリカは、膝ひざの上に黒猫のグレーテルを抱かかえていた。グレーテルは宮殿に入ってから大人しい。その態度の変化に安あん堵どした。きっと彼女も、元に戻ることを納なつ得とくしてくれたのだろう。フレデリカの懐ふところにはケルナーの契けい約やく書もある。

　ユリウスは壁かべに寄りかかり腕うで組ぐみしている。いつになく真面目まじめな表情だ。

「葬儀に関する明日の予定は、どうなっているの？　ユリウス」

「明日には、ほとんどの高位貴族が宮殿に伺候する。各おの々おのが国王陛下にお悔くやみを述べる必要があるから、国王陛下と王妃様は、明日の朝日が昇のぼる時刻に、朝あさ陽ひの間に姿を見せる。そして集まった者たちが、順次お悔やみの挨あい拶さつを述べる。それが終わるのが正午頃ごろ。その後に、宮殿内の礼拝堂が開放され、明後日の葬儀開始まで、参列者は宮殿内に留とどまる。国王陛下と王妃様は夕刻には霊廟に入り、夜明けまでフレデリカと共に過ごし、朝陽と共に霊廟を退出。フレデリカを棺ひつぎに納め、霊廟を閉じる作業が始まるのと同時刻に、礼拝堂内で祈いのりが始まる」

「明日の夕刻まで、ということね」

　冷静にフレデリカは受け止めると、目を閉じた。そして己おのれに言い聞かせる。

（大丈夫。きっとできる、できるから）

　もう失敗は許されない。それを思うと不安で怖い。けれどグレーテルや馬手たちや、コーゼル村やケルン村の人たちのために、やらねばならない。それは不安と恐きよう怖ふを抑おさえ込めるほど、責任としてフレデリカの体の芯しんをしゃんとさせる。







　陽ひが沈しずんだ。空に鋭するどく星が瞬またたいていたが、リリエンシルト宮殿の上だけは、その輝かがやきが霞かすんでいる。宮殿内の至る所に明かりが灯ともされ、闇やみを払はらうかのようなきらびやかさだった。

　葬そう儀ぎのために集まったはずなのに、人が集つどうと、自然と賑にぎやかになり華はなやぐ。事情を知らない者が入り込んだら、大規模な祝賀会かと思ったことだろう。ただし人々が身に纏まとう衣装は、装そう飾しよくと色が控ひかえめだ。

　真夜中を過ぎても明るさは変わらず、そのことにフレデリカは焦あせった。イザークとユリウスも苛いら立だっているようだった。暗くら闇やみが極きよく端たんに少ないし、侍従長はいつまで経たっても、あちこち忙いそがしく歩き回っているからだ。

　唯ゆい一いつ闇が濃こいのは、王宮と霊れい廟びようの間に広がる庭だ。刈かり込まれた植え込みが、迷めい路ろのように配置されている。侍従長が頻ひん繁ぱんに往復する庭だったので、三人はそこに潜んで機会を待った。

　一度、真夜中過ぎに、国王と王妃が霊廟と王宮を往復した。久しぶりに目にする両親の姿が懐なつかしくて、胸が絞しぼられるほどに痛くなった。

　国王も王妃もいつもと変わらず気き丈じように前を向き、侍従たちに囲まれていた。しかしその横顔、目の下や頰ほおには、疲ひ労ろうと哀かなしみの影かげがこびりついていた。その姿を見ると、フレデリカが死んだと思われていることが心から申し訳なかった。

　フレデリカはグレーテルの黒猫を抱だいたまま機会をうかがい、待った。待ち続けた。

　そして、

「まずいな」

　イザークが東の空に視線を向けて呻いた。彼の視線を追うと、遠くそびえる山脈の稜りよう線せんあたりが、うっすら紺こん色いろに染まりはじめていた。朝が近い。

「こうなったら、予備室の扉とびらを斧おので破は壊かいするかい？」

　冗じよう談だんか本気か、ユリウスが肩かたをすくめて立ちあがった。

「それしかないか」

　ため息混じりに立ちあがったイザークにつられて、フレデリカも慌あわてて立ちあがる。

「待ってください、そんな乱暴なこと……」

　言いさしたときフレデリカの目は、二人の青年の背後、王宮の方向からせかせかと歩いてくる小こ柄がらな老人の姿を捉とらえた。一人きりだ。周囲に人ひと影かげはなく、庭の闇は未いまだ濃い。

「侍従長！」

　細く鋭い声をあげた瞬しゆん間かん、二人の青年は同時にふり返った。二人は顎の下にくくりつけてあった黒いスカーフを目の下まで引きあげると、呼吸を合わせたかのように同時に植え込みから飛び出した。

　飛び出した二人に驚き、侍従長は立ちすくむ。その腕うでを摑つかんだイザークは、くるりと侍従長の背後に回り、首に腕をかけて締しめあげた。侍従長は簡単に意識を失い、体から力が抜ぬける。

　その隙すきにユリウスが、侍従長の腰から鍵束を取りあげた。

　イザークは侍従長の体を、植え込みの中に横たえて隠す。

「来い、フレデリカ！」

　低くイザークに呼ばれ、フレデリカも植え込みから飛び出した。三人は闇が濃く、人通りの少ない場所を事前に調べていた。そこを抜け、儀ぎ式しきの間の予備室に向かった。

　予備室に到とう着ちやくすると、鍵束の中から予備室の鍵を選び扉を開く。

　暗い室内に踏ふみこむ。最奥に並ぶガラスのキャビネットの一つに、目的のティアラがある。

　フレデリカは目的のキャビネットに駆かけ寄り、確認した。細い銀の蔓つるを複雑に編み込んだような、繊せん細さいな銀細工のティアラだった。不規則に小さなサファイヤがちりばめられ、清せい楚そな輝きを纏っている。黒猫を片かた腕うでで抱えたまま、ユリウスから手て渡わたされた鍵束の鍵を使い、キャビネットを開く。片手でティアラを摑むと、胸むな元もとに引き寄せた。

（これが必要なもの。これで戻もどれる）

　その時、予備室の前をばたばたと駆け抜ける足音が響ひびく。さらに遠くで叫さけびあう騒さわがしい声がしたので、三人は顔を見合わせた。遠く聞こえる微かすかな声は「侍従長」と聞こえたのだ。

「見つかったか」

　イザークはフレデリカの手からティアラを取りあげ、その空いた手を摑んだ。

「グロスハイム、俺はフレデリカを連れて霊廟へ行く。おまえは部屋に戻って、俺とおまえの軍服を持って、霊廟に来い」

　侍従長が襲われたことがばれたのなら、すぐに怪あやしい者の捜そう索さくが始まる。侍従長が気がつけば、自分を襲った者の特徴を告げるだろうから、イザークとユリウスが今の服装ではまずい。上に軍服を着る必要がある。そうすれば彼らは警備を担当する側の人間になれるので、疑われることがない。切り抜けられるはずだ。

「わかった。すぐに僕も行く」

　三人は予備室の扉の隙間から外を覗のぞき、誰だれもいないのを確かめてから駆け出した。

　ユリウスは守護宮へ向けて。フレデリカとイザークは、霊廟へ向けてだ。

　霊廟は、リリエンシルト宮殿の東の端はしに位置する。古代神聖聖教風の白大理石の建物で、なだらかで巨きよ大だいな三角屋根を、円えん錐すいの柱が規則的に並んで支えている。山脈の青い影を背負い、出入り口の大理石扉の前に篝かがり火びを灯され、霊廟は静かに佇たたずんでいる。

　扉の前に二人、近衛このえ兵が立ち番をしていた。イザークは暗闇の中から躍おどり出て、二人をあっという間に殴なぐり倒たおした。老人の侍じ従じゆう長と違ちがい、今度は本気の乱暴さで殴り倒していたので、彼らはしばらく目を覚まさないだろう。

　重い大理石の扉を、フレデリカはイザークと共に押し開いた。

　扉を開くと、中からふわりとバラの香かおりが流れ出る。

　扉正面奥には、もう一つの扉がある。その扉の奥に歴代の王家の者たちが眠ねむるのだ。そして今、その王たちが眠る扉の前にある白大理石の祭さい壇だんの上には、色とりどりのバラが敷しきつめられていた。祭壇の四よ隅すみに蠟ろう燭そくが灯され、祭壇に横たわる者を照らす。

　バラの花に埋うもれ、両手を胸の上に組んで横たわっているのはフレデリカの体だ。

　目を閉じ、穏おだやかな表情で横たわるフレデリカは、お伽とぎ噺ばなしの姫ひめ君ぎみさながらに美しかった。

（これでわたしは、責任を果たせる）

　背後から、頭にティアラが載のせられた。イザークがつけてくれたのだ。ふり返ると、

「行け、フレデリカ」

　と促うながされた。

「はい」

　黒くろ猫ねこを抱かかえなおし、フレデリカは自分の体に近づく。イザークも一歩離はなれて、背後から一いつ緒しよについてきてくれる。

（今度こそ）
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「行け、フレデリカ」

　促すとフレデリカは従順に、

「はい」

　と頷うなずいた。子犬のような黒くろ髪かみの少女がティアラをつけているのは、ままごとめいていて奇き妙みようだった。けれど可愛かわいらしかった。

（今度こそ、元通りだ）

　イザークも息を詰つめた。フレデリカは自分の体に近づいていく。

（さよならだな、王女殿でん下か。そして頼たのむぞ、コーゼル村のこと）
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　フレデリカは眠る自分の手を握にぎった。そして、暫しばし。

（え？）

　目を瞬またたく。自分が見おろしているのは、やっぱりフレデリカの美しい体で、自分はまだグレーテルの体だった。変化の予兆はない。なにもない。

（……触ふれてる。……ティアラも、ある……なのに、でも。これは……）

　黒猫を抱えていた腕の力が抜けた。するりと黒猫が腕から飛び降り、足元でひと声鳴いた。

「わたしは、……………間ま違ちがった…………？」

　その言葉が唇くちびるからこぼれるのと同時に、足に力が入らなくなり膝ひざが折れ、その場にへたりこんだ。横たわるフレデリカの手を握ったままだったので、手はつられてだらりと祭壇の外へ出てしまった。

　バラの花が、幾いくつもぱたぱたと白大理石の床ゆかに落ちる。それでも未練がましく、フレデリカは自分の空っぽの肉体の手を離せなかった。

「フレデリカ!?　いや、グレーテルか？」

　駆け寄ったイザークが跪ひざまずく。

「わたしは、間違えた……。間違えたんです、イザーク」

　イザークの顔色が変わった。

「おまえは、フレデリカ？　戻れないのか？」

　頷くと、イザークは焦あせったように扉の外へ目をやった。既すでに外は薄うすい藍あい色いろの景色に変わりつつある。夜明けだ。こうなっては人々が動き出す。

　もう一度なにかを試ためす時間がないことを、彼も悟さとったようだ。

「……駄だ目めか……」

　イザークの絞しぼり出すような声を聞くと同時に、涙なみだがあふれ出た。

「必要なものはティアラじゃなかった。違った。わたしは、間違えた。けれど、けれど……もう、遅おそい……！」

　空いた片手でティアラを頭から外すと、大理石の床に放ほうり出して激しく首を振ふる。

「これじゃない、これじゃない！　違う！　ごめんなさい、ごめんなさい。わたしは間違えた！　もう戻れない！　グレーテルも助からない。馬手たちも助からない！　コーゼルやケルンの村の人たちも助けられない！　ケルナーのことも！　ごめんなさい、わたしは間違えた！　失敗した！　責任を果たせなかった！」

「落ち着け」

　彼も焦っているようだったが、それでも冷静だ。

　しかしフレデリカは絶望感で混乱していた。この場に自分が存在することすら許せなかった。

「イザーク！　ごめんなさい、ごめんなさい！」

「落ち着け」

「謝って済むことじゃないって、わかってる！　だから、だから！　約束どおり撃うち殺して！」

「馬ば鹿か！」

　ぴしゃりと頰ほおを打たれ、フレデリカの口から止めどなく流れ出ていた後こう悔かいと懺ざん悔げが止まった。はっとしてイザークの顔を見ると、彼の薄うす紫むらさきの瞳ひとみはいつものように綺き麗れいな色だった。

　彼は異界を覗きこみ、あらゆるものを見つめてきたような冷静な目で、淡たん々たんと告げた。

「間違えた。それは仕方がない。運命だ」

　諦あきらめというより、それが事実だと知らせるような声だった。
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　理り不ふ尽じんな運命というものが存在することを、イザークは知っていた。知っているからこそ魔ま術じゆつを駆く使しし、理不尽な死や運命を変えようと試み続けている。だがそれにも限界があり、どんなに努力しても魔術を駆使しても、逆らい難がたい運命というものもある。

（すまないな、グレーテル。俺の力は……、二度目は、およばなかった）

　自分の無力感を嚙かみしめるしかない。そして心の中で、詫わびるしかない。

「フレデリカ。おまえは、よくやった」

　フレデリカを責めることもできなかった。彼女はできうる限りのことをした。真しん剣けんに力を尽つくした。けれど力が及およばなかった。それだけなのだ。

　フレデリカは声を震ふるわせる。

「でも戻もどれなければ、全すべてが……」

「逆らえない運命もある」

「嫌いやです。グレーテルは、どうなりますか？　馬手たちは？　コーゼル村やケルン村は？」

「村のことは俺がなんとかする。グレーテルの残した契けい約やく書を使って、ケルナーの陰いん謀ぼうを暴あばく。確実にどうにかできる保証はないが、なんとかしてみせる。馬手たちに関しても、ケルナーの仕し業わざとわかればお咎とがめを免まぬがれる可能性がある」

「けれどグレーテルはどうするんですか!?」

「暗殺実行犯のおまえは、俺が訴うつたえ出る前に安全な場所へ逃にがして」

「違います！　黒猫になってしまったグレーテルです！　彼女はどうなるんですか!?」

「あいつは、……あのままだ」

「嫌です！　ご両親はグレーテルを、本物のグレーテルを抱だきしめてあげたいはずなのに！」

　涙を流しながら首を振り、フレデリカは必死に声を張り上げている。その必死さに、イザークは驚おどろいていた。彼女がこれほどまでに、グレーテルやコーゼル村のことを思ってくれたことが、驚きであると同時に嬉うれしかった。彼女がなぜこれほど思い入れを持ってくれたのか、不思議ですらあった。しかし。

「グレーテルの両親は、わたしを抱きしめてくれたのに！」

　彼女のその言葉に、卒然と悟さとるものがあった。イザークは思わず訊きいた。

「寂さびしかったんだな？　ずっと」

　フレデリカは反射的にだろう、答えた。

「寂しかったんです」
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　反射的に答えた自分の声で、フレデリカは悟った。自分がなぜこれほど取り乱すまでに、グレーテルを元に戻し、馬手たちを守り、コーゼル村を守りたいと願うのか。今、理解した。

　ずっと寂しかった。

　宮きゆう殿でんの中で大勢の人間に傅かしずかれながら、ずっとずっと寂しかった。けれど生まれた時からそうだったので、自分が寂しいということにすら気がつかなかった。だから常に、なんとなくにこにこ笑っていた。そうすれば周囲は喜んでいるからだ。

　だから幼い日、バラ園で出会った黒くろ髪かみの少女の存在が、とても嬉しかったのだ。はじめてフレデリカは、ひとりぼっちではなくなった。

　けれどあの少女が姿を消すと、フレデリカは寂しくなった。はじめて自分は寂しいと理解したが、それを直視することはできなかった。あまりにも寂しすぎて。だからそら豆人形を抱きしめ、寂しさを見ないふりをした。

「寂しかったんです、わたし。ずっと、ずっと。いつも……」

　言葉にすると、胸にあふれる寂しさが止めどなく膨ふくれあがってきた。

　父国王と母王おう妃ひには、愛されていると思っていた。周囲の人たちにも、好かれていると思っていた。けれど思うことと感じることは違う。フレデリカはずっと一人で、愛される実感も、好かれている実感もなく、ただ笑って過ごしていた。

　でもそれは、とてつもなく孤こ独どくで寂しいことだった。「わたしは、愛されている」と頭の中で思ってみても、両親と会話することすらままならない。触れられることもない。

　ずっと寂しかったから、グレーテルの両親に抱きしめられたときに嬉しかった。村人たちに親切にされて、嬉しかった。イザークと一いつ緒しよに食事をして、嬉しかった。だからその嬉しさを分けてくれた人たちや、その人たちが守りたいと思うものを守りたかったのだ。

「でもコーゼル村にいるとき、寂しくなかった。あなたと食事している時、寂しくなかった。だからわたしは守りたかったのに。もう、戻れない。戻れなければ、守れない」

　悔くやしかった。生まれて初めて、悔しいと思った。

　王女フレデリカとして生きていたとき、守りたいものも、責任もなかった。けれどこうなって初めて守りたいものができ、責任を感じたのに、肝かん心じんなこの時に王女に戻れない。

　今こそ王女としてなすべき、本当の責任があるのに。

「はじめて、寂しくなかった。はじめて、守りたいと思った。自分のやるべきことだと思って、やりたいと思った。王女だったらできることだった。なのに、王女としてやるべきことがあるのに、そうなったときに、わたしは……！」

　元の体の力ない手を握にぎり続け、その手を離はなすことができなかった。未練がましく、手を握るこの体に戻りたいと願う。

「イザークに、たくさん助けてもらった。ユリウスにも。コーゼル村の人たちにも、グレーテルの両親にも、そしてグレーテルにも。でも、わたしは誰だれのためにもなにもできない」

　情けなく、惨みじめだ。寂しくて、寂しくて、自分のやるべきことすらわからない愚おろかしい王女だった自分が情けない。後から後から、涙が流れる。流れ続けるのは後悔だ。

　するとふいに抱き寄せられた。イザークの腕うでは強くて温かだった。
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　泣き続けるのをどうしていいかわからず、イザークはフレデリカを抱きしめた。

（王族の矜きよう恃じで、気持ちを打ちあけなかったわけじゃない。自分の寂しさも惨めさも、認めるには臆おく病びようだった）

　混乱して泣きながら、寂しかった、なにもできなかったと、自らの心を言葉にする彼女が、やっと理解出来た。フレデリカは臆病で善良で、寂しい王女様だった。

「フレデリカ、フレデリカ。もう、いい」

　あやすように、イザークは囁ささやいた。

「もういい。おまえはよくやった。もう、グレーテルになればいい。それで生きればいい」
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　イザークの言葉に、フレデリカは言葉を失った。しばらくしてようやく、掠かすれる声が出た。

「そんな……。そんなこと。駄だ目めです。許されない」

「グレーテルとして生きれば、きっとおまえは幸せになれる。俺が助けてやる」

　イザークの幼なじみや故郷を救いきれなかったフレデリカに、彼はなんて優しいのだろうか。

　優しさが体に浸しみるようだった。イザークが言うように、グレーテルとして生きることはきっと幸福だ。けれど自分一人が幸福になるような真似まねは、絶対にできない。

　それでもイザークの優しさは、今まで受け取ったことがないほどの優しさだ。彼はきっとフレデリカの気持ちを理解しているからこそ、そう言ってくれたのだ。イザークの瞳ひとみを見つめると、それがわかった。彼の瞳を見つめると安あん堵どするのは、きっとお互たがいのことを理解しているからだ。

　口づけするようにイザークの唇くちびるが近づき、吐と息いきがフレデリカの唇に触ふれる。

「……イザーク」

　声が震えた。吐息がかかる近さで、

「フレデリカ」

　彼が、彼女の名を囁いた瞬しゆん間かんだった。

　ざわっと、全身を細かい棘とげで撫なでたような衝しよう撃げきが走り、未練がましく握り続けていたフレデリカの手と自分の手が重なった場所が、かっと熱くなる。そのあまりの熱さにフレデリカは悲鳴をあげ、握っていた手を離した。次には、全身を力任せに突つき飛ばされるような衝撃に襲おそわれ、目の前が真っ暗になった。

「フレデリカ！」

　イザークの声が聞こえた。







「イザーク！」







　助けを求めて叫さけぶと、フレデリカはとてつもない違い和わ感かんを喉のどに感じた。

　飛び起きると、髪かみや肩かたから、ぱたぱたとバラの花が落ちた。圧あつ倒とう的なバラの香かおりに目め眩まいを覚え、そのぐらつく視界の中で、グレーテルの体を抱だきしめるイザークの姿を認めていた。

「……あ……。………わたし……？」

　フレデリカは、自分の手を目の前に持ち上げて見た。細くしなやかな、綺き麗れいな指だ。肩にかかる髪は、お日様にミルクを溶とかしたような金きん髪ぱつ。

「……戻もどったのか？　……フレデリカ……」

　祭さい壇だんの上に座るフレデリカを、イザークは呆ぼう然ぜんと見あげている。

　開きっぱなしになっていた扉とびらから、朝あさ陽ひが射さしこんでいた。それはみるみるうちに大理石の床ゆかに伸のび、祭壇を照らす。フレデリカの頰ほおを照らす。

　しばらく言葉もなかった。だがイザークが抱く力ないグレーテルの体に気がつき、ぎくりとする。周囲を見回したが、黒くろ猫ねこの姿はない。

「グレーテルは!?　黒猫はいない!?　そんな、グレーテルは戻ってない!?」

　イザークも正気に戻ったように、自分が抱くグレーテルを見おろす。

「呼吸もしてないし、心臓も動いてない。きっと、さっきまでのおまえの体と同じ状態だ」

「じゃあ早く、黒猫のグレーテルを見つけないと」

　しかしイザークは、扉の方へ顎あごをしゃくった。

「それよりも早く、ここを出ろ。近衛このえ兵が気がつく前にここを出て、おまえが生き返ったと、みんなの前に姿を見せるんだ。その騒そう動どうの間に、俺はグレーテルの体をどこかへ移す。グレーテルを元に戻す方法を考えるのは、その後だ。ティアラも返さないとならない。ティアラは、おまえが着けていけ。天使にもらったとでも言えばいいはずだ」
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　グレーテルの体を抱かかえると、イザークは立ちあがった。フレデリカも急いで祭壇を飛び降りたが、自分のドレスの裾すそを踏ふんで、いきなりばたりと倒たおれた。イザークが目を丸くした。

「いた、痛い……」

　涙なみだ目で起き上がると、イザークが呆あきれたような顔になっていた。

「おまえ、……鈍にぶいんだな」

「はい。実は、とても」

　言いながらティアラを引き寄せ頭に着け、立ちあがる。すると、

「やあ、来たよ！」

　朝陽を背後に背負って、明るく爽さわやかなユリウスの声が響ひびいた。第一騎き士し団の白い軍服姿の彼は、フレデリカに気がつくと、

「ああ、フレデリカ！」

　と、感極きわまったように駆かけ寄って来た。手に持っていたイザークの軍服を彼の肩に無造作に投げつけ、自分はフレデリカの目の前に跪ひざまずく。そして恭うやうやしく手を取ると、口づけた。

「フレデリカ。僕の王女様。君が天使のような君に戻るのを、待っていた」

「王子様ごっこは後にしな、グロスハイム。グレーテルの体を隠かくせる場所はないか？」

　ユリウスの感動を遮さえぎるように、イザークが急せかした。ユリウスは嫌いやそうな顔でふり返る。

「それなら、天使宮のフレデリカの部屋がうってつけだ。あそこは今、無人だからね」

「俺はグレーテルを運ぶ。グロスハイム。おまえがフレデリカを連れ、王宮へ行け。王女の復活を知らせろ。そうすりゃ、侍じ従じゆう長を襲った連中のことも、王女復活の衝撃でうやむやになるさ」

「わかったよ。行こう」

　ユリウスは立ちあがり、フレデリカに腕を差し出した。

「どうぞ、僕の可愛かわいい王女様」

「いえ、腕はいいわユリウス。自分で歩けるから」

　フレデリカは断り、イザークに近づいて彼の瞳を見あげた。

「なにがなんだか分からないけれど、元に戻れました。イザーク、……ありがとう。復活を宣言してきます。それと、約束を果たすために。あなたも見守っていてくれますか？」

　地じ獄ごくの番犬と呼ばれる第三騎士団の団長は、本来なら国王や王女に近づけない。けれど側そばにいて欲しかった。

　イザークは困ったように微笑し、グレーテルの懐ふところにある契けい約やく書を取り出して差し出す。

「グレーテルの体を隠したら、王宮へ行ってやる。ただし、人目につかないところで見守るだけだ。地獄の番犬は、陛下の前には行けない。だからおまえが、これを持って行け。頼たのんだ」

　契約書を受け取りながら、フレデリカは力強く頷うなずく。頼んだと、信しん頼らいされたことが嬉うれしかった。彼の信頼に応こたえたいと心から思った。

「約束を果たしてきます。見ていてください。全すべてを終わらせます」

　フレデリカは早足に霊れい廟びようを出た。ユリウスが付き従った。




　　　　[image: ]




　眩まぶしいと、イザークは思った。気弱で善良で、言動が妙みような王女殿でん下かは、本来の体に戻ると触れがたいほどに美しく眩しかった。そしてフレデリカにならば、コーゼル村のことを任せられると思った。それは彼女が優ゆう秀しゆうだからでも、強いからでもなく、ただ彼女がイザークの思いを裏切ることがないと知っているからだ。

（頼んだ）

　彼女がグレーテルの体に閉じこめられたままだったら、そのままの彼女を生しよう涯がい守ろうと決意したさっきの一いつ瞬しゆん、自分はなにを考え、そんな結論に至ったのだろうか。きっとイザークには、自分の無力に泣く彼女の気持ちが痛いほどに理解出来た。だからだろう。

（これで終わる。今度こそ、さよならの時が来る）

　本来、言葉を交かわすことすら不可能な王女殿下を、イザークは抱だきしめていた。貴族の中の貴族だが、彼女のことは、もう嫌きらいではなかった。

　彼女は最初に抱いた印象の通り、たいした王女様ではない。だが可愛い王女様だった。自分の寂さびしさにも気づかずに、ただ笑っていた。たいしたこともできないのに、グレーテルやコーゼル村を助けようと必死だった。

　イザークにとって大切なものを、弱々しくとも必死に守ろうとしてくれた彼女なら、守ってやってもいいと思った。きっと自分も、フレデリカとグレーテルの混乱に巻きこまれ、混乱していたのだ。

　しかしこれでもう、このおかしな混乱は終わる。

（あとは、グレーテルさえ元に戻れば）

　イザークはグレーテルの体を抱えなおすと、人目につかないように天使宮に向かった。そしてグレーテルの体をフレデリカのベッドに寝ねかせると、再び天使宮を出た。

　向かうは王宮の朝陽の間だ。
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　朝陽が昇のぼるのと同時に、王宮にある朝陽の間に、国王ハインツと王おう妃ひヘレネが姿を現した。二人の憔しよう悴すいした表情に、集まった貴族たちの間からは、ため息のようなざわめきが起こる。

　この場に集まり、国王に直接悔くやみを述べるのは高位貴族だけだ。

　ここに集つどうのは六公こう爵しやくを筆頭に、公爵、侯こう爵しやく、伯はく爵しやくまでの身分の貴族とその家族。それでも三百人近い人数。その三百人近い貴族たちは整然と並び、ひそめた声で会話を交わしながら、国王の前へ呼ばれる順番を待っていた。

　朝あさ陽ひの間の名にふさわしく、明るい光が射しこむと、室内の壁かべや柱に施ほどこされた金の装そう飾しよくが輝かがやいて室内は光に満ちる。その明るさの中にありながら、空気は重苦しい。明るければ明るい分だけ、その重苦しさと静かさがちぐはぐで、それが一層やるせない哀かなしみにも思えた。

　咳せき払ばらいさえも憚はばかられる、光の満ちる、しかし静かに沈しずんだ空気が、突とつ然ぜん大きく震ふるえた。

　朝陽の間の扉とびらを、誰だれかが乱暴に開いた音だった。広間にいる全員の視線が背後の扉へ向かう。

　悔やみの言葉を受けていた国王と王妃も眉まゆをひそめ、広間の出入り口へと視線を向けた。

「ユリウス……？」

　国王が呟つぶやくのと同時に、グロスハイム公爵と侍従たちがぎょっとし、慌あわてて扉の方へ向かう。

　背に朝日を浴び、にこやかにそこに立っているのは、ユリウス・グロスハイムだったのだ。

「皆みな様さま、道を空けて頂きましょう！」

　駆け寄るグロスハイム公爵や侍従たちを押しとどめるような、朗々と響く声で彼は告げた。

「フレデリカ王女殿下が参られました！」

　空気が凍こおりついた。

　彼はなにを言っているのだろうかと、全員が、国王の怒いかりを覚かく悟ごして息を吞のんだ。ユリウスの言葉の衝しよう撃げきに、王妃ヘレネがよろめいて国王の腕うでにすがりつくと、国王は眉を吊つり上げた。

「ユリウス！　いったいなにを……！」

　しかし、その先の言葉は続かなかった。

　ユリウスが自分の背後にいる者に道を空け、その場に跪き、恭しく頭こうべを垂れたのだ。

　国王の目が驚きよう愕がくに見開かれ、そして王妃が震え出す。侍従もグロスハイム公爵も動きを止めた。その場にいた高位貴族たちも、目を見開く。まさかと、掠かすれた声がいくつも聞こえた。

「国王陛下。お母様。そして皆様」

　朝陽の中から歩み出たのは、フレデリカ王女だった。純白の死に装束のドレスを身に纏まとい、王女のティアラを髪かみに飾かざっている。その姿はまさしく天使だ。純白のレースのみで作られた軽かろやかな死に装束は、華か麗れいな天使のローブさながらだった。
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　フレデリカは慎しん重ちように歩み出した。慣れない靴くつを履はいているせいで、いつ裾すそを踏ふんで転んでもおかしくない。しかしこの時ばかりは、そんなみっともない真似まねはできない。

　フレデリカが歩み出すと、自然と貴族たちは道を空け、国王と王妃のところまで真っ直すぐ通路ができた。

（国王陛下が泣いてる。お母様も）

　王妃は両手で口を覆おおい涙なみだを流していたし、国王の目には涙が一いつ杯ぱいにたまっていた。

　愛されているのだろうと思っていた。けれど両親は忙いそがしくて、甘えることもできず、側にいてもくれなかった。だから愛されているという実感が、今までなかった。けれど二人の涙を目にすると、愛されているのだという実感が、胸の奥から温かい光のようにわきあがる。
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　片手に丸め持っている契約書を、強く握にぎりなおす。周囲に素す早ばやく視線を走らせ、イザークの姿を捜さがした。彼はどこにいるだろうか。すると朝陽の間を見おろす中二階の回かい廊ろうに、ちらりと黒い軍服が見えた。

（イザーク）

　彼が見守ってくれている。そのことで勇気がわく。

「フレデリカは戻もどりました。ご心配をおかけして、申し訳ありませんでした」

　国王と王妃の目の前に来ると足を止め、いつものように膝ひざを折った途と端たん、

「フレデリカ！」

　我が慢まん出来なくなったように、王妃が叫さけんで前に飛び出し、フレデリカを抱きしめた。フレデリカは驚おどろいて目を瞬またたく。

（お母様が？）

　こんな風に抱きしめられたことは、今までなかった。常に節度を持って接する母親は、けしてこんな風に愛情を表現しなかった。けれど今、泣きながらフレデリカを抱きしめた王妃の温かさが、泣きたくなるほど嬉しかった。

　規則と慣習に縛しばられる生活の中で、普ふ段だんならこんな振ふる舞まいは許されない。けれどフレデリカの死と復活という、非日常の異常事態に、母王妃は規則もなにもかも忘れているのだ。

「お母様。申し訳ありません、哀しませてしまいました」

「いいの、いいのよ。フレデリカ。どうして、でも……どうして」

　もっと以前から規則や慣習を無視し、両親と向き合う機会を自ら望めば良かったと、母の温かい体温を感じながら思う。そうすれば自分はあんなふうに、自分の寂しさもあやふやなままに、笑え顔がおで振る舞うことはなかったのだろう。そうやって全てに向き合い、自分の思いを自覚し、なにかを変えようとする意志があれば、きっともっと賢かしこい王女でいられたはずだ。

　フレデリカも、ずっとこうしていたかった。だが彼女にはやるべきことがあった。

　今からでも遅おそくない。フレデリカは自分の心に向き合いたいと思う。

　自分の心に向き合い、守りたい者、救いたい者、愛いとしい者を意識して、彼らのために、なすべきことをなすのだ。

　国王に視線を向けると、彼もまたフレデリカに駆かけ寄りたそうに、一歩、足を前に出していた。けれど国王としての威い厳げんを保つため、その一歩以上の動きにはなっていない。

　王として君臨する父親を前に、フレデリカはこれから、出過ぎた真似を働く必要がある。

　フレデリカは母親を労いたわる優やさしさでそっと自分から離はなさせ、今一度国王に向かって膝を折る。

「国王陛下。フレデリカは戻りました」

「なぜ。どうして……」

　声を震わせる国王に向かって微笑ほほえむと、フレデリカはすこし声を大きくし、通る声で告げた。

「死の国へと誘いざなわれかけたわたしの魂たましいを、守護天使が導きました。その守護天使は王女の身に戻るためにと、王女のティアラをわたしに届けました」

　そこでフレデリカは、呆ぼう然ぜんとフレデリカを見守っている高位貴族たちの方へ向き直った。ぐるりと見回すと、ケルナー伯はく爵しやくの顔があった。

　自然とフレデリカの表情は厳しくなった。彼女の気配の変化に、国王も王妃も驚いたように目を丸くし、そして貴族たちも目を瞬く。

　誰の顔も「フレデリカ殿でん下かがこんな表情をするのを、初めて見た」と言っているようだった。常に機き嫌げん良よく、優しく微笑することしかしなかったフレデリカが、今、怒りの色を見せていた。

「わたしを死の国から連れ戻した守護天使は、わたしを死へと追いやった者を告発しました」

　ケルナーに視線を注ぐと、身に覚えのある彼は蒼そう白はくになった。しかし「なんのことです」と言いたげな、卑ひ怯きような誤ご魔ま化かしの笑顔を顔に張りつかせている。

　王女の虚きよ像ぞうを演じることは、人々のための義務だと思っていた。だが実感はなかった。それは守るべき人々というものが漠ばく然ぜんとしていたからだ。

　しかし今、フレデリカは実感している。

　守るべき人たちの顔が、フレデリカには見えている。

　だから虚像を演じることが、今は以前ほどに苦しくない。そうするべきだと、強い思いでフレデリカは王女として振る舞える。自らは王女の虚像だと、自信をもって演じられる。

「その者は国王陛下の暗殺を企くわだて、陛下の愛馬に細工をし、陛下を落馬させて死に至らしめようとしました。しかし陛下のご予定が変わったため、わたしがその馬に乗り、落馬しました」

　告げると、広間の中央にいた陸軍大臣、ミュラー公爵の目が鋭するどく光る。そして油断なく誰かに目め配くばせする。

「陛下の暗殺を企てたのは、ケルナー伯爵、あなたです！」

　王女の虚像の強い言葉を放つと、ケルナーは背後にじりじりと後あと退ずさりはじめる。

　周囲の貴族も驚いたようにケルナーから身を引くが、彼はまだ半分笑った顔で言う。

「殿下。なにを仰おつしやいますか。なぜわたくしが。そんな証しよう拠こは」

「あなたは自分の領地に住む者を脅おどし、暗殺者に仕立てました！　卑怯きわまりない！　これが証拠です。あなたが陛下暗殺を企て、暗殺者に対して仕事を命じた契けい約やく書です！」

　手に持っていた契約書を広げると、フレデリカは声を張った。

　ケルナーの親切らしい態度も、振る舞いも、すべて見せかけだった。そんなことも見み抜ぬけなかった愚おろかな自分も、ともに断罪するように心からの声を絞しぼった。

「アダルベルト・ケルナーを、わたしは許しません！」

　その声に命じられたように、ケルナーに近づいていた騎き士し団の面々がケルナーを捕とらえようとした。しかしその前に、ケルナーは周囲の者を突つき飛ばし駆け出した。

「追え！」

　陸軍大臣の命じる声に、騎士たちは走る。ケルナーは驚く人々を器用にかいくぐり、朝陽の間から飛び出した。それを追おうと、騎士たちが出入り口に殺さつ到とうする。それを確かく認にんした陸軍大臣は、フレデリカの前にやって来ると跪ひざまずき、告げた。

「殿下、すぐさまケルナーを捕ほ縛ばくいたします」

「お願いします、ミュラー公こう爵しやく」

　陸軍大臣は頭をさげると立ちあがり、身をひるがえして朝陽の間を出た。

　それを見送ると、フレデリカは再び国王に向き直りその場に膝を折る。

「出過ぎた真似をお許しください。守護天使の告発を受け、わたしは、わたしの責任で断罪するべき者を断罪することが義務だと思いました。ですから告発しました。お許しください」

　フレデリカが陸軍大臣に命じたようなものだ。陸軍大臣も、そのように振る舞った。しかし本来ならば国王にしか許されない行こう為いだ。この行いは当然叱しつ責せきされるべきだった。

　しかし国王は、膝をついたフレデリカの手を取ると立たせた。

「守護天使とは、建国の守護天使だったのかい？　フレデリカ」

「あ……はい。たぶん……きっと」

　優しい声で訊きかれ、戸と惑まどいながら答える。

　ティアラの件を誤魔化すために「天使にもらったとでも言え」と言った、イザークの言葉を利用した作り話で、なんの守護天使かなんて考えていなかった。けれど建国の守護天使が導いたとした方が、おさまりがよさそうだ。

「そうか。では王も守護天使には逆らえまいから、王女の振る舞いも罰ばつすることはできまい。フレデリカ、守護天使がおまえを導いたならば、おまえはきっと良き王になるのだろう」

　国王は微笑むと、フレデリカの手を取ったまま周囲を見回し、そして声高らかに告げた。

「葬そう儀ぎは中止する。葬儀に集まった者は、祝しゆく宴えんに参加するが良い！　王女の復活を祝う！」

　その場の者たちが喜びの声をあげ、祝福の言葉が沸わきあがる。

　国王に手を取られ、気き恥はずかしくそれらを見回すフレデリカの肩かたを、母親の王おう妃ひが傍かたわらに寄り添そって抱だいてくれた。

　はにかんで微笑み、安あん堵どしながらも、フレデリカはあと一つ、やり残したことをどうするべきか考えていた。

（あとは、グレーテル。あなたを元に戻すだけ）
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　ケルナーは朝あさ陽ひの間を飛び出した。すると廊ろう下かの先から、「ケルナー伯爵、こちらへ！」と、声をひそめつつも鋭く呼ぶ声がした。

　廊下の曲がり角から顔を出し手招きしているのは、ユリウス・グロスハイムだった。

　ケルナーは数瞬しゆん、迷う素そ振ぶりだったが、ユリウスの手招きに応じて彼の許もとへ駆ける。

「こちらから、宮きゆう殿でんの裏へ抜ぬけられます」

　ユリウスは先導して走り出す。
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　朝陽の間を見おろす中二階にいたイザークは、ケルナーが動くのと同時に階段を走り下りていた。そして朝陽の間へ続く廊下に飛び出したときに、信じられない光景を目にした。ユリウスに先導され、ケルナーが王宮の外へ逃にげ出した後ろ姿があった。

（グロスハイム!?）

　第一騎士団の連中は、もたついている。イザークが追うしかないと判断し、駆け出した。

（なんの真似まねだ、グロスハイム！）
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　ケルナーは必死にユリウスを追いながら、切れ切れに問う。

「グロスハイム家の跡あと継つぎたる君も、わたしと同じく、カルステンス侯こう爵しやくの支持者だったのか」

　ユリウスは、いつもの微笑みでふり返る。

「もうすぐ森の中です。森の中に行けば、あなたをここから遠ざけることは容易たやすい」

　汗あせだくになりながら駆け続け、二人は宮殿の背後に広がる狩しゆ猟りようの森に辿たどり着いた。木々の緑を水面に映す泉のほとりまで来ると、ユリウスはようやく足を止めてふり返る。

「感謝するよ。ユリウス君」

　あえぎながらも笑え顔がおを見せるケルナーに、ユリウスも笑顔で近づき、腰こしからサーベルを抜く。

「どういたしまして。ここまで来れば、安全にあなたを遠ざけられる。フレデリカの側そばからね」

　ユリウスはいつもの笑顔だ。だが緑の瞳ひとみだけが、まるで蛇へびのように冷たく無表情なのにケルナーは気がついたらしい。ぶるぶると震ふるえだす。

「な、なんだ？　君は、わたしを助けたのじゃ……？　カルステンス侯の支持者では……」

「助ける？　なんで？　しかもカルステンス侯爵？　死人だよね。あなたの言っている意味は、よくわからないな。けれど、まあいい。王女たる者にあんな真似を働いたのだから、殺すよ」

　血の天使と呼ばれた祖先の血が、彼の中でふつふつとたぎる音が聞こえそうなほどに、彼の笑顔は輝かがやいている。

　ケルナーは助けを求めるように、周囲に視線を走らせた。すると木立の向こう側になにかを見つけたらしく、救いを求めるように声をあげた。

「助けてくれ！　早く来てくれ、シュルツ！」

　ユリウスも木立の向こうに目を向けた。彼の瞳も、黒い軍服姿の青年が駆かけてくるのを認める。イザーク・シュルツだ。

「グロスハイム！」

　ユリウスの手にあるサーベルをみたイザークは、彼がなにをしようとしているのか悟さとったらしい。制止するように声を張り上げた。ユリウスは舌打ちする。

「手早く終わらせないと邪じや魔まが入るね。もっと楽しみたかったけれど」

「ま、待て。わたしの証言を聞かなくていいのか!?　わたしは、カルステンス侯のことを知っているのだぞ。陸軍大臣はきっと聞きたがる。カルステンス侯が生きて……」

「陸軍大臣は聞きたがるだろうけど、僕は興味ない。あなたを陸軍大臣の手に渡わたしたら、あなたはしばらくの間は、のうのうと生きてしまうだろうから。渡さない」

「来てくれ、早く来てくれ！　なんでも話す！　カルステンス侯のことも」

　ケルナーは腰を抜かさんばかりに震えながら、助けを求めるように、駆けてくるイザークの方へ震える足で歩み出そうとする。その正面に、ユリウスは軽かろやかに回りこむ。

「待て、待ってくれ！　君は聖騎士だろう!?　聖騎士がそんなことを！」

「聖騎士？　そうだったかな？　忘れた」

　ちらりと唇くちびるを舐なめると、ユリウスはサーベルを構え、笑いながら襲おそいかかった。
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「グロスハイム！」

　頸けい動どう脈みやくを一刀のもとに切断したのだろう。赤いしぶきが激しく散り、ケルナーの体がその場に崩くずれる。ユリウスは軽く背後に飛んで血しぶきをかわすが、袖そで口ぐちに数すう滴てきの赤い染しみが散る。

　イザークが駆けつけたときには、ケルナーが倒たおれた周囲の土が血を吸って、真っ黒に濡ぬれていた。その様を足あし下もとに見おろすと怒いかりが噴ふきあがった。

「グロスハイム、貴様！　なぜ殺した！」

　ケルナーはイザークに向かって何か叫さけんでいた。よく聞き取れなかったが、「カルステンス」の単語だけは聞き取れた。ケルナーはなにかを知っていたのだ。イザークの妹を殺したカルステンス侯のことも知っていたはずだ。助かりたい一心で、それを告白しようとしていた。

（それを……！　この狂きよう犬けんが！）

　イザークの怒りの表情を、ユリウスは不思議そうに見やる。

「なぜって、フレデリカがケルナーを許せないと言ったからじゃないか。だから殺した」

「考えろ、こいつを今、殺すべきか否いなか！　今はその時じゃない！」

「今か後かなんて知らないね。僕は殺したいときに殺す」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、イザークは拳けん銃じゆうを抜いて引き金を引いていた。

「殺すなと言ったんだ！」

　銃声とともに、ユリウスの右耳の上あたりの髪かみの毛が散った。

「シュルツ!?」

　間かん髪はつ容いれずイザークは一気に距きよ離りを詰つめ、銃じゆう弾だんで怯ひるみ体勢の崩れたユリウスに足あし払ばらいをかけ、地面に転てん倒とうさせた。

　ユリウスは起き上がろうとしたが、その右手を蹴けりサーベルを跳はね飛ばす。そしてそのまま彼の右手を、ブーツの底で踏ふみにじった。ユリウスは顔を歪ゆがめる。

「くそっ………悪トイ魔フエルか？」

　あまりの早はや業わざに、ユリウスは自じ慢まんの剣けん技ぎにうったえる暇ひますらなかったのだ。イザークの格かく闘とうは、躾しつけられ訓練されて身についたものではない。状じよう況きよう判断と反射で戦うので、セオリーがないのだ。きちんと訓練された者であればあるほど、対応に苦く慮りよするはずだった。

「ユリウス・グロスハイム」

　イザークは銃口を、地面に横たわったユリウスの額に向け、怒りを押し殺して囁ささやく。

「以後、勝手に殺すな。いいか、殺すな。その身のうちに騒さわぐ血のブルーノ天使エンゲルの本能を、飼い慣らせ。次に必要な人間を殺したら、容よう赦しやしない」

　手を踏まれ続ける痛みのためか、ユリウスは掠かすれた声で答えた。

「……わかったよ、悪魔。降参だ」

　イザークは拳銃をホルスターに戻もどすと、ユリウスの手を踏んでいた足をどけた。

「すぐに第一騎き士し団の奴やつらが、ケルナーを追って来るはずだ。ケルナーの死体の側におまえと俺がいたら、言い訳が面めん倒どうだ。立て、グロスハイム。立てないなら手を引いてやる」

「遠えん慮りよするよ」

　ユリウスは起き上がると、サーベルを拾って腰の鞘さやに収めつつ、唇を歪めて笑う。

「次は、僕が君を踏みつけてあげるよ。シュルツ」

「反省してねぇな」

　舌打ちしたが、さらに説教する気にはなれない。ユリウスを心から反省させようとするならば、きっと半死半生になるまで痛めつける必要があるだろう。

「見つかる前に行くぞ」

　イザークはきびすを返す。歩き出し様、地面に倒れたケルナーを視界の端はしに捉とらえる。

（こいつは、なにを知っていた？）

　フレデリカはもとの王女殿でん下かに戻り、あとはグレーテルを元に戻すのみだ。ケルナーの暗殺計画も暴あばかれ、コーゼル村も守られた。

　これで全すべてが終わりで、一安心だ。そのはずなのに、七つの時からイザークの心の奥で燻くすぶり続ける復ふく讐しゆうの思いだけが、不満げに唸うなっている。

　ケルナーの死は惜おしい。しかし死んだものは仕方がないと、イザークは視線を前に向けた。

（俺の妹を奪うばった奴が生きているならば、いずれ必ず見つけ出し、報復する）

　地獄の番犬の異名を持つ魔ま術じゆつ師しは、早足に歩き出す。

　斜ななめ背後からは、隙すきあらば首を搔かっ切ろうと狙ねらっているような気配ながら、貴公子然とした容よう貌ぼうに薄うすい微び笑しようをたたえ、血の天使の末まつ裔えいがついてくる。

　初夏の光が森の青葉に反射し、二人の青年の上に砕くだけるように鋭するどく散っていた。
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　朝あさ陽ひの間でケルナーを告発した後、フレデリカは侍じ医いの診しん察さつを受けた。

　それからすぐに父国王に再び面会し、馬手たちを咎とがめないようにと願い、さらにコーゼル村やケルン村に対するケルナーの振ふる舞まいも告発した。

　馬手たちへの咎めはなくなった。さらにコーゼル村を含ふくむケルナーの領地は、フレデリカの領地として与あたえられることになった。フレデリカは領地を持っていなかったので、国王は良い機会だと考えたらしい。当然ケルナーが所有していたコーゼル城も、フレデリカ所有となった。

「もしお許し頂けるのでしたら、明日あしたから、コーゼル城へ行ってもいいでしょうか？　あんなことがあった後なので、のんびりとした静かな場所でしばらく過ごしたいと思います」

　そう申し出ると王おう妃ひは寂さみしがったが、侍医たちの勧すすめもあり、明日からコーゼル城へ移動することは許された。

　コーゼル城への移動を申し出たのは、グレーテルのためだった。

　空っぽになったグレーテルの肉体を、いつまでも天使宮に置いておけない。かといって、見えない黒くろ猫ねこになっているグレーテルを捜さがし、助け出すことができるのはフレデリカだけだ。

　だからグレーテルの肉体と共に自分がコーゼル城に移動し、そこで彼女を元に戻す算段をつけるつもりだった。

　祝いの言葉を受けたり挨あい拶さつしたり、全て終わらせると日は暮れていた。そろそろ休んだ方がいいと侍医に促うながされたので、教育係と侍じ女じよたちは、フレデリカと共に天使宮へと向かおうとした。

　しかし天使宮の裏手に広がるバラ園まで来たときに、フレデリカは歩みを止めた。

「誰だれも、天使宮に来る必要はありません。自分のことは自分でします」

　天使宮にはグレーテルの体があるはずだ。誰かが来てもらっては困るのだ。

「ですが、殿下お一人というわけには。物ぶつ騒そうです」

　教育係の公こう爵しやく夫人が困こん惑わく顔をするが、

「復活の時、守護天使はわたしに、自分を見つめ直せと言いました。ですから一人静かに、自らを見つめます」

　教育係や侍女たちは感じ入ったように目を潤うるませた。守護天使とはいい言い訳を思いついたと、我ながら嬉うれしかった。

「心配ないよ、皆みな様さま方。フレデリカは僕が、天使宮まで送っていく。そして彼女の部屋の警備も僕が受け持つから、ご心配なく」

　突とつ然ぜん、ユリウスが侍女たちの背後からひょっこりと顔を出した。

「ユリウス？　どこへ行っていたの？」

　復活宣言をした後から、彼の姿は見えなくなっていた。どこへ行ったのだろうかと思っていたが、彼はいつもの調子で片目をつぶると、フレデリカに近づいてきた。

「君への愛を実じつ践せんしていた。さあ、行こう。フレデリカ」

「皆さんもお休みになって。明日わたしは、コーゼル城へ向かいます。せっかく目覚めたのに、しばらくまた皆さんとお別れになりますが。落ち着いたら、また天使宮に戻ります」

　世話を焼いてくれる人たちにねぎらいの言葉をかけ、ユリウスの先導で天使宮へと向かった。

「ユリウス、袖そで口ぐちに血が？」

　純白の軍服の袖に、鮮あざやかな赤がこびりついていた。彼は肩かたをすくめると、笑った。

「ああ、ちょっとね。犬の血で汚よごれた」

「犬？　あ、あと。ねぇ、イザークはどこに」

「僕と一いつ緒しよに天使宮に戻ってきたけど、先に君の部屋に入った。姿を見られないようにね」

　そこでユリウスは、ちょっと悔くやしそうに呟つぶやいた。

「今まで気がつかなかったけれど、いやな奴だよね、彼」







「イザーク！」

　ユリウスと共に部屋に帰り着いたフレデリカは、寝しん室しつにいるイザークに駆かけ寄った。

「ケルナー伯はく爵しやくの領地は、わたしの領地となります！　馬手たちも、お咎めなしです！　明日からわたしはしばらく、コーゼル城に滞たい在ざいする許可も出ました。だからそこにグレーテルの体を移して、彼女を元に戻す算段ができます」

　ベッドに腰こし掛かけていたイザークは立ちあがり、安あん堵どの表情を見せた。

「全部見てたさ。よくやったよ、おまえは。あとは、こいつだけだな」

　フレデリカのベッドの上には、空っぽになったグレーテルの体が寝ねかされている。グレーテルの魂たましいが入った黒猫は、霊れい廟びようから姿を消したままだ。

　ユリウスがひらひらと手を振って、気軽に言う。

「ま、とりあえず明日から、この体はコーゼル城へ移せるね。でもこのグレーテルの体とフレデリカを、僕が一人で面倒見てコーゼル城へ移動させるの？　自信ないな、一人なんてね」

　確かに、ユリウス一人では限界がある。フレデリカはイザークを見あげた。

「あなたもこのまま一いつ緒しよにいてください、イザーク。グレーテルが元に戻もどるまで、力を貸してください。あなたに、側そば仕づかえとして一緒にいてもらえれば心強いです」

「地じ獄ごくの番犬が、王女殿下の側仕えになれると思うのか？」

　夜明け前、霊廟で見せた優やさしさと労いたわりが幻まぼろしだったかのように、しらっとした表情で言われた。あの時の労りはもしかすると、見かけがグレーテルだったからなのかもしれない。

　それでも、フレデリカは食いさがった。

「大だい丈じよう夫ぶです。名を隠かくし、顔を隠せば」

「阿あ呆ほうか？」

　呆あきれたように突つっこむイザークの肩を、ユリウスが叩たたく。

「悪くないんじゃないかな？　偽いつわりの身分なら、いくらでも用意してあげるよ。色々手はある。君は、グレーテルを助けたいんだろう？」

「なにを企たくらんでいる、グロスハイム」

「別に。僕は君がフレデリカの守護者となるのは、悪くないと思っただけだよ。君がいれば、面おも白しろいことになりそうだ。フレデリカは、もうちょっと、どうにかなるかもしれない」

「守護者？　大おお仰ぎように寝ぼけてるんじゃねぇよ」

「でも、わたしならグレーテルを助けられます。お願いです、グレーテルのために力を貸してください。あなたも一緒にいてください。イザーク」

　グレーテルのためというのは本心だ。ただほんの少しだけ、イザークと離はなれたくないのも確かだ。霊廟で彼は、まるで恋こい人びとに囁ささやくように名を呼んでくれた。それに心が震ふるえた。あんなに優しい瞳ひとみを見て、声を聞いてしまったら、彼が慕したわしくて仕方ない。

　眉まゆをひそめ、イザークはグレーテルとフレデリカを交こう互ごに見やる。そしてしばらくの沈ちん黙もくの後、

「グレーテルが復活するまでならな……仕方ないか」

　と、不承不承口にした。フレデリカはほっとして、嬉しくて、笑え顔がおでイザークを見つめた。彼は少し複雑な表情で、フレデリカを見つめ返した。

　しかしすぐにユリウスが、イザークの背を押す。

「では、すぐに君の顔を隠す手立てを考えよう！　おいでよ、いいものがあるんだ」

「妙みような提案をしたら、また踏ふむぞ」

「君、本当に失礼だよね」

　言い合いをしながら二人が出て行くと、フレデリカは急いで部屋に鍵かぎをかけた。人ひと払ばらいしたとはいえ、この部屋を見られない用心のためだった。こそこそする癖くせは板についている。

　鍵をかけてほっとすると、改めてベッドに近寄って、眠ねむれるグレーテルを見おろす。

「グレーテル。どこにいるのかしら？」

「ここにいるわよ？」

　突然背後から声がしたので、フレデリカはぎゃっと悲鳴をあげて尻しり餅もちをついた。ふり返ると、そこには尻尾しつぽの長い美しい黒くろ猫ねこが、金の瞳を輝かがやかせて座っていた。

「グレーテル！　こんなところに……！　しかも、あなた！　しゃべれるの!?」

「当然でしょう？」

　言うと、黒猫はグレーテルの体の上に飛び乗った。フレデリカは息を詰つめた。

（黒猫がグレーテルに触ふれれば、グレーテルは元に！）

　しかし黒猫はすました顔で、再びフレデリカの足元に飛び降りてくると、にやりとする。

「あら、なにを期待していたの？」

「だってあなたがグレーテルの体に触れれば、元に戻れる……」

　と、言いかけて、フレデリカは思い出した。自分も元に戻るためには、触れるだけでは足りなかった。それならばきっとグレーテルも、元に戻るために何かが必要なのだ。

「わたしは、元に戻るために必要なものがあった。だからきっとあなたも、なにかが必要なのよ。でも、どうしよう。なぜ自分が元に戻れたか、わからないの。あなたに必要なものがなにか、わからない」

「ご心配なく。わたし知ってるわよ」

「知ってる!?　知ってるって、どういうこと」

　黒猫は、にたにたしている。

「王女に必要なものがティアラだなんて、あなた馬ば鹿かじゃない？　あなたはね、あの瞬しゆん間かんに王女に必要なものを手に入れたから元に戻れたの」

「あの瞬間に？　必要なものが？」

「信しん頼らい出来る人間よ。あの瞬間、あなたとイザークは互たがいを理解し、わかりあえたから元に戻れた。今、王女のあなたに必要なものはそれなのよ」

　信頼。理解。確かにあの瞬間、イザークのことがわかったような気がしたし、きっとイザークもフレデリカを理解したと思えた。それが必要なものだったということなのだろうか。

「なんでそんなこと、あなた知ってるの。グレーテル」

「わたしは魔ま術じゆつ師しによって、死を操あやつられた命だからよ」

「どういうこと？　魔術師って、イザーク……」

「あなたは知らなくていいことよ。とにかく、わたしには死にまつわる、人にわからない事がわかる。だから自分が元に戻るために必要なものも、当然知ってるの」

「だったら戻って！　手を貸すから！　イザークやご両親が心配してる！」

「いやよ」

　黒猫はつんとそっぽを向く。

「なんで!?」

「あなたが立派な女王になるまではね」

「え？」

　黒猫はフレデリカの瞳を見あげる。

「覚えているでしょう？　あなたは、わたしがあげたそら豆人形を、可愛かわいいって抱だきしめた」

「あの子！　あの子は、あなた!?　わたしはあなたが、大好きだったの！」

　息が止まりそうになった。幼い頃ころフレデリカの孤こ独どくを慰なぐさめてくれた少女。それがグレーテルだというのだ。言われれば真っ直すぐな黒くろ髪かみも子犬のような黒い瞳も、面おも影かげがあるではないか。

「そう？　でもわたしは、いつもへらへらしている王女様が大だい嫌きらいだった」

「き、嫌い？　嫌いだったの……そんな……」

　それもまた、結構な衝しよう撃げきだった。

「そうよ。貴族なんか、この世から消えればいいと思っていた。わたしを殺した奴の仲間なんか、一人残らず消えればいい」

　今、グレーテルは不思議なことを言った。だがフレデリカがその意味を問う隙すきもなく、グレーテルは続ける。

「貴族にこのまま国を支配させ続けたら、ひどい国になると思っていた。しかも次の王様が、あなたよ？　こんな女の子が将来国を治めるなんて冗じよう談だんじゃないと思ったの。あなた、馬鹿だったし。だってわたしが双ふた子ごの姉し妹まいだなんて、あっさり信じるなんて馬鹿だもの。だからすっごく意地悪してやろうと思って、そら豆人形を抱っこさせたのよ」

「あれ……意地悪……」

「でもあなた、可愛いって言ったの。びっくりした。最初怖こわがったくせに、わたしが抱っこしていたら可愛いと言ってくれた。あなたは受け入れたの。怖くても、偏へん見けんを持たずに受け入れる懐ふところがある。だからその時、わたし……この子なら、良き王になれるかもと思った」

「なんで!?　わたしは臆おく病びようで、地味で、それほど賢かしこくもないし、自信もないし」

「じゃあ、あなた、どんな子がいい王様になれると思うの」

「それは絶対の自信にあふれていて、誰だれよりも賢くて、誰よりも強くて。自分が王となることに疑いを持つことがない、しっかりとした」

「古くさいわね」

　頭から否定されて、絶句する。自分は力ちから一いつ杯ぱいグレーテルに嫌われ、そして馬鹿にされているようだ。しかし彼女はフレデリカが良き王になれると言う。わけがわからなかった。

「あのね、あなたの言うそれは支配者の資質じゃない。それは独裁者の資質。誰よりも賢く、誰よりも強く、絶対の自信にあふれていたら、その人はきっと自分を信じる。だって誰よりも賢く強いのだもの。当然よ。そして自分が正しいと信じ続ける人は、独裁者になる。けれどね、自分に絶対の自信がなくて、常に自分に問いかけ続ける王は、独裁者にはならない。なれない」

「でもそんな人が王になったら、国は迷めい走そうする」

「馬鹿ね。なんのために家臣がいるの？　家臣は王を守り敬い、王の手足として命令を実行するためだけにいるのじゃない。王に助言し、道を誤りそうならば諫いさめるためにいる。たった一人の賢い王より、七人の優ゆう秀しゆうな家臣の考えの方が、よっぽど偉い大だいな結果を導くわ。広く受け入れられるわ。多様だからよ。支配者は英えい雄ゆうでなくていい、空っぽの大きな袋ふくろでいいと、東方の賢けん人じんは言うそうよ。王様は、そこそこ賢くて、正しい判断が出来る人がいい。そして懐にいっぱい、賢い人、強い人、金かね勘かん定じようが上手うまい人、いろんな人を抱かかえる広い懐だけが必要。抱えられる人も抱えられる居い心ごこ地ちが良ければ、忠誠をつくす。忠誠をつくす人を抱え、そして悩なやみ続ける者こそ、良き王よ」

　ぽかんと黒猫を見おろしていると、黒猫は金の瞳で厳おごそかに告げた。

「泣きべそかきながら王になるのよ、あなたは。よろめきながら、でも毅き然ぜんと、王になりなさい」

　それはきっと、かっこ悪い王様だろう。けれど凜りんとして迷いない王よりも、かっこの悪い王様の方がいいのだと黒猫は告げる。

「わたしはコーゼル村であなたを引っ張り回して、いろんなものを見せたつもり。ケルン村の件は脅おどかしすぎて悪かったけれど、あなたはあれを見る必要があった。でもイザークが帰る時間は計算していたし、もしイザークと会えないような状態になったら、わたしがあなたを助けるつもりだったんだからね。感謝してよ。なによ、その顔。お礼は!?」

「あ、はい！　ありがとう」

　恩着せがましく言われて思わず礼を言ってしまうが、「いや、待て。そこは礼を言うべき所か？」と自分の中の何かが首を傾かしげる。しかしグレーテルは満足したらしく、うんと頷うなずき、フレデリカが苦情を口にする前に言葉を続けた。

「まだまだ、見せたいものはあるのよ。あなた今でも馬鹿すぎるから。それでも、そんな馬鹿なままでも、あなたは守護者を一人手に入れたのよ。それは褒ほめてあげる。三百年王国も時代の流れに逆らえない。大陸では王様は必要ないと、次々と王国は滅ほろびていくわ。王国が崩ほう壊かいする時代に、あなたは新たな七人の守護者を手に入れ、英雄ヴァルターのように国を守りなさい。時代にふさわしい王国を保つの」

[image: ]

「よく……わからない。じゃ、今回のことは……あなたがすべて仕組んだ？　でも、暗殺計画はケルナー伯はく爵しやくの……」

「わたしもそんなつもりはなかったけれど、偶ぐう然ぜん、死神がおかしなヘマをしたからね。これは利用出来ると思ったのよ。だから存分に利用するわ、この間ま違ちがいをね」

「でもなんで、こんなにまでしてわたしを王にしたいの!?」

　グレーテルは、フレデリカに王の資質があるという。だから王になり国を保てと言うが、彼女がなぜ、それほどまでに良き王と良き国を望むのか理解出来ない。彼女はコーゼル村の、ただの十六歳の女の子なのだ。その彼女が、そこまで王や国にこだわる理由がわからない。

　すると黒くろ猫ねこは一いつ瞬しゆんだけ、遠い目をした。

「わたしは特別なことはなにも望まない。普ふ通つうに、自然に、暮らしたい。毎日いい気分で目覚めたい。この朝がずっと続いていくんだろうなって、退たい屈くつになるくらいの、そんな日々が欲しい。それだけよ。王国が崩壊してその世界が手に入るなら、そうする。けれどオレリアンの革命……。あれを見たら怖くなる。王様が握にぎっていた権力という餌えさが、野犬の群れに放ほうりこまれたような様よ。野犬たちは互いに咬かみあい、餌をばらばらに食いちぎる」

「オレリアンの革命？　あの噂うわさはやっぱり本当なのね。革命があったのね？」

「ええ、あったのよ革命は。少し前に仕事を頼たのまれて、オレリアンに行った。そして見たのよ、革命というものの現実を。だから怖くなった。野犬の群れの中に放りこまれた国が安定するのに、どれほどの時間と命が必要なのか想像もできない。だから王国が滅んだあとに出現するものが、わたしには恐おそろしい。けれど時代の流れに逆らえないなら、王国は時代にふさわしい形に変わればいいと思ったの。王国のままで、良い国になっていけばいいじゃないと思ったのよ。そして変わらない、いい朝を、わたしに与あたえて欲しいって」

　その言葉に、なぜか微かすかに胸の奥がちくりとした。切実な願いが、グレーテルの声には滲にじんでいる。なぜこれほど切実なのかは、わからない。けれどそれが噓うそ偽いつわりない、彼女の唯ゆい一いつの願いなのだと理解できた。

（いい朝）

　王はきっと、その王国に住むすべての者に、そんな朝を約束する責任があるのだろう。

　あまりにも重い責任のような気がした。けれどその朝を約束することができれば、どれほど自分が責任の重さに苦しもうが、押しつぶされそうだろうが、誇ほこりに思えるような気もする。

　黒猫はふふふっと笑うと、尻尾しつぽでつんつんと、横たわるグレーテルの体を示す。

「ねぇ、そこに寝ねている、わたしの体に触さわってみてよ」

「なんで？」

「いいから」

　言われるままにそろりと手を伸のばし、グレーテルの手に触ふれた瞬しゆん間かんだった。ざわっと背筋に悪お寒かんが走り、頭のてっぺんから乱暴に放り投げられたような目め眩まいがした。

「わっ！」

　声をあげて跳はね起きると、ベッドの上にいた。

（………………え）

　見回すとベッドの脇わきには、倒たおれ伏ふした美しき王女、フレデリカの体がある。

「ええええええええええええっ!?」

　またフレデリカは、グレーテルになっているのだ。黒猫はきゃらきゃら笑った。

「死神はなんと言ったかしら？　『とりあえずは、触れること。その時には王女に必要なものを持ちあわせていて、王女らしくないと駄だ目めだよ。さらに本当の意味で元に戻るためには、本物の王女でなければならない』と言ったわよね？　あなたは今、まだ、本当の意味で戻ったわけじゃないの。あなたが本当の意味で王女に必要なもので魂たましいが満たされるまで、空っぽのグレーテルの体に触れたら、グレーテルの体に戻っちゃうの。そしてまたフレデリカの体に戻るには、イザークと理解しあって信しん頼らいしあったみたいに、また誰かと信頼しあわないと戻れない」

「そ、そんな!?　じゃあ、どうすれば!?」

「さあね。あなたが本当の意味で王女になれば、きっと二度とこんなことは起きないでしょうけれど、今は無理ね。まあ、わたしは当分、自分の体に戻るつもりはないし、戻れないわよ。わたしには信頼しあえる人なんかいないし、そんな資格もない」

「待って、でもイザークが心配してる！　あなたもイザークが好きなんでしょう!?」

　数瞬、黒猫は押し黙だまった。しかしすぐにきらりと瞳ひとみを輝かがやかせ、口の端はしを吊つり上げて笑った。

「好きよ。けれど好きになっては駄目な人なの。じゃあね」

　黒猫は、バルコニーに続く窓へさっと駆かけ出した。そしてバルコニーの手すりに飛び乗り、あっという間に地上へと飛び降りた。

「待って、グレーテル！　ど、どうしよう。またグレーテルに!?」

　両頰ほおを押さえて青ざめていると、寝しん室しつの扉とびらがノックされたので飛びあがった。

「開けてくれよ、フレデリカ。僕だ、ユリウスだよ」

　フレデリカはベッドから飛び降り、扉を開いた。そこにはユリウスと、顔の半分が隠かくれる仮面を手にしたイザークがいたが、フレデリカを見て目を丸くする。

「グレーテルか？」

　イザークが問う。フレデリカは悲鳴に近い声をあげた。

「フレデリカです！　また、戻ってしまいました！」

　イザークとユリウスは、沈ちん黙もくした。二人して暫しばし目が泳いだ後に、部屋の中を覗のぞいて床ゆかに倒れるフレデリカの体を確かく認にんし、涙なみだ目のフレデリカを見おろし、互たがいに顔を見合わせ、そしてまたフレデリカと視線を合わせ、

「…………え……？」

　と、同時に言った。どうやら二人とも、頭が理解を拒こばんでいるようだ。

「グレーテルになってしまったんです！　どうしましょう!?」

　ユリウスは「そうなの……」と生返事し、呆ぼう然ぜんとしている。

　イザークは額を押さえて扉の枠わくに手をつき、げんなりした顔になった。

「またかよ、おまえ」













　フレデリカ王女殿でん下かは、優ゆう雅がで可か憐れんで、賢かしこく、美しい。エーデルクラインの宝石と称しようされる美少女。

　しかしフレデリカ王女は十六歳のある日、落馬事故であえなく死ぬはずだった。にもかかわらず数日後、突とつ如じよ息を吹ふき返す。

　そして奇き跡せき的に復活した彼女の、王女としての本当の人生は、そこから始まることとなる。










　きっとどこかで、黒猫が笑っている。泣きべそをかく王になれと。
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　皆みな様さまこんにちは。もしくは、はじめまして。三み川かわみりです。

　ある日ぼんやりと「馬ば鹿か馬ば鹿かしくて楽しい話を、真面目まじめに書きたいな～」と思い、あれこれ妄もう想そうしていました。その時はただの妄想で終しゆう了りようしましたが、新しい本を書かせて頂けることになったので、その時の妄想をプロットにして出してみました。すると、なんとオッケーが！　ということで、こうやって物語として形になりました。ちなみにプロットの時の仮タイトルは『だいたい死んでる王女の冒ぼう険けん』でした……。あまりのセンスのなさに、担当様に絶望された気配もありつつ、担当様と四苦八苦のすえに、タイトルは決定いたしました。

　担当様。新しい物語の立ちあげ、本当に、本当に、お手数をおかけいたしました。それなのにいつも楽しく明るく接して頂き、とても感謝しています。そして今回もイラストを描えがいてくださることになった、あき様。「今回も、あきさんです」と担当様から伺うかがった時には、まさかの奇き跡せきに驚おどろきき狂きよう喜きしました。フレデリカの美しさ、グレーテルの愛らしさ、そして担当様が「ＭＡＸかっこいい」と評されたイザーク、イメージぴったりのユリウスと、本当にありがとうございます。あきさんの絵で形にしてもらえた彼らは、幸せ者です。最後になりましたが読者の皆様。この本を手にとって頂き、ありがとうございます。憑ひよう依い系災難ヒロインのお話、少しでも楽しんでもらえれば幸いです。また機会がありましたら、お目にかかれることを願って。
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